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「レクリエーション研究〈大会発表論文集)J投稿規定

暫定措置として昭和62年度は下記の投稿規定にて実施し、問題点があれば、次年度、

修正を加えるものとする。

1. 投稿者は本会の正会員・特別会員である乙と。

2. 論文は他誌に未投稿のものに限る。ただし、外国人会員については欧文での投稿

も受け付ける。

3. 論文は新かなづかい、制限漢字使用を原則とし、 A4判、横書き、 400字詰原稿

用紙を使用する。また、本学会所定のタイプ用紙と同じサイズ、同じ様式 (B4

判・縦2段カラム)であればワードプロセッサによる原稿も受け付ける。

4. 欧文要約は不要である。

5. 論文の第一頁表題の下にはかならず氏名、所属をつけ、図版・写真にもタイトノレ

をつける。

6. 図版はかならず白紙に墨書きとし、図版・写真類は、上下の別を明記し、原則と

して図表の文字も活字で入れる。

7. 論文は 400字詰原稿用紙にて20枚以上30枚以内を原則とする。

8. 投稿する原稿は、手書き(またはワープロ)のオリジナル原稿とそのコピー 3部

とする。

9. 審査を通過した論文(手書き)は投稿者に返送する。投稿者は、本学会所定の用

紙lと和文タイプライターまたはワードプロセッサ(24 x 24ドット以上)にて原稿

を活字化しなければならない。活字化されていないなど様式に適合しない論文は

受け付けない。校正は投稿者の責任において行うものとする。

10. タイプの打ち上がりは、本学会所定の用紙に原則として 4枚以上6枚以内とするc

規定の枚数を越えた場合は投稿者の実費負担とする。

11. 活字化するために論文を投稿者に返送するが、かならず必要な額の切手および宛

て先を記した返信用の封筒を同封する乙と。



日時

場所

発表時間

研究発表

10月17日(土)

蔵王エコーホテル内 A会場、 B会場

1演題の発表時聞は 12分とし、質問と討論時閣を7分とする。

10分(発表終了 2分前) ベルl回

12分(発表終了)

19分(質疑終了)
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ベル2回

ベル3回
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ソビエトのピオネール組織に関する研究

ーピオネ F ルの活動と組織、運営についてー

O里見悦郎 高橋和敏 {東海大学)

ソビエトのレクリエーション・社会教育

まえがき 1 1歳から 15歳までの少年φ女のピオネール、

ソビエトのレーニン記念ソ連邦ピオネール組 1 6歳から 28歳までのコムソモールがあり、

織{以下、ピオネール)は 10歳から 15歳ま これらはいずれも共産覚の指導の下に置かれて

での少年少女の課外活郵組織である。その独特 いる点から、政治、思想教育のー形態である。

な組織と活郵、運営制度によって諸外国の青少 しかし、 11裁から 15歳までの少年少女を対

年組織の中でも、特出したものとなっている。 象としたピオネールは従来の位置付げとしての

特に、東欧・アジアの社会主義諸国でソビエト 政治、思想教育の揚としての解釈の外に、義務

のピオネールを原形にした少年少女の課外活動 教育と同等、あるいは、ある面では義務教育以

組織が創設されている点を見ても、ソビエトの 上に高い位置付けに置かれた教育機関としての

ピオネールが社会主義諸国の課外教育制度の原 役割が与えられていると推測される。

形として重要な位置にある。 ソビエト共産免の指導の下に置かれたピオネ

本研宛の目的はソビエトのピオネールの施設 ールの役割は将来のソビエトを主岳う健義なソピ

で実施されている繊々な活動と組織の運営制度 エト国民を育成することであり、しいてはソピ

を朗らか托することによって、ソビエトの社会 ヱト共産党員の候補となるコムソモール員の養

教育制度の一掃を解明しようとするものである。 成である。このため、ピオネールの組織と運営

に関しては共産免の全面的な支援と指導の下に

研宛の方法 ピオネールの上部組織コムソモールが当る形責

1)文献資総の収集と分析 となっている。さらに、ピオネールの活動の揚

2 )ソ達人留学生からのヒアリング調査 となる施設とそれを支える人員は職業別労働組

ヒアリング調査は、 19 8 1年 10月から 合の全面的な援助と協力によって成り立ってい

198 2年 7月にかけて東海大学に留学し る。この様に、児童・育少年の課外教育に共産

ていたモスクワ大学学生に対して行った。 免が深く関与している点はソビエトの社会教育

ヒアリングは、ピオネールの活動と組織運 制度の特長と考える。

営を中心に、文献上では明らかにされてい

ない細部について具体的な説明を求めた。 2)ピオネール組織への支援制度

これまでのピオネールに関する研究には、ピ コムソモールと職業別労働組合のピオネール

オネールの成立と発展の過程を中心にした歴史 への支援体制は次の制度からなる。

的研究と共産免の下部組織とレての思想の研究 コムソモールはその指導の下に置かれている

に重点が置かれてきた。この研宛では従来の研 中等学校のピオネールの部屋へコムソモール員

究では明らかにされていないピオネールの施設 を派遣する。派遣されたコムソモール員はピオ

と活動、さらに、組織の運営制度について、文 ネール隊長として放課後、課外活動のために築

献資棋を基に研宛を進め、文献上では明らかに まって来るピオネール員の指導をする。音楽大

されてない細部についてソ達人留学生の具体的 学、体育大学等の教員養成課程を有する大学は

な説明を基に検証を行うという方針を取った。 教育実習として夏季のピオネールキ T ンプヘピ

オネール隊長として学生を派遣する。そこで学

考 察 生は様々なサークル活動の指導を行う。

1 )ソビエトのピオネールの組織と運営 ソビエトの労働組合は職業別に組織される。

ソビエトの青少年組織は申等学校において行 そして、 1都市に 1業種の工湯・企業が集中す

われる課外活動と密接な関係があり、ピオネー るケースが多い。この様なソビエトの都市では、

ル組織の活動は「青少年のー般教育とともに統 中等学校、ピオネール組織の周辺に位置する食

ーされ、一体をなすものである J (ゐ}と考えら 業、工揚、大学等の諸機関が中等学校、ピオネ

れている。 ールの後援団俸となって活動資金、施設、人初

ソビエトの青少年組織には、 7歳から 10歳 等の援助を行う制度が完at.している。これをシ

までの沼章を対象としたアクチヤブリヤー夕、 エフ(;後援団体)と言い、ソビエトの課外活動、
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社会教育施設運営の基本的体制となって確立し る制度が生まれたと推測される。さらに、都市行

ている。 財政の面から言えば、都市住民の文化施設、教育

中等学校、ピオネールとシェフの関係を絡ん 施設網の整備費の支出削減のため、労働組合、企

だ企業、工場等はその身働組合と共にピオネー 業にその費用の支出を請負わせる制度でもある。

ルへの援助を行う。 しかし、地域住昆である労働者の視点から見れば

ピオネールキャンプの開設の手順を検証する ピオネール等の子供達の教育施設の計費を自分達

ならば、夏季のキャンプ実施前にシェフの関係 が担っているとの自覚が生まれてくるのと共に、

のある企業・工場に中等学校から連絡があり、 住民が労働組合を通して支出された組合資が自分

その年、学校のピオネールキャンプの援助を求 達のために還元されていることを意味するこの制

められる。この結果、企業・工場とそのタ働組 度は、地域住民に社会教育施設完備のための理解

合はピオネールキャンプへのコムソモール員( を求める}助となっている。

企業・工場の職員でコムソモール員となってい

る者)の派遣、並びに、医師、調理師の派遣等 3 )ピオネールの活動と指導者

を要請される。さらに、中等学校が常設のピオ ピオネールはその活動のために、多くの趨類の

ネールキャンプを所有していない場合は、企業、 施設を所有している。その施設には次のものがあ

工湯、強働組合がその施設をピオネールキヤン る。

プとして提供することもある。企業・工場はそ ピオネールキャンプ

の青年強働者{コムソモール員}を、ピオネール ピオネールの家

隊長養成の講習会に派遣し、キャンプでの様々 ピオネール宮殿

な活動の指導法を学ばせた後、キャンプへと送 少年技術者ステーション

り出す。 少年自然研究者ステーション

このシェフの制度はピオネールのすべての施 旅行ツーリストステーション

設運営に適用されている。ピオネールの活動の 子供鉄道

拠点であるピオネール宮殿の揚合、ピオネール 児童の海港と船舶会社

員の様々な好寄心を満足させるため、多くの活 若い宇宙飛行士のサークルとクラブ

動と事業が用意されているが、このピオネール 労働と休息のキャンプ

宮殿等の文化施設へは、近隣の大学、あるいは 生徒生産隊

研究所、博物館等の教員と研究者がシェフの制 鬼童音楽芸術学校

度によって派遣されているケースも多い。さら 青少年スポーツ専門学校

には有名なパレリーナ、作家、音楽家などの芸 幼年スポーツ専門学校

術家が指導者として参画している。これはピオ これらのピオネールの施設の特徴は「子供達の

ネール創設当初、指導者が不足した時代に多く それぞれの年齢的特殊性を厳密に考慮して行われ

の第ー線の芸術家が社会奉仕として少年少女の ていることである。技術部門を例にとれば、小学

教育に協力したことが現在も受け継がれている 校の生徒たちはサークルで犠々な材籾{布、針金、

ためである。 ボール紙、木)を用いて作業することを学び、麗々

ソビエトの社会教育施設運営の基本となるこ な簡単な組立部品を使って作業しながら技術のモ

のシェフの制度は、その成立過程、道営制度に デルの作成及び組立ての初歩を習得する。少年少

ついて今後、明らかにされていかなくてはなら 女達はすでに路較的複雑な習熟を身につけ、技能

ない研究課題であるが、このシェフ制度がソピ に親しみ、ー定の方向をもった活動を選択する。

エトの社会において、正に、実社会と教育機関 そして、 15 -1 7歳の上級生になると生徒たち

との関係の円滑化に効果的な役割を果している は{教師、税学者、高等教育施設の教師の指導の

と推測する。これはソビエトの都市開発と都市 もとに)実験作業に参加し、自主的に研究を行い、

経営が社会教育施設網の充実と結び付いている 模型ばかりでなく、実際に動く機械装置や設備を

ためでもある。すなわち、ソビエトではモスク 設計し、製作する。大多数のピオネールの家や宮

ワ、レニングラード等の大都市を除き、新興都 殿、若い技術者ステーション、若い自然研究考ス

市の多くは、 1都市、 1企業という形態がとら テーションには、彼らのために青年制学協会がつ

れ、その企業が都市の基幹産業となるケースが くられ、そこで彼らは考古学、微生物学、分子遺

多い。都市住民が周}企業・工場の身働者であ 伝学、高等数学、計算技術、数理言語学等の分野

ることから、地域の文化施設、教育施設の運営 の活動をしている。ここでは教税外活動のすべて

に企業・工場の労働組合が参画することが出来 は税学と生産に密接に結びついている。上級生た
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ちは、企業、経済組織、高等教育施設、研究鰭設 ピオネ』ルの家にはレーニンの部屋があり、ピ

の諸々の課題を遂行している J(2)このようにソ オネール員はここでロシア革命当時、ポリシエピ
ピエトではピオネールの活動を通して、子供達に キ免で活躍畢した老人と会い、レーニンの話しを聞

幼い時から自分の関心のある税目を自分自身で遠 く、さらに、共産党の政策や国際情勢について説

択レ、活動し、自己の才能や能力を自由にのぼす 朋を受げる。また、見学旅行を言f闘し、レ F ニン

ことが出来る制度を作り上げてきた。この結果、 のゆかりの地や第 2次大戦の跡を見学する。

子供達は自分の才能や能力に合った活動を通して カザフ共和国のオサカーリエフカ村のピオネ←

労働の意義と価値を自然に身につけることが出来 ルの家はコルホーズ農場の協力で趨殺された。こ

あ組織になっている。ピオネールの課外教育組織 のピオネールの家には映画制作所、ラジオ放送局、

の活動を支える政府組織と団体には共産党、コム 飛行機・船舶模型作製室、技術製作室があり、約

ソモール、労働組合、文化省、交通省、海運省、 1 500名のピオネール員が活動している。

ソ連邦機成共和国海運省、河川航行省、任意スポ

ーツ団体、全ソ陸空海軍後援会組織、研究所、税 ピオネール宮殿

学協会、創作連盟があり、さらに学者、税学者、 193 0年代初期、レニングラードの 20 0以

作家、俳優、画家、舞踊家、スポーツマンらの協 よの企業と組織が協力して帝政時代のアニチコフ

カと援助によってピオネールの活書簡は成り立って 宮殿をピオネール宮殿として、子供達に開放した

いる。 このレニングラードのピオネール宮殿に続いて、

「現在、労働組合の組織で少年少女のための活動 193 6年にはモスクワ、さらに、キエフ、ミン

を行っている企業のクラブの図書館は 4400 0 ス夕、タシケント、イワノブオ、スペルドロフス

カ所、各工場、コルホーズ、ソフホーズ附設の技 夕、ノボシピルスクにピオネール宮殿が拐殺され

術クラブが約 1500カ所ある。ソ連邦文化省の た。

子供劇場、音楽学校、美術学校、図書館、プラネ レニングラードのピオネール宮殿の各サークル

タリウム、サーカス、動物園、文化と休息の公園 には 10 0名以上の専任職員がおり、職員は普通
も周童を対象とした活動を実施しており、ソ連邦 申等学校の教員資格を持っている。この職員の勤

交通省は子供鉄道 47カ所、若い技術者ステーシ 務時間は中等学校の授業時間にあわせ、子供達の
ヨン 23カ所ι鉄道員文化宮殿附属クラブ 450 活問]が放課後となるので、中等学校の教師よりも
カ所を運営し、ソ連邦河川及び海軍省は青少年艦 遅い出動となる。この専任教師の外に、中等学校

隊 160、若い水兵クラブ 250、子供河川船舶 の教師を退職した者や音楽、バレエ等の芸術家も

会社 2社を運営しているJ(3)。このようにピオ 非常勤として、子供達の指導にあたっている。

ネールの施設と活動は政府関係官庁と労働組合と レニングラードのピオネ F ル宮殿には技術、税

いう官民合同の協力体制によって設立され、運営 学、防衛、芸術、体育、図書、政治等の活動の部

されている点がソビエトの社会教育施設の運営の 門があり、子供は自分の興味のあるサ F クルに入

特長である。企業・工場が官庁組織と合同で社会 り、週 2回、 1-2時閥単位で活動に参加し、専

教育に参画し、物的、人的援助を行うというソピ 門的な指導を受けることができる。この宮殿のサ

エトの制度は、これまで緊縮財政時にはその予算 ークルと事業には次のものがある。

を削減される対象とされやすい日本の社会教育、 「技術部門

社会福祉、文化施設にとって、今後、参考とする 金属組立、機械仕掛のおもちゃ製作、船・飛行

に値するものであると考える。 機の模型作り、電気工学、短波通信、リモ F ト

次に、ピオネールの代表的な施設について、そ コントロールと自動機械装置、宇宙工学、ロケ

の事業内容を考察する。 ツトの模型作り。

ピオネールの家

ピオネールの家は 1922年にモスクワのハモ

ブニキ区に初めてIIてられた。このピオネールの

家は重工業と経工業の工場に附属の子供クラブが

組織され、その子供クラブをコムソモール員が指

導した結果、設立されることとなった。

ピオネー )vの家は子供達のために多くの活動サ

ークルを組織し、学校教育だけでは十分に実施で

きない課外教育の援助を行っている。
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スポーツ部門

体燥、陸上競技、アクロパット、水泳、水深、

レスリングフリースタイル、ボクシング、フィ

ギュアスケート、チェス、チェッカー、テニス、

サッカー、飛込み、シンクロナイズドスイミン

グ。

芸術部門

歌と舞踊のアンサンプル、合唱団、声楽アンサ

ンプル、独唱サークル、舞踊サークル、民族楽

録オーケストラ、パヤンオ』ケストラ、ブラス



バンド、交響楽団、ピアノ、パイオリン、コン

トラパス、チェロ、クラリネット、木琴等の教

室、絵画、デッサン、彫刻のアトリエ、ぬいぐ

るみ人形、人形劇、演劇、詩の朗読等のサーク

)11。
自然研兜部門

作物栽熔、草花栽培、農業気象学、植物保護、

みつばち飼育、果樹栽繕等のサ』クル、狩猟、

犬種改定、水中生物学と養魚のサークルJ(4) 

ソビエトの義務教育の目的はあくまで国定教税

の知識を与える揚所である。児童・生徒の身心両

面の全面的な発達を目指しながらも、その目的は

税学の基礎知識を与えることである。そのため、

少年少女の才能の発掘とその育成は義務中等学校

の教育目的から外されている。これを補うために

課外教育施設が克実させられていると推察される

実際、ピオネ』ル組織の施設と活動も少年少女

達の才能の発見という教育手段として大きな効果

を上げている。レニングラードのピオネール宮殿

にあるアカデミー会員ブエオブルチエフ記念若い

地質学者クラブは毎年、ウラル、クルミア、パイ

カル特別保護区での実習を行っている。毎年 15 

名から 20名のクラブ出身者は中等学校率業後、

大学の地質学部へ進学している。

イルクーツクのピオネール宮殿では数学、物盟

学、生物学、天文学等の各分野のサークルに 30 

o人以上の大学の教員と研究者、技術者がピオネ
ール員の指導をしている。さらに、キシニョフの

ピオネール宮殿の生物学サークルは国立モルダピ

ア大学の協力を得て、大学の研究者の指導の下で

大学の研究施設を使用し、実験を行っている。

このようなピオネール宮殿での研究・学習サー

クルに少年少女を引き付げる手段の 1つは、少年

少女を対象とした研究コンクール「若い化学者」、

「若い物理学者J、「若い数学者Jのオリンピック
がある。学校閲のレベルから、地区、都市、州、

共和国レベルでのコンクールが行われ、すぐれた

成績を治めた者は専門桝目別に設置された英才専

門学校へ入学できる。このように、英才教育の選

抜にも、ピオネールが関与している点も注目され

る。

ソビエトは約 11 0の民族からなる多民族国家

であるため、広くソビエト全土に創設されたピオ

られている o たとえば、トルクメンの乗馬、バル

ト海沿俸のヨット、ウラルやシベリアのスキーの

外にアジア民族は格授、弓術など民族の伝統の普

及にもピオネ』ルの施設は大きな役割を果してい

る。

この様に、 19 3 0年代に創設されたピオネー

ル宮殿は、今日、ピオネールの活動の申心的な施

設となっている。

少年技術者ステーション

少年技術者ステーションは少年少女がピオネー

ル活動を通して糾学の基礎知識を学び、彼らに知

識欲、根気強さ、労働に対する創造的な態度とい

った将来のソビエトの工業と税学界を支えるソビ

エト国民に望まれる人絡を形成し、理数系の才能

を早期に発見することが設立の目的であ石。

少年技術者ステーションは地域の企業、工揚の

援助と協力によって聞かれている。スペルドロフ

スク州の企業、工場、研宛所、ソフホーズ、コル

ホ←ズは 10 0 0以上の若い技術者ステーション

の活動を援助している。マグンドコルスクの治金

コンビナートが援助する若い技術者ステーション

は 7カ所にも上り、それらは 43の実験室を持ち

172のサークル活動を実施しており、 1500 

名以上の子供達が参加している。

この少年技術者ステーションでは「税学と技術

のタベ」、 「学者や発明者との会合」、 「発明制

作コンクールJが行われているが、さらに、ソビ

エト全土を対象としたコンクールも開催されてい

る。 1931年には第 1回全ソ連邦子供技術者大

会、 1934年全ソ連邦模範技術コンクール、 1

9 3 5年第 1回全ソ連邦子供技術創作展覧会が開
かれ、今日でも継続されている。このように、社

会教育施設で子供達の学習の動機付けとして全国

規範のコンクールが開催されている点もソピエト

の社会教育の特長と考える。しかも、少年技術者

ステ F ションのサークル活動の指導のため、 19 

2 6年 11月 12臼には子供技術中央研究所がモ

スクワに設立され、指導者の研修会を開催すると

供に、子供を対象とした技術教育の指導法が研究

開発されている点からも、ソビエトにおいて社会

教育がいかに重視されていたかが縫察される。

ネール宮殿は各地域の文化と民族風土に綬づいた まとめ

活動も行っている。たとえば、タシケントのピオ ソビエトのピオネール組織は少年少女の諜外活

ネ F ル宮殿では大理石の彫刻、木版菌、民族楽穏 動組織として創設されて以来、社会主義諸国の児

の製作などのサークル活動がある。パルト海沿偉 室・少年少女の課外活動の原形となってきた。こ

地域ではコハク細工を、トルクメンではじゅうた のピオネール組織は、政府関係官庁と労働組合の

ん織などの民族の伝統工芸を学んでいる。一方、 官民合同の協力体制によって運営されるソビエト

各地の民族スポーツも近代スポーツと同様に教え の社会教育制度に基づいて運営されている点が特
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長である。このおかげで、少年少女の教育に教育 G. 
関係者ばかりでなく、社会を実際に支えている労

働者、さらには、高等教育機関に働く研究者が社

会教育に直接参加する道が開かれ、様々な活動を 7 
通して、子供と大人との心の通った交流が実現し

ている。子供達はこの体験を通じ、実社会を理解

CUCTeMaφU31I可ec!wroBOCrrUTaHIHI D 

CCCP， r.H.I{y!cYl!IKHH， H3，l¥aTC.1!bCTDO 
IIporpecc， 198斗.
:3 HI.i!fI(J10rre，l¥lIqeC KlI貴 CJlO!lapb]uIloro Crro-

pTC!1eaa， II3，1l，aTcJlbcTJlO IIc，1l，aronH"'I.， 
1979. 

し、さらに、自身の才能を自覚することによって G. lIapo/¥llOe 06pa30!larme D CCCP， B.̂.;lc-
生涯の職業を選択する。このように、少年期の課 IlIlKOD， H3，l¥aTeJlbCTDO IIc，l¥arorllKa，19心5.
外活劃が一過的なものではなく、生涯を遇しての ヲ BeJleHI!eBpel'IeHl!， B.A.II!loHI!H， H3，l¥aTe-

生き方にも深い影響を与えている点は社会教育の JlbCTBO 0U31(yJlbTypa 1I CrropT， 19o9. 
あり方について考えさせられる点である。特に、 10. 0可epKlIrro TeoplIlI !TH3H可OClCOi!]{YJlbTyphl， 
社会教育の運営に、企業と労働組合が深くたずさ Jl.II.HaTDeeD， H3，叩T巴品CTBa勺m町J1bTypa
わっているソビエトの制度は、市民レベルでの意

見を社会教育行政に反映させることを可能にし、

行政主導型の日本の社会教育と佑較し、民間にそ

の門声を開放している面で、市民にとって自由な

裁震が残されている民主的な制度となっている。

今後、ソビエトの社会教育制度は日本の社会教

育を考える上でも一考の価値があるものと考える。

引用文献

1} rソビエトの学校」、 J ・トミアック署、
大衆衛、海老原透訳、明治出版、 19 7 6、
p 9 8。

2) ConeTcKalI IlIKoJla E.n;lIIIalI CnCTeHa 06pa30四

BaIIIIII n BocmrTaHIIJI B CCCP， H3.n;aTeJlbCT四
BO TIporpecc， 1985. 
P127 

3 } 閲上文献

4 ) 同上文献
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30naUllII II BocロI1TaU.li B CCCP， H3，l¥aTeJlb田
CTOBO IIporpecc， 19心5.

3. HCTopn耳目 OpraHH3a耳目耳 (~U3日立eCICO畳 KyJl b 四
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キャンパーの観察方法lζ関する一考察(第 2報)

キャンパー評価票の得点変化を中心に

O谷戸一雅 上野 幸 栗原邦秋
(余暇問題研究所)

キャンプ、観察、評価方法、カウンセラー

I はじめに E 研究の目的

川向妙子

(東海大学)

通常、組織キャンプーとくに青少年のためのーは、共 ζの研究の目的は、カウンセラーの資質の向上、とくに力

同生活を通じての人筒形成IC重点がおかれる。その目標達成 ウンセラーが、キャンパーを的確に把握し、効果的な指導へ

のために、さまさまな配慮(環境、プログラム、指導者など) の手がかりを得るととであるが‘今回の具体的な目的として

がなされるが、その中でとりわけ重要な役割を果たすのがカ は、次の 2点である。

ウンセラーといえよう。1.キャンプの開始前と終了後におげる.キャンパー評価

過去、わが国のキャンプ研究において、指導者IC目を向け 得点の差異の把握。

たものとしては、 「キャンプカウンセラーの体格・体力と 7 2 その差異が、性別、学年別によって特徴がみられるか

ンケート調査からみたコンディションの変化についてJ1) rヰ どうかの検討。

ャンプカウンセラーの言語行動分析J2) rキャンプリーダーの
不安についてl)などがあげられる。乙れらは、指導者自身 E 研究の方法と分析

の資質や行動にかかわるものといえよう。 1 調査対象

本研究の動機は、前述の人間形成の観点から、キャンプに 本研究の調査対象は、グアム海洋教室で指導にあたった 7

おいて、キャンパーを指導するに当り、ひとりひとりのキャ -15年の経験を持つ指導者とグアム海洋教室の参加者である。

ンパーの行動特徴、性格などを的確に把握し、効果的な生活 指導者は、事前IC打ちあわせを行ない、共通理解を深めてい

指導を達成させようとした乙とにはじまる。すなわち、カウ る。

ンセラーがキャンパーを観察するにあたり、単IC観察するの それぞれの人数、構成は以下のとおりであるo

ではなくドキュメントとして残すために、観察項目の設定 表 1 評価対象者数

〔キャンパー評価票)を試みた。※ 敵字!:入敬

ζの評価票作成にあたっては、既IC60年前IC実施されてい

たH-S-DimockとC-E -Hendry4lの手法を参考忙して項目

を選んだ。

普通、キャンパーを評価するには、キャンプ終了後lζ実施

される乙とが多い。しかしながら、カウンセラーの観察力や

評価の客観性を高めるためには、その頻度を増すととが必要

と考えられるととから、キャンプ開始前と終了後の 2回にわ

たって実施する ζ とを試みた。

本研究は、以上のプロセスを経て、 1983年の第13回学会大

会ICおいて、 fキャンパーの観察方法IC関する一試みJりと

して筆者らが発表した継続研究である。前回ICおいては、カ

ウンセラー別の評価法の差異、事前・事後の平均像の把握IC

性別 おぐ
男 61春開

重問

子 62春期

女 61春閉

E聞

サー 62審問

合計

表 2 調査者数

'1、2-4 小5‘6 申掌生

39 35 8 

11 30 11 

32 42 14 

30 47 9 

10 22 11 

34 37 25 

1 56 213 78 

合計

82 

52 

88 

。e
43 

96 

447 I 

重点をおいた。
数字は人数

今回の研究は、前回の結果をふまえ、主IC各項目における

事iiii・事後の評価点の差異、変化IC焦点をあてる ζとにした。

・乙の研究の対象となったキャンプは、グアムにおい

て実施されている少年を対象としたものである。

一年に 2回(春・夏)実施され、小学校 2年から中

学生までが参加し、 1987年で21回目を数える。その

内容は、英会話、スノーケリングなど、グアムの特

性を生かした一週間にわたるプログラムとなってい

る。

※表 3・表 4を参照
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7トごと 男 女

6 I年夏 II 4 

62年春 5 4 

62年夏 II 5 

合 E十 27 I 3 

2 調査期日

昭和61年春期 3月初日-4月 7日

夏期 7月25日-8月7日

3十

I 5 

9 

I 6 

<10 



昭和62年春期 3月27日-4月 4日

3. 調査方法

事前調査はキャンプの第一日自に行ない、事後調査はキャ

ンプの最終日 IC実施した。

参加者は数グループに分かれ、それぞれのグループを担当

する指事者が、担当するキャンパーについて評価票の記入を

行なった。

調査項目は、事前調査が15項目、事後調査が事前調査の15

項目を含む30項目となっている。乙の項目の設定は、第一印

象でも確認できる項目を事前調査とし、それらに加えて、生

活を共ICしないと確認し ICくい項目を事後調査とした。

事前・事後調査ともに 5段階尺度で、直感的IC該当する尺

度IC印をつけた。

4. 分析の方法

5段階の量化ICあたっては、 l点から 5点までとして、事

前・事後共通15項目の平均値・有意差を求めた。その上で、

事前・事後、男女別・学年別による考察を行なった。なお、

観察15項目は、次の 4群IC分類Lた。

1 )外見的要因(5項目)…素直だ・やさしい・明るい・

おおらかだ・落ちつきがある

2)凡帳面さ(4項目)・・・・身のまわりの整理がよい・忘

れ物をしない・時間を守る・

身だしなみがよい

3) 対人的要因(4項目)・ー人づきあいがよい、 ζ とばづ

かいがよい・ょくしゃべる・

人のいう乙とをよく聞く

4) 行動的要因(2項目)…積極的・協調的

IV 結果

全体的な傾向としては、事前調査より事後調査の方が平均

値が高〈、男子より女子の方が平均値が高くなっている。

1 キャンプの開始前と終了後で最も印象の変化がある面

について

1)男女別にみた場合(図 l・図 2) 

男子の場合一一「明るい」の項目の変化(事前調査平均値

3. 2→事後調査平均値 3.6)と「人つきあ

いがよいjの項目の変化(事前調査平均値

3.1→事後調査平均値 3.5)が最も大きく

(図 1)、共iζ有意差があった。

女子の場合一一一「人づきあいがよいjの項目の変化(事前

平均値 3.2→事後平均値 3.6)と「ょくし

ゃべる」の項目の変化(事前平均値 3.0→

事後平均値 3.4)が最も大きく(図 2)、

共IC有意差があった。

2)学年別にみた場合(図 3-図8) 

中学生男子の場合一一ー

「明るいJの項目(事前平均値 3.2→事後

平均値 3.7)と「人づきあいがよいjの項

目(事前平均値 3.3→事後平均値 3.8)は

やはり変化がみられ、また「積極的だ」の
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1 安置だ

2 やさしい

3. "壱い

. 人づをあいがよい

5 積答的だ

S. ti諮るかだ

1. :;罰的活

a. '4ちヲ冨がa;吾

9. ..の震わ切の冨賓がよい

lO. St'l.紡宅 Uない

J こと-づかいがよい

Z よ〈し令ぺる

2 局間宅まも毛

;， 入のいうことをよ， t< 

:5. ....だし包みがよい

一一一町 一一ー開

宮署置でない

伶ざしぐな.、

曙い

人見知吻をす.

弱~に!'-丈 Zど:

'，，_，_1: 人のいうことをきかない

← 
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項目(事前平均納 3.0→事後平均航 3.8)

も変化がみられた(図 3)。 ζの4項目は

有意差があった o

小学校 5・6年生男子の場合一一

4 )。

大きな変化がほとんどみられなかった(図

小学校 2-4年生男子の湯合

「素直だjの項呂(事前平均値 3.3→事後

平均値 3.7)と「人づきあいがよい」の項

目(事前平均値 3.1→事後平均値 3.5 )、

「人のいう ζ とをよく聞く jの項目C'Ji前

平均値 3.2→事後平均値 3.6)の3項目 IC
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大きな変化がみられた(図 5)。 ζれらに

ついても有意差があった。

中学生女子の場合一一

「明るいjの項目の変化(事前平均値 3.1

→事後平均値 3.7)が最も大きく、次いで

「積極的だ」の項目の変化(事前平均値2.9

→事後平均値 3.3)が大きい(図 6) 0 

小学校5・6年生女子の場合一一

男子と同様1<::大きな変化はみられなかった

(図7)。

小学校 2-4年生女子の場合一一

f人づきあいがよいjの項目(事前平均値
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1<::大きな変化がみられた(図 8)。 乙れら

の項目についても有意差があった。
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ζの結果から、男女共IC中学生と小学校 2-4年生につい

ては、大きな印象の変化が 2-3項目にみられるのに対し、

小学校5・6年生はほとんど印象が変わらない結果となって

いる。また、中学生では「明るいJと「積極的Jの項目‘小
学校 2-4年生では「人づきあいがよいJの項目が男女共通

Lている。

全体的11:開始前より終了後の方が平均値はよくなっている

ととから、 「暗いJ印象から「明るい」印象へ、 「人づきあ
いがわるいJ印象から「人づきあいがよいJ印象へ、 「消極的j

な印象から「積極的jな印象へ、 「無口jな印象から「ょく

しゃべる」印象へ多少の変化があったといえよう。

2 キャンプの開始前と終了後で印象の変化がみられない

面について

])男女別11:みた場合(図 1・図 2) 

男子の場合一一一「溶ちつきがあるJの項目(事前・事後平

均値 2.9)は変化がみられなかった。

女子の場合一一「おおらかだJの項目(事前平均値 3.2→ 

事後平均値 3.3)と「落ちつきがあるJの

項目(事前平均値3.4→事後平均 3.5 )は、

ほとんど変化がみられなかった。

2) 学年別ICみた場合(図 3-図8) 

中学生男子の場合一一一

変化のみられなかった項目 IC該当するもの

はなかった(図 3)。

小学校 5・6年生男子の場合一一

「おおらかだJの項目(事前・事後平均値

3.2)と「落ちつきがあるjの項目(事前

・事後平均値 2.9)については印象の変化

がみられなかった(図 4)。

小学校 2-4年生男子の場合一一

「落ちつきがあるJの項目(事前・事後平

均値 2.9)と「時聞を守るJの項目(事前

・事後平均値 3.1 )は変化がみられなかっ

た(図5)。

中学生女子の場合一一

男子中学生と同様11:該当する項目はなかっ

た(図 6)。

小学校 5・6年生女子の場合

「おおらかだjの項目(事前・事後平均値

3. 3)と「落ちつきがあるjの項目(事前

・事後平均値3.6)は変化がみられなかっ

た(図7)0

小学校 2-4年生女子の場合一一

中学生と同様Ii:該当する項目はなかった

(図 8)。

乙の結果から、キャンプの開始前と終了後の印象に変化の

ない項目は、小学生に多く、また、 「おおらかだjと「落ち

つきがあるJの項目Ii:集中している乙とがわかる。

V 考察

部i述の結果から若干の考察を試みたい。

l 男女別にみた場合

男子では「明るいJ， r人つきあいがよいjについで、「ょ
くしゃべるJr人のいう乙とをよく聞く Jなど外見的要因と
対人的要因に差異がみられ、すべてプラスIi:変化している。

また女子では、 「人づきあいがよいJrよくしゃべるJ11: 
ついで「身のまわりの整理がよいJr物忘れをしない」など、
凡帳面さの要因、対人的要因に差異がみられ、 ζれもすべて

プラスに変化している。

乙れらを考察すると、男子においては、一見、暗さやいわ

ゆるツッパリ的な感じを与えるキャンパー像を持つ傾向が見
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られるが、一週間のカウンセラーとキャンパーの共同生活IC

おいて、観察する乙とによって初見とは異なる可能性を示唆

Lていると解される。したがって、男子IC対する外見・対人

要因の観察ICは、十分留意する必要があるといえよう。

また、女子にあっては、対人・凡帳面さにおいて初見とは

異なるととが多い場合があるととを示唆しているといえよう o

さらに、男女共通して、対人的要因があげられるのは、は

じめはおとなしくみられがちであり、顔見知りが少ない乙と

から日数も少ないが、キャンプによって対人関係がより親密

になる乙とが、との結果から明らかにされた。

2. 学年別にみた場合

男子においては、明らかK小学生と中学生の差がみられる。

すなわち中学生は、小学生より外見的要因と行動的要因IC大

きな変化がみられる傾向にある ζと、中学生Kは、一般ICは

じめての人IC対しては「てれJあるいは「暗さJを感じさせ

る傾向にある乙とが伺われる。

また、中学生が凡帳面さにおいて小学生よりも平均値が高

いζ とは、過去の共同生活体験にかかわる問題として、その

重要性も推測できる。

女子においても、中学生と小学生では差がみられる。その

傾向は男子とほぼ同様である。

到女共IC共通して言える ζ とは、中学生と小学校 2-4年

生では、印象の変化が 2-3項目みられた。しかし小学校5

・6年では、事前・事後ともほとんど変化はみられなかった。

ζれは小学校2年から中学校 3年までの成長・発達の著しい

段階ICおいて、ある程度幼児性の残る小学校低学年、それに

比べると中学生は"大人IC近しい'という印象を持つ傾向にあ

ると言えよう。

VI まとめ

以上、男女別、学年別IC考察を試みたが、今回対象とした

指導者の持つキャンパー像の変化ICついて次のような知見を

得た。

I 男女別ICみた場合

男子は、 「明るいJr人づきあいがよいJrょくしゃべるJ
「人のいうことをよく聞く Jなど、外見的要因と対人的要因

がすべてプラスに変化した。

乙れは第一印象にとらわれる乙となく、十分な外見的・対

人的要因IC関する観察の必要性があるものといえよう。

一方女子は、 「人づきあいがよいJrょくしゃべるJr身
のまわりの整理がよいJr忘れ物をしないJなど、凡帳面さ、
対人的要因がプラスに変化した。

女子においても男子同様、キャンパーの観察ICは十分留意

する必要があるといえよう。

さらに、男女共通してプラスに転じたものは対人的要因で

あった。 ζれはどのキャンプICおいてもみられると思われる

が.数日間の共同生活を通して、キャンパー相互、カウンセ

ラーとキャンパーの親密度が増す ζとを表わ Lているものと

考えられ、キャンプにおける共同生活の意義を認識できる。

2. 学年別にみた場合

男子では、小学生と中学生IC差がみられた。中学生は小学

生より外見的・行動的要因に大きな変化があった。ー般的IC

思春期を迎えつつある中学生の特性と、小学生の差を観察す

る必要も重要だといえよう。

女子においても小学生と中学生IC差がみられた。大きな変

化が見られた項目は、男子同様に外見的・行動的要阪に変化

が認められた。

乙れらの乙とから、キャンプにおいて指導者は、キャンパ

-IC対し初見の評価のみにとらわれず、また、キャンパーの

発達段階を十分考慮した観察および接し方が必要な ζ とを示

唆しているといえよう。

今回の研究は、今まで実施した資料の一部であり、評価項

自の変化IC焦点をあてた。

今後は、さらに指導者の経験年数による評価の差の有無や、

評価基準の検討が課題となろう o

表3 事前調査表

グア.Lo.i毎浮役軍字句pンパ叩評価委'11

〈事前調査、
{掌》

怨当の....""..ー訓Eつも"C. ~I)色‘ー行動錫圃"どをご<iI.1f.I1C信人 L て<f.!き"，

(11.調陀口闘をつ~.，

E三三百 !"・叶*~ ~: 隼|

L ..・，..，"....，1;¥

s a 3 2 

A.‘':al'・P・"，'

A"， 

. ..、‘n・M い

a・・..‘・
比̂"''''::t.'t，lゆ《

-

調

-
E
 '
 

i
 

-

一

民

『

-

一

軍

一

晴
名

-
g
-
j
 
j
 

-，
M
A
M
 

j
 

-ス--

-γ--

』

イ

一

足

一

-16-



表4 事後調変褒

グア A 海埠教室牟ャンバー評循環 (U)

〈事後国査〉

下士Z司

盤畠の・..-"<-倒Eついて.11<の鎗格 行働拘置*ど舎と，...的K犯人して《だき拘.

{館書績にC陶をつ~，島}

匡}

， .習し柄
a明‘い
. ̂ づ..加がZ柄
5. ....，~巳

.・・，.，

f. lUllnA' 

.. .!o?t訓"・4‘， 'Cl.・べ‘
10. ....00ぃ><とを・ f

".眉倒見が."

12. 't" ~陀"匁が?<
...得ちか~"'ている

15. .a"~6‘ 
'‘ ・・It.(....~・‘
1'. o...t鎗で・4‘
。..."'1"_"'.11.#1ぃ
". $11.‘..し，納
，. cとぽづ合いが，柄
U. ，，/111を守‘

.. ・".，づか加が費量納

2・、."，"'，ぃ
U. ..It:~. 

..し.，..，." ζ..，で虚傘柄

...金-::0"，，'"
2t. a.t-ι奉加
，.酬隔が酔

|努・女|掌忽~: 隼|

.納
入見舞..ず&

綱.闘健

押鍾賓館

・.....健
落ち9・・R傘"
入。柄，cと.・.喰納
.偶....ゐ抑
制坤相

・・.n柄
Jlt("1¥ 

.u 
-・6むが舎い

でし.“'
..島胸
忘れ刊岬h

..‘腕

.削11:，..-.01:

nらL邸宅加

・づか納8・ら刷

皐柄..，

1I1t:f't:ltft.II> ..ゐ帽，
ζbfl~ (11網 3・t.l(?O( 
...ーする
億釣拠・.....納

-

羽

-
E
 
aw 

坦

引用文献

1)石川幸生「キャンプカウンセラーの休絡・体力とアンケ

ート調査からみたコンディションの変化について」 日本

体育学会第28回大会(1977) 

幻影山義光、茨城支部 「キャンプカウンセラーの言語行

動分析j 日本体育学会 第32回大会(1981 ) 

3) 高橋 仲 「キャンプリーダーの不安についてJ 日本

レクリエーション学会 第16回大会(1985 ) 

4) Hedley S. Dimock and Charles E. Hendry 

rCamping and CharacterJ (1929) P.144-164 

5) 谷戸一雅 「キャンパーの観察方法に関する一試みJ

日本レクリエーション学会 第13回大会(1984) 

参考文献

1)氏倉 寛・倉戸ヨシヤ・東山絃久編 「臨床教育心理学j

創元社 1986.4.1 

2)江橋慎四郎・今井鎮雄編 「キャンプの基礎j 日本Y

MCA同盟出版部 1987.6.5 

3) 江橋慎四郎編著 「野外教育の理論と実際j 杏林書院

1986. 3. 20 

4) 佐治守夫・水島恵一編 「臨床心理学の基礎知識J

有斐閣ブックス 1987. 1. 30 

5) 佐野勝男著 「性格の診断J 大日本図書 1965. 1. 20 

6) 松田 稔著 「ザ・キャンプ その理論と実際J 創元

社 1978.3. 1 

7) 間宮 武著 「性差心理学j 金子書房 1979. 5. 20 

8) Hedley S. Dimock and Charles E. Hendry 

rCarnping and Character J 1929 Association 

Press 

司

t
唱

i



「アメリカ大統領野外活動諮問委員会 (PCAO)答申jにみる

野外レクリ工 ション，アメリ力，大統領諮問委員会答申

アメリ力の野外レクリ工ーションの動向

師岡文男

(上智大学)

1 .はじめに クリ工ーション局開局(1 962年}、(2 )全米自然

保護法 (Nat ona I Wi Iderness 

1987年1月28日、アメリカ大統領野外活動諮問 System Act 1964年)、 (3 )土地・水
委員会 (Pres dent's Commis- 資源保護法 (The Land and Water 
slon on Americans Out- Conservat on Fund Act 196 
doors 略称PCAO)は、 「アメリカ人の野外レ 5年}、 (4 )全米自然景勝河川法 (Nat ona.1 
クリ工ーション:その遺産と挑戦 (Amer cans Wi Id and Scenic Revers 

Outdoors:The Legacy. The Act 1968年)、 ( 5 )全米自然歩道法 (Na-
Challenge)Jと題する最終答申をレ ガン大 t oal Tra Is System Act 1 
統領に提出して解散した。 968年)等の諸制度が制定されて大きな成果を収めた

この諮問委員会PCAOは、 1984年に上院・下院 。こうして 1983年までには、 ORRRC勧告のほと
合せτ約 200人の議員がアメリカの野外レクリ工ーシ んどが実施され、改めI今後の野外レクり工ーション政

ヨン政策見直しのための委員会を作るために動き、議会 策の見直しが必要となった。特に「土地・水資源保全基

の満場一致で法案を可決さぜ設立さぜた委員会で、当時 金法 (LWCF)Jは1989年に期限切れになること
テネシー州知事であったラマ . 7'レキサンダーを委員 からジョンストン上院議員{ルイジアナ州選出・民主党

長に 15人の委員が 1985年8月にレーガン大統領か )が上院工ネルギー・自然資源委員会に期間延長案を提

ら任命されて発足した。 PCAOは、発足から最終答申 出しており、早急な検討が求められτいた。

を出すまでの 1年6力月の闘に約 190万ドルを費やし また、 21世紀を目前にしてORRRCの行ヲた将来
、アメリカ人の野外レクリ工ーションの現状犯握・将来 予測をやり直す必要性が出てきた等の諸条件が複合的に

予測のためにさまざまな調査研究活動を行い、その員霊 作用し、時代の要請として PCAOの誕生をみたのであ
なデータをもとに 66項目にわたる政策提言を行った。 る。

本研究では、 PCAOの誕生の背鼠・纂礎調査結果・ しかし、何よりも強調したいのは、レクリエ ション

答申内容を検討することにより、わが国のレクリ工ーシ を重要視するアメリカ人の価値観がこの諮問委員会をつ

ヨン行政を改革するための基礎資料を作成しようと喧る くらせた点である。

ものむある。

2. PCAO誕生の背景

PCAOは、 1958年6月に設立され、 1962年
1月にケネプィ大統領と議会に答申「アメリ力の野外レ

クリ工ーション {Outdoor Recrea-
t on for Amer ca)Jを提出して解散
した野外レクリ工 ション資源調査委員会 (0u t 

door Rccreat on Resources 

R e v e w C 0 mm i s s 0 n 略称ORRHC
)の流れをくむものである。

ORRRCは、ローレンス・ S・ロックヌ Iヲーを委
員長として 4年闘にわたる莫大な調査を行い、その当時

から 401f:後 (2000年)のアメリ力人のレクリ工

ション需要を予測し、現在と将来の世代にわたるあらゆ

るアメリ力人が資源利用をはかるための措置についI勧

告を行った。その勧告の結果、 ( 1 )内務省内に野外レ

3. PCAOの研究調査活動の経績と概要

1 985年8月レーガン大統領に任命された 15人の

委員{表 1)は、前述したラマー・アレキサンダ ・テ

ネシ 州知事{当時}を委員長に、副委員長ギルパート

'M ・グロプスナー(全米地理協会会長}の他、政治家

・行政官・実業家・環境問題専門家・レクリ工ーション

指導者等多彩な顔ぶれで、特に野外活動用品メ 力 の

コールマン祉祉長等の企業代表者や地方の利益代表等が

メンバーに入っている点が注目される。

1986年初め、 PCAOは20人のシιy・7ドパ
イザーを指名し、本格的な研究調査活動に入った。その

情報収集活動に入った。その情報収集活動の概要怯以下

の通りである。

( 1 )公聴会とフィ ルド・トリップ

全米 20都市で 650人以上の証人から意見を聴

取した。
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{表 1)PCAO委員一覧表

ち/
PRESIDENT'S COMMISSION ON AMERICANS OUTDOORS 

て

CHAJRMAN COMMJSSJONERS Execulive Direclor 
Gov. lamar Aleltdnder. Mayor Frllnk 809・" R・疋 Maughan.Chairman Viclor Ashe 

Tenness・- Palm Sprlngs. Call1ornia Conlerence 01 Na1Ional Park Concession・"
Sh・IdonColeman. Chairman 
c.，・manComp.ny Palrick F. Noonan. Presldenl Depuly Executlve Diraclor 

VJCE-CHAJRMAN 
ConS.fV・lionFund LOr.n Fr8S・v

0・trickCr.nd・n.Presid・n'
Gllberl Grosv・nor.Presldenl 
N副 ion・IGeographic SoclelY A.、IIrlc・nR・creatlonCoalillon 

Sen，.8ennell Johnston (D-La.) 

Slua同 NOr1hrop，Ch・Irm.n
Exec. CommIU".， Hully Corp Direclor 01 Public Allairs 

Ed Oarren Charles R. Jordan. Oirector Sally Ranney. Presidenl 

Parks・ndRecr.ation Dep・Hmene Amwic如、 WilderneS5AUiance 
Auslin. Te翼..  Rep. Morrisυdall ID-Ari.t.l 

Wilbuf F. laPage 即時目。，

。拘15io例。IParks・ndRecre.Uon 
New Hampst、ir.

Rep. Barbara Vucanovich lR.N・..，

ふ Sen. Malcolm Wallop (R・Wyo.，
Jペ

( 2 )戦略的計画セッション

全国的規模で表記のシンポジウムを 11回開催し

、種々の分野の専門家をパネリストとして迎え、 2

000 年以降のレクリ工ーション・プログラムに影

響を与えそうな社会的どうこう及び問題を明らかに

した。

( 3 )論文募集

「野外レクリ工ーションの将来のニーズにどのよ

うに対処するべきかjをテーマに、広く一般から論

文を募集した。

( 4 )研究Tームの結成

300人以上の専門家が「資源管理j、 「資金調

達j、 I役割関係j、 I情報・コミュニケーション

j、 「法的問題jの5つの研究チームに分れて研究

活動を行った。

(5 )文献調査

100人以上のアメリカのトップ・クラスの研究

者達による莫大な量のレクリ工ーション・ツーリズ

ム及び関係分野の記事・論文がドキ 1 メン卜された

( 6 )州からのレポート

各州にレクリ工 ションのニーズ・資源・将来に

ついての調査を依領、調査結果報告を受りた。

(7)世論調査

全米地理路会が出資した講査で、マーケット・オ

ピ二オン・リサーチ祉が「人生におりるレクリ工

ションの重要性J、 「どこへ行きたいかj、 [何を
したいかI等について全米 2000人に対し電話調

査を行った。

( 8 )私有地会議

民間所有地におけるレクリ工ーションに係わって

いる問題及び事業機会についての会議を 1986年

3月に首都ワシントンで開催した。

(9 )環億問題会議

[環境の質がレクリ工ーションにどのように影響

するかjについての円卓会議をニユ ハンアシャー

州ダーハムで 1986年4月に閲催した。

( 1 0 )卸会型レクリエ ション会議

1 986年5丹、ボルチモア市で{レクリ工ーシ

ヨンとアメリカの都市についτの全米会議Jを合衆

国市長会・ボルチモア市との共催で行った。

以上の研究識査活動を纂に脇議を重ね、 1987年1

月1日に全米地理協会の出資で美しいカラー写真を沢山

使った 28頁の答申概要の小冊子を発行、続いて同 1月

28日に最終答申がレーガン大統領に提出された。

4. PCAOの調査結果の概要

前章で述べた PCAOの調査研究活動で得られた結果

の主たるものは、下記の通りである。

( 1 )自由裁量時闘は、アメリカ人にとっ τ重要な関心
事である。しかし、最近 10年闘に 1週間当り平均

8時間も減少している。

(2) 1985年にアメリカ人U、4. 250億ドル(

GNPの約 10.7 %)を健康管理にとうししてい

る。

( 3 )年間約 140万工ーカー(5 6万ha)の農地や

森林が都市化している。その大部分が現存の都市の

周辺部である。

(4 )娯楽施設・公園・レクリ工ーション・レジャーへ

の資本投資及び経営について相互に有利な官民協同

方式に対する政治的関心が高まフてきている。

(5 )レクリ工ーションの満足度は、経験の量よりも質

に重点が移り、レクり工ーションの目的地を選ぶ際

の条件として fアクセスjの次に Iその場所の拘つ

自然の魅力 jをあげる人が多い。

(6) 2000 年には郡市に住む人が、アメリカの全人

口の約80%近くになることが予想される。
(7)レクリ工 ションの目的地として最も重要なこと
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は、自宅から近いことで、徒歩または自転車で 15 
分以内、車や他の交通繊関で約 10マイル(1 6 k 

m)を理想としている人が多い。

(8 )レクリ工ーション資源の縦持のためにレクリ工ー

ション資源の使用料を、また基本的レクリ工ーショ

ン資源保護政策のために税金を喜んで支払うという

考え方が多数を占めている。

5.最終答申の内容

最終答申「アメリ力人の野外レクリ工ーション:その

出金鉱急減している。 1982年からこの基金は、その

ほとんどが固有地の追加と水システムのために使われて

いる。 1986年に州と地方は、 1978年の 1/6の

資金しか受付取っていない{図 1)。なお、 LWCFは

主としt沖合石油とガスの使用料から収入を得τいた。

{図 1)土地・水資源保全募金への補助要求額と給付額
LAND AND WATER CONSERVATlON FUND 

ADMINISTRATION REQUESTS AND APPROPRIATIONS 
FY1978. FY1987 

Millions 01 Dollars 
遺産と挑戦jの章立τは下記の通りであり、その中に合 900 
計66の勧告(政策提言}を含んでいる。

第1章 アメリカ人と野外レクリ工ーション 750 

第2章 アメリカ人:その人々 ( 1 7の勧告}

第3j豊 野外:その資源 ( 20の勧告)

第4章理想の実現 ( 29の勧告 600

第1章では、 PCAOの目的が次のように表現されて
いる。 f我々の目標俗、アメリカ人にとっ E野外レクリ 450 

工ーションが何を意味するのかを明らかにし、政府・コ

ミ1 ニティーまた個人としての我々の行動が、野外レク
300 

リ工ーションに我々が見出だす価値を反映~るようにし

むりることである。 j

第2章~第4章で PCAOは、 66の勧告を行ってい 150 
るが、その主なものは以下の通りである。

( 1 )野外レクリ工ーション資源の獲得・保全のための

連ls信託基金 (Federal Trust 0 

Fund 略称 FTド}の設立

この基金は、 ORRRCの勧告によヲて 1965年に

805.0 

137.0 

1649.4 

[3Ad伽昨m削附、叫市削jr嗣刷n叩耐、羽s

仁=:lAp仰pr阿r町叩。叩p防凶附r吋巾i回凶a剖蜘1

295.0 .-287‘-288.7一ー一一一一一一一一

1978 '79・80 '81 '，'..' '83・84'85 '86 1987 

Fiscal y~;げS

発足し、 1989~に法的に無効になる土地・水資源保 2 1回開催された公隠会で証言した多くの人々が LW

全基金 (LWCF)の強化と発底的継続をめざすもので CFの成しとげた功績をほめたたええいたが、ほとんど

、公園やレクリ工ーション周の土地を踊入し、保護する の人々はより多く、より頼りになる資金がレクリ工ーシ

ために 1年闘に最低 10億ドル{約 1.500億円)を ョン用地や施設に設資するために必要である、という点

使えるようにするためのもので、 LWCFよりも 1億ド で一致していた。カリフォルニア州立公園理事ウィリア

ル上乗せした形になヲ Eいる。 ム.s ・プリナーは、 「地方政府が公園やレクリ工ーシ
LWCFは、公約レクリ工 ション・工リアの獲得・ ヨンのために特別に使コている金額は、何年間もの間最

発展・維持のために逮滞緩関や州政府に経費の 50%を 低レベルだった。州政府だりではこの負担に耐えきれな

資金提供するシステムで、 1965年以来32.000 い。しかし、連都政府からの援助があればやっていりる

の州・地方プロジ工クトに合計で 60億ドル投資しτき だろう。 jと述べた o

た。この結果、州及び地方はレクリ工ーションと水資源 PCAOの新基金設立提案以、次のような原則にのヲ

のための用地を 280万工ー力一獲得し、国立公閤・森 とり、現在の LWCFのシステムを変えていくべきであ

林・自然地媛・保留地・土地管理局のレクリエ ション るとしている。

・工リアに 290万工 力一(1 1 6万ha)を加える a )患低限 1年10億ドルを使うことができる。

ことができた。 LWCFは、年閤9億ドルまで使えるこ b)国民のレクリ工ーション及び公園の要求に応えるた

とになっτいる。しかしながら、 1978年以降政府支 めにのみに使われる、明確念、当τにできる資金源で
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なりればならない。 重視と箪の根運動の1ft進

c)基金の収入は、沖合石油収入からの一定の%の他に

も多くの収入源があるべきである。 PCAOは、 r2000年には都市に住む人がアメリ

d) LWCFの基本的目的である I国有地の獲得、州・ カの全人口の 80%に達するjという予測に基さ、町や

地方の施設獲得及び発展Jを堅持するものでなりれば 都市の中または近辺の野外レクリ工 ションにもっと関

ならないロまた、州・地方の施設の修復にも使えるも 心を払い、そのための環境・施設を保護・整備する ζと

にする。 を提唱している。

e )州・地方政府には連部基金に見合う自由が要求される 特に f国巾に野外レクリ工ーションのための関心・授

。連絡のシ工アは、州・地方とより良い協力体制をつ 資の新しいアレーリー・フ 7 イヤー (pra rie 

くるための特別計画、例えば緑道 (Grcenway f re=大子草原の*.=すばやく広がるもの)を各コミ

}や河川保護など告推進するために調整されても繕わ ~~ニチイ 毎に燈せ!Jと、地方政府、民間団体、民闘

ない。 企業等による口 カル・アクジョン(地方での行動)を

f )議会は、州・地方が利用できる低金利または無利子 起こさせ、民間活力の鋸りおこしを強調し、具体的には

のローンを作るべきである。 各州知事が散策路・公園・河川等の環境維持のための野

g )基金は新しい野外レクリ工ーション研究しょに年問 外機関 (Outdoors corps)を創設するζ

支出の 10%割合いで資金を提供する。この金の大部 とを求めている。

分は改革のための補助金や賞を与えることに使い、運 -/J、 PCAOは中央政府も野外レクリ工ーションに

営費は最低限におさえる。 強い問題意識を持ら、震境を保護し、固有地でのレクリ

h)国の基金の潜在能力を最大阪に引出し、州内それぞ 工ーション僚会を綜充し、固有財産を守り、改善してい

れの目擦を達成するために、州にも基金を設立すべき くことが不可欠であることを指摘している。

である。

PCAOは、この基金が発足し綴能していりば、 1年 ( 3 )緑道 (Greenways)の整備
に最低 10億ドルを返すことができる充分な資金力をも

つ基金になると主獲している。この寄附金による基金鉱 66の勧告の中に緑道についてのものがある。 rコミ
、役資による利子から独自の収入を得ることができる、 ユニティーは、緑道を作り、公共及び払布のレクリ工ー

と答申は言っている。「巨額の元本で再投資以外できな ション・ランドや水辺を結び、人々が自分たちが住む所

いものは、充分な利子を得られる。予算面ではこの寄附 の近くにオ アン・スペースへのアクセスを確保できる

金基金は、 2つの利点を持ヲている。元本のための収入 ようにし、 Yメリ力の震観の中で地方と都市を紘ぴつり

U、前もって定められた期間後肱準備金とすることがで るようにする。 j

きる。または他の用途に回しても良い。そして、使うこ この緑道構想は、前述した近所での野外レクリ工ーシ

とのできる資産のレベルを雑侍するために一般的収入か ョン施設空間の一つであり、自転車やハイキング用の小

ら常に資金を補充しつずりる必要もない。」 避を使われなくなコた鉄道の線路沿いに作フたり、水辺

PCAOは、寄附金基金のための資金は.沖合及び内 での魚釣り・ボート乗りの場所や、学校や仕事の後にた

陸石油の収入、余剰i自の売却、夏期ガソリン税、レクり だプフプラするための空地を整備すること等も含んでい

工ーション料金、レクリ工ーション施設使用説、土地開 る。答申は、緑道は「新しい国有地や国有地使用制限を

発税、鉱物採取税、土地使用料引上げ、宝くじ・「国民 意味するものではないjと強調し、むしろ地方政府や速

の遺産jを守るための国債発行等から得られるとしてい 合体は、目標を設定し、目録を作り、地主と交渉し、管

る。 埋を統括し、運営と維持のための主たる資金を供給する

この基金構想は、 PCAO答申の核とも言うべきもの べきであると主張している。そしτ、連絡政府の役割は

だが、国家予算の赤字を引きあいに出して、マルコム・ この概念を広め、連部信託基金や補助金によって資金を

ウォロップ上院議員(ワイオミング州選出・共和党)と 与え、技術的手助りをし、現行の法令や環境の質・所有

バーパラ・ F・プ力ノピッチ下院議員(ネパダ州選出・ 権を守って I地方の行動に火をつりる jことであると述

共和党)の 2委員はこの構想に賛成しなかった。レーガ べている。

ン政権も過去6年聞に 1度だり 1億ドル余りを LWCF 更に、 PC八Oはこの緑道橋怨の6つの主たる目標と

のために要求しただりにすぎず、 1987会計年度は、 しτ下記の6項目をあげている。
2千万ドル足らずを要求したにすぎない。 a)家の近所でできるだり多くの野外活動ができるオー

アン・スペースへのyクセスを提供する。

( 2)近所での野外レクリ工ーション活動とその資源の b)アメリ力の景観の要素とその伝統と人閣の交流を最
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大限に守る。 中で「払たちは中央集権的でない柔軟性のある機関を思

c )私企業・地主・地方政府とレクリ工ーション保護団 い描いている。アメリカ中のコミュニティーの中でのリ

体との路力関係を樹立する。 ダ シッアに光を当てるものだ。アメリカは各コミ 1

d)地方の誇りと野外資源の質と利用の可能性の開発を ニティー毎に動き、そこから国民のコンセンサスが生れ

奨励する。 出てくるのだjと民間活力を活性化さぜる研究所作りを

e )レクリ工ーションの事業機会を通しτ地方経済を多 提案している。
用化し、強化する。

f )レクリ工ーションと白然資源保護のために都会と地 6. PCAO答申に対するアメリ力国内の諸評価

方を結びつりる。

そして、「緑道俗また次の 70~80 年の環境保護と ( 1 )内務省ドナルド・ホ デル長官

レクリ工ーションのための最も重要なカナメとおる可能

性をもっているJと、この構想の重要性を強調している r P CA 0の目指す目標を達成するために地方のコミ
1 ニティ が指導的役割を果たさねばならない。新しい

連邦政府の計画を当τにしたり、政府の指示を仰いだり

( 4 )野外レクリエーション研究所の創設 するのではなく、 PCAOは何千というコミュニティ

がそのリーダ や、自覚を待った市民や私企業、開発業

最終答申第 4部で PCAOは、[議会の承認を受げた 者、サービス・クラア、ボランティアの活動と共に野外

私的な非営利の野外レクリ工ージョン研究所 (0u t レクリ工ーションをすべての人に可能なものとさせる上

door lnst tut on)を創設し、草の根 での最大の希望であるということを認識した。それぞれ

のリーダーシツプを刺滋し、改箪と卓起を推進するjと のコミユ二ティーは勿論、追ったやり方でこの目標を達

提言しτいる。 成しようとするであろう。その多様性がこの勧告の最大

PCAOの調査では、アメリカの全部市の 10%未満 の強みで以ないだろうか。アメリ力中のコミ 1 ニティー

の都市しかレクリヱ ションが市民のために必要だと認 は、物理的側面・人的側面の両方からそれぞれの地域に

めた政策を表現しておらず、連邦政府予算の 1%以下し ある資源を見極め、将来のレクリ工ーション僚会創造の

か公留やレクリ工ーションに使われて釘らず、環境保護 可能性に鋭敏になるべきであるjとホーデル長官は.地

プログラムのためにも雄計800億ドルにものぼる昨年 方の活性化を促した PCAO答申を評価している。また

度の寄間金収入の内 1%に議たない古田しかっかわれなか 一方で、連邦政府の担うべき役割を軽く見ているような

った。 談話を述べつつも彼は、 「財政責任と国いながら、新し

PCAOは、 I野外レクリ工ーションの重要性をより い連邦官僚制度を作ったり、プログラムを作ったりする

認識させるために中心さかんが是非必要であると払たち ことなしに創造的、革新的方法で PCAO答申を実現さ

は信じている固ややこしい官僚機関など必要ない。しか せるべきである。アメリカはすでに創造性と行動力で慨

し、国レベルの指導陶機関ができれば民衆の閣にレクり いている固である a 偉大なるアメリカの野外のために、

工ーションを広め、個人個人の活動の手助りになるjと 個人のそしてコミュニティーのプレーリー・ 71'イヤー

述べ、議会に大統領によって任命された超党派理事会に を燃やし続けることができるように、大統領はできる限

よって運営される非営利団体を認めるように促している りのことをすると払は確信している jと述べ工、連邦政

。この場合、理事会のメンバ は規則的に入替える。 府が積極的にこの答申の提案実現のために努力するであ

この様恕では、市民も補助金の提案を見直し、資金に ろうと予測しIいる。

ついて勧告を行なえるアドバイザーリー・パネルに参加

できるものとしτいる。

また、 [この研究所は、 LWCFまたはそれを継承す

る基金から 10%の資金割当てを受付る。この金の大部

分は改革のための補助金と表彰のためのものとなり、運

営資金には全くの最低限しか使えないjと答申臥規定し

( 2 )世界レジャー・レクリ工ーション協会事務局長

ルイス・ F・トワ→ズイツク教授{ミシガン州立大

学)

トワ ズィック教授は、 PCAO答申にはやや批判的
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。しかし、 ORRRCの委員長ロックフ zラ に比べ

τPCAO委員長のアレキサンダーは、公共サ ピス 〈 参 考 文献 〉

の充実に優れた実績があり、政府から好感を持たれて

いるリーダーであるものの、実質的に勧告を実施δせ
るだりの国民的な信望と力を持ヲτいない。 oR R R 1)President 's Commission on Americans 
Cが、実効力を発算したのは、ロックア工ラーの政治 Outdoors， Americans Outdoors The 

力による所が大きい。 Legacy，TheChallenge， Island Press 

c) PCAOの委員には西部出身の議員が多く、偏りが Washington，D.C.， 1987. 

見られる。

d)私企業からの委員たちが、時間と工ネルギ を沢山 2)National Recreation and park Associa-

持げなりれば、どんな新しい基金も非政府系研究所も tion， Dateline NRPA， 10-2 6， Nationー

できないであろう。 alRecreation and park Association 

Alexandria， 1987. 

(3 )全米レクリ工ーション公園協会 (NR PA) 

7. PCAO答申から日本が学ぶもの

3)Twardzik， Louis F.， The President's 

Commission on Americans Outdoors A 

Political and Ethical Assessment， The 

Paper presented at National Recreation 

and Park Association Congress 

Anaheim， 1986. 

2月24日の理事会で PCAO答申支持を表明、答申

実現にむりての運営委員会を組織した。

日本でも「近代化jの過程で、行政・民間共に野外レ

クリ工 ションの場の保全整備、指導者の養成、アログ 4) (財)国立公園協会・(財)日本公園緑地協会(訳)

ヲム開発等に力を入れてきた。しかし、その大部分がし Yメリ力のレクリ工 ション， (批)日本観光協会

っかりとしたトータルな基本構想{イメージ・政策体系 1 966. 

等)がないままに単発的、思いつき的に行われτきた感
が否めない。最近取り沙汰されている「リゾ ト法案J

にし Eも、内需拡大が第一目的であり、とτも長期的展
望に立ったレクリ工ーション政策であるとは言いがたい

その点、この PCAO最終答申は、その実現にさまざ

まな闘灘が予怨されるものの、 21世紀をにらんでの長

期的展望に立った基本構怨であり、上院・下院からの働

きかけで作り上げられた大統領諮問委員会の産物である

ということに最大の眼目がある。日本も週休2日間制の

普及、高齢化祉会の到来を迎え、レクリ工ーション政策

が真剣に検討されるべき時期が到来しτいる。日本レク
リ工 ション学会、日本レクリ工ーション協会その他レ

クリ工ーション関係者は、一致してこの政策立案にたら

向かうべきであり、政治家遠の啓蒙と同時に、 「レクリ

工ーション資源の保護・整備のためには、使間料を支払

い税金を支払う jというアメリ力人のレクリ工ーション

を重視する価値観を、日本人の悶にも広めていくべきで

はなかろうか。

今こそ、 21世紀のレクリ工ーションを見鋸えてしっ

かりとした長期政策をたてる時であると考える。

qa 
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子どもの社会化過程と運動遊び

約四育代

(日本大学)
旧中鎮雄

(日本大学)

門脇春男
(日本大学)

椛沢聖子

(日本大学)
木村多喜
(11本大'下)

武IT1 iE 古j
(11/1>:λ;"j':) 

社会化過程、運動遊び、幼児

1 .目的

問中1)2)は、高校生のスポーツ的社会化IC関する調査研究を試

み、わが国の女性のスポーツ参加が飛躍的な伸びを示しながらも、

発達段階の早い時期から重要な他者(significantothers)による

性の型づけ(sextyping)が行われ、乙のζとが、女性のスポーツ

参加を消極的にさせる社会的風土形成のー要因となっていること

を示唆している。また武田らめは、 tの研究1)2)をふまえ.高校

の課外スポーツクラブ員は、男女いずれもスポーツ1<:対する好意

的な先有傾向(predisposition)4)を就学前から形成・発達させて

きている点を明らかにしている。

本研究は、先行諸研究の結果1)2) 3) をふまえながら観察対象

を就学前の4・5歳児IC限定した調査分析をとおして、武田ら 3)

の知見をいっそう明確に解明しようと意図したものである。すな

わち、籾の日からみた「連動遊ひ'を含む幼児の社会化過程の実態

と理想像」を明らかにするとともに、男女児の運動遊びの傾向と

それに対する視の期待の分析をとおして、子どものスポーツ的社

会化過程の一端を明らかにしようとしたのが本研究の目的である。

E 、方法

l 調資対象:東京都内の幼碓閲児の母親。園児およびその母親

の年齢は表 1および表 21ζ示すとおりである。

表 2 母親の年齢

主炉型IJ 男児 女児

10歳代 1 (0.2) 

20歳代 53 (10.1) 75 (15.6) 

30歳代 443 (84.1) 375 (78. 0 ) 

40歳代 29 ( 5. 5 ) 31 ( 6. 4) 

50歳代 1 (0.2 ) o ( O. 0) 
メ仁ミ3 計 527 (100.0) 481 (100.0) 

2 調査方法:質問紙法

3. 調査時期j:I~l利 62 年 5 月- 7 Ji 

4. 有効回収数1.008 (男児527、女児481) 

有効回収率 76.1 % 

5. 質問紙の構成:

質問紙は、幼児の行動傾向を勉強、運動遊び、約棟、しつけの

4つのカテコリー (25羽目)でとらえ、同じカテコリー (25項目)

1<:対する母親の期待というかたちで、就学時までの行動変筏を調

任できるように項目を柿成した(友 3参)[(00

なお、乙れら50項目それぞれに対する回答は「全くその通りJ

151、「それに近いJ141、「どちらともいえないJ131、「その反対に

近いJ121、「その反対J111の 51!!法で求めた(ただし、項目 5お

よび項目10は、「全くその通りJ151または「その反対J111のいず

れかに回答するようになっている)。

フェイスシートは、幼児の「年蹴J'ri'E悶作数J• r進学予定J

• r健康状態j、および母籾の r1ド愉j ・ rlt!l:終学)ft. J ・「迎動m~経

験の有無J• rスポーツ参加状況J・「スポーツクラブへの所属状
況J• rおけいこ ζ との経験の有無J・「塾通いの経験の打無jか
ら成り立っている。

6. データ処理:

日本大学文理学部コンビューターセンター IBM 4331 LO 2、

プログラム rSPSSJ、サブプログラム rCROSSTABSJおよ

び rT-TESTJで行った。

皿、結果と考察

1 幼児の行動傾向と親のJVJ待感との関係

表3は、幼児の行動傾向Iζ対する母線の認知1(以ド、現状とよ

ぷ)および幼児の就学時までの行動変容に対する母娘の期待水準

(以下、期待とよぶ)の50項目について平淘と標準偏差を表わし

男女児の差(表3の太線枠内)と、対応する名瓜nmJのたの{J貴!tを
t検定で確認した結果が示されている。「勉強j、 「巡動遊びj、

円高燥jおよび「しつけjの4つの力テゴリーζとに性差を中心1<:

以下、考察をすすめる。

1)勉強(知的発達等)について

表3の知的発達ないしは知的欲求に関するカテコリーをみると、

項目 1-4の現状および項目26-29の期待lζみるとおり、絵本を

みる乙と、書いたり作ったりすること、数字や文字を党えるとと、

本を読んでもらうととは、「現状Jおよび rJVJ待Jの平均的がL、ず

れも 5と4の間にあり、 4・5歳児の知的発達状況は一応望まし

い状態にある ζとがわかる。しかし、籾の期待は現状認知1を上ま

わり、女児の知的水準が男児よりも{1怠1<:高いことが注Hされる。
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表3 幼児の行動傾向と親の期待感との関係

項
男児(項目問の比較) 女児(項目聞の比較}

t 検 定目

M SD 

I 絵本を見るのが大好きです 4.260 0.791 
26 新しい絵本をすすんで説む子であってほしい 4.520 日732

2 絵を書いたり物を作ったりするのが大好きです 4.076 1. 040 
27 絵を書いたり物を作ったりするのが大好きな子であってほLい 4.611 0.631 

3 数字や文字を自分から覚えようとしています 3.945 1. 148 
28 数字や文字を自分から覚えようとする子であってほしい 4.658 0.611 

4 本を読んでもらうことが大好きです 4.518 0.765 
29 物語りを問〈ことが大好きな子であってほしい 4.617 。回3
5 進学準備のためK塾K通っています 1.167 0.801 
初 進学単備のため陀すすんで塾K通う子であってほしい 2.526 1.120 

6 戸外で遊ぶことが大好きです 4.569 0.742 
31 戸外で遊ぶことが大好きな子であってほしい 4.867 0.367 

7 友だちと活発な遊びをすることが大好きです 4.400 0.850 
32 友だちと活発な遊びをすることが大好きな子であってほしい 4.786 0.479 

8 新しい運動キスポーツK強い興味を刀てします 3.547 1.072 
33 新しい運動や1 ポーツK興味の持てる子であってほしい 4.628 0.637 

9 親子で一緒K運動キスポーツを行っています 2.947 1. 174 
34 親子の運動遊びをリードできる子であってほLい 4.251 0.791 

10 スポーツ教室キスポーッタラフlt:通っています 3.034 2.002 
35 スポー"'教室やXポーツPラプKすすんで温う子であって隠しい 3.772 1. 061 

11 家族宇友だちKやさしい心づかL、ができます 4.178 0.721 
36 家族キ友だちKやさしい心づかいができる子であってほしい 4.911 0.305 

12 親子一緒Kいつも楽L<遊んでいます 3.693 0.852 
37 親子一緒Kいつも楽しく遊べる子であって陪しい 4.395 0.794 

13 小烏や犬・猫などをよ〈かわいがります 3.615 1. 029 
38 ，)、烏や犬・猫などをよ〈かわいがる子であってほLい 4.5J4 。708
14 木々の緑キ草花が大好きです 3.714 0.921 
39 木々の緑や草花が大好きな子であってほしい 4.564 0.664 

15 音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きです 3.922 0.967 
40 音楽を聞いたり歌ったりするのが大好きな子であってほしい 4.344 0.603 

16 「男の子らしい遊び H女の子らしい遊びJをしています 4.313 0.840 
41 「男丹子らい遊びJf女の子らい遊び」をする子であってほしL、 4.4伺 0.760 

17 あいさつや返事がしっかりできます 3.742 0.888 
42 あいさつや返事がしっかりできる子であってほしい 4.909 0.319 

18 整理整とんがかなりできます 2.972 0.999 
43 整理整とんがしっかりできる子であってほしい 4関5 0.558 
19 ひとりで身じたくをしようとしています 4.131 0.906 

44 ひとりで身じたくができる子であってほしい 4.873 0.356 

m お手伝いをすすんでします 3.448 0.950 
45 お手伝いをすすんでする子であってほしい 4.482 0.664 

21 食べ物の好き嫌いは少ない方です 3.175 1. 397 
46 食べ物K好き鎌いがない子であってほしい 4.795 0.578 

22 缶-:/;1.ースなどは自由勝手K飲んでいません 4.381 。関5
47 缶ジュースなどを自由勝手K飲まない子であってほしい 4.454 。倒8

23 テレビの番組は勝手気ままK見ていません 3.564 1. 250 
48 テレピの番組は決めて見る子であってほしい 4.510 0.727 

24 ア7 ミコ Y キゲーム?1 -;1チKは熱中していません 3.374 1.4日6
49 フ 7~ :::J/キゲームウ ;t-:l チK熱中しすぎない子であってほし、、 4.442 0.885 

お 家族と一緒K夜おそくまで起きていません 4.082 1. 206 
50 夜ふかLをLない子であってほしい 4.676 。倒9
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t検定 M SD t検定
(男封切IIl<l)1ti較}

4.491 0.713 ホ*キ

*** 4.632 0.595 *ホ* * * 
4.428 0.798 *** 

*** 4.624 0.634 *** 

4.322 0.912 * * * 
*** 4.622 0.641 *** 

4.682 0.596 * *キ
キ*

4.653 0.617 

1. 225 0.922 
*** 2.356 1. 027 *** * 
4邸6 0.675 

*** 4.811 0.437 *** 
* 

4.254 0.896 * * 
*** 4.6S5 0.607 *キ* * * * 

3.765 0.996 * * キ** 4.547 0.679 *** * 
2.796 1. 173 * 

*** 4.004 0.851 *** * * * 

*** 
2.830 1. 995 

*** 3.520 1. 039 * * * 
4.160 0.7日8

*** 4.915 0.294 *** 

*** 
3.63日 0.804 

*** 4.329 0.819 

3.744 1. 052 * ホ**
4.505 0.707 

*キ*

4.214 0.830 * * * キ** *** 4.713 0.545 * * * 
4.499 0.750 * * * 

*** 4.618 。肘5 ** * *キ
4.052 0.917 * * * 

*** *** 3.590 0.878 * * * 

*** 
3.832 0.889 

*** 4.902 0.324 

* * * 3.231 1. 008 
*** 4.751 0.521 *キ*

4.395 0.818 * * * 
*** *** 4.865 0.3r賂

3.915 0.846 キキ*

*** 4.636 0.597 *** キ** 

3.293 1. 357 
*** **水

4.734 0.68町

4.547 0.898 ** 
4.460 0.978 

3.728 1.百)4 * 
*** 4.422 0.841 *** 

4.487 1. 000 * * * キ** 4.412 0.927 

4.125 1.126 
**キ *** 4.717 0.598 

t検定の有意水準 * : 0.5，彰水準
ホ*・ 1%水準
* * * : O. 1 ~高木市1



一方、学自塾通いについてみると、表4(現状)と表5()UJ待)

および表3の項目 5・30からI明らかなとおり、現任ではまだ学習

塾11:通っている子どもは少ないが、就学時では「どちらともいえ

ないJ(31と回答するものが約半数にものぼり、小学校入学以降の

学留塾通いの過熱化現象を暗示しているようである。

表4 進学準備のために塾lζ通っています

訂正一-----!1!1
全くその通り

その反対

一ττ「

表5 進学準備のためにすすんで塾11:通う子であって

ほしい

項よ~'J 男児 女児

全くその通り 27 (5.2 ) 10 ( 2. 1 ) 

その考えに近い 36 (6.8) 21 (4.4) 

どちらとも 271 (51. 4) 246 ( 51. 1) 

その反対に近い 46 (8.7 ) 57 (!1. 9) I 
その反対 147 (27.9) 147 ( 30. 6) I 
~ n 527 (100.0) I 481 (100.0) I 

2)運動遊びの傾向について

表3の項目 6・31の「戸外遊びJおよび項目 7・32の「友だち

との活発な遊びjについてみると、男女児ともに活発な戸外遊び

ゃグループでの遊びがある程度みられる中で、乙れを現在以上iζ

行うようにさせたいとする親の態度がみられるとともに、とくに

男児の観にその期待が大きい乙とが明らかである。また、項目8

・33の「新しい運動やスポーツ11:対する興味Jおよび項目 9・34

の「初子での運動・スポーツJについてみると、男女児ともしだ

いにスポ ツ11:興味を示してくる反面、親子一緒のスポーツ活動

が低調な中で、母F見は男女児のいずれにも一般の積概化を望む態

度が読みとれる。特11:男児の籾にそのJUJ待感の強い乙とに注目す

べきであろう。表6および表3の項目35は、小学校入学時点での

スポーツ教室・クラブ))11入に対する親の期待をみたものであるが、

まだスポーツ教室等への参加が少ないものの、男女児いずれの場

合も、親は就学時までにはもう少し現状を改善しなければならな

いと考えているようである。

表6 スポーツ教室やスポーツクラブ1(すすんで

通う子であってほしい

項正~ 男児 女児

全くその通り 165 (31. 3 ) 106 ( 22. 0) 

その考えに近い 138 (26.2) 105 (21. 8 ) 

とちらとも 187 (35.5 ) 229 (47.6) 

その反対に近い 13 ( 2. 5 ) 15 (3.2) 

その反対 24 ( 4. 6) 26 ( 5. 4 ) 

メ~ヨ ~i 527 (100.0 ) 481 (100.0 ) 

3)↑古燥面の発速について

表3の項目1l-15および羽目36-40のtli隙，ijjについてみると、

男女児ともに家族や友人11:対する親愛的傾向が認められ、自然の

美しさや音楽lζ対する美的感覚やリズム感覚を墜かにしていく可

能性が読みとれる。↑!?保面の発注 11:対する事~!の期待はいずれの

項目でもかなり大きく、美的・音楽的情操の発達に対する期待は、

女児の場合とくに大きい傾向が認められる。

4 )しつけの現状と改汚 JUl1.~

表3の項目17-20および項目42-45の「あいさつや返1iJ、 「整

理整とんj、「ひとりで身じたくJ、「お手伝L、Jの項目に法目して
みると、男女児とも務理殺とんが苦手であり、男児はお手伝いを

あまりせず、あいさつや返'jlは男女児ともまだまだといった感じ

である。しかし、しつけに対する期待水準は全般的Iζ高い中で、

とくにあいさつや返事のできる素直な子を強く望む級の多い乙と

が注目される。大体、自分で身じたくのできる子が多く、一府そ

の傾向を抑し進めたいとする籾の気持ちは、 ζの誠夜からも十分

11:理解できて興味深い。

表3の項目21-25および項目46-50は、子どものしつけを放任

の観点からみたものである。 f食べ物の好き嫌いJ、rwジュ ス等の
自由飲食j、「テレビ視聴の放任」、「ファミコン等の放任j、「夜ふ

かしJなどに対して親はしつけをきびしくしようとする様子が読
みとれる。しかし、男k児いずれにもみられる食べ物の好き嫌い、

テレビの見過ぎの傾向や男児でファミコン等lζ熱中する傾向のあ

る子が実際にはかなりの数にのぼるものとみられるのである。

乙のような親のしつり傾向がみられる中で、表7から、遊び方

11: tJ を転じてみると、リJ f，(~いずれもリjの F らしい遊び、または

女の子らしい遊びを行っていることが明らかであり、とくに男児

にその傾向が強い。しかし、乙れを籾の「期待J(表8)からみる

と、男児の親はいっそう「男の子らしい遊びjをする fであって

ほしいと願っているのに対し、女児の却は逆に「どちらともいえ

ないJ(3)11:回答する者が多い点が注目される。このような女児の

遊びlζ対する級の反応が何を意味するものであるかについては今

後改めて研究を試みるつもりである。

表 rYJの子らしい遊びJをしています
f女の子らしい遊び」

項下一~IJ 9J 児 女児

全くその通り 273 (51.8) 187 ( 38. 9) 

その考えに近い 162 (30.7) 157 ( 32. 6 ) 

どちらとも 81 (15.4) 115 ( 23. 9 ) 

その反対に近い 6 ( 1. 1 ) 19 (4.0) 

その反対 5 ( 1. 0 ) 3 (0.6) I 

メ~ヨ 5十 527 (1ω.0) ~OÕo)1 

表列の子らしい遊びjをする子であってほしい
[女の子らしい遊υ」

道百----主!'l 男児 女児

全くその通り 336 ( 63. 8 ) 100 ( 20. 8 ) 

その考えに近い 119 (22.6) 108 (22.5) 

どちらとも 68 ( 12.9 ) 252 (52.4) 

その反対に近い 2 ( O. 4) 18 (3.7) 

その反対 2 ( O. 4 ) 

~ 527 (100.0 ) 481 000.0 ) 
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2. スイミングクラブに通う関児の行1M傾向と籾の期待感との関係

表 9は、スイミングクラブへの加入率を男女別1<:示したもので

ある。
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合計

男女別1<:スイミングクラブに通う園児とその他の園児との比較

分析を試み、有意差の認められた項目についてみると表10のとお

りである。表10の項目 6，7， 9， 351<:注目すると、スイミング

クラブに通う園児は、男児女児のいずれの場合も戸外での遊びゃ

グループでの遊びが活発な反函、親子一緒の運動遊びはあまり行

われていないのが実情である。しかも、今後のスポーツ教室・ク

ラブ参加を望む親が男女児いずれもクラブ参加児に有意IC多い点

が注目される。また、スイミングクラブ1<:通っていない女児lζ、

女の子らしい遊びをする傾向が宿意1<:認められることも見逃せな

い。乙の乙とは資料として注目しておきたい。

lV、要約と結論

東京都内の幼稚園児の母親1.008名を対象IC子どもの社会化過

程と運動量産びについて調査分析した結果、次のような知見を得た。

1) 4・5歳児の社会化過程を知的発達、情緒的発達、運動遊

びおよび基本的しつけの面からみると、親の現状認知と発達期待

表10 スイミングクラブIC通うl;a児の行動傾向と殺の期待感との関係

からみる限り、女児にはま11的発i.fとくに↑!?緒的発達、男児ICは運

動遊びなどの活動性の発達傾向がitfolされる。

2)また、同じように幼稚園IC通う子であっても、スイミング

クラブ1<:通う子は男女児を問わず運動遊びが活発化する傾向を示

し、その親たちも就学後1<:スポーツ教室、スポーツクラブ等への

加入をi志向するなどきわめて興味深い知見がf.~~られた。

今後は、幼児の社会化過程ICおけるスポーツ的社会化促進の機

能について研究を進めたいと考えている。

V、文献

1) l1ltJ1鎖雌わが悶における社会的風土と女性のスポーツ行

動」、日本大学人文科学研究紀要第30号、 1985、pp.263 -278 

2) [l]Lj1鎮雄わが国における社会的風土と女性のスポーツ行

動(11)ーSportClimate Inventory適nJの試み 」、日本大学

人文科学研究紀要第33号、 1987、pp.367 -378 

3 )武田正司、田中鎮雄、椛沢聖子、綿回育代・「高校生にみる

社会化過程と課外クラブの選考J、レクリエーγョン研究第17号

IC投稿中

4)飽戸 弘・「態度構造研究の方法論lζ関する諸問題要因分

析との関i1!を1.1
'心
1<:-J、『心血学評論』、 Vol.9、Nu2、1965、

pp. 267 -288 

男 児 立 9~ 

項 日
スイミングクラブ スイミングクラプ

t検定
スイミングクラプ スイミングクラプ t検定

書加児 ~I'書加児 書加 9~ 11 書 1!1 児
r一一一一一一

M S D M S D M S D M S D 

勉 3 数字や文字を自分から覚えようとしています 4.045 1. 084 3.842 1. 205 調ド

強 28 数字や文字を自分から覚えようとする子であってはLい 4. 560 0.663 4. 674 O. 6J8 司h

連 6 戸外で迎ぶζとが大好きです 4. 660 0.671 4. 475 O. 199 * * 4. 659 0.646 4. 523 o. 694 * 

動 7 友だちと活発な道びをするζとが太好きです 4.418 O. 776 4. 313 O. 914 * 4.364 0.813 4. 161 O. 906 * 

地 9 IU子で一緒iζ連動Pスポーツをり勺ていまザ 3.090 1. 171 2.799 1. 154 *本 2.968 1.244 2. 651 1. 091 *本

び 35 スポーツ教室やス;f.--;;クラプにすすんで通う干てあってほしい 4.216 0.833 3. 313 1. 018 キ** 4.000 0.904 3. 119 O. 915 ホ** 

36 家肱や友だち』ζやさしい心づかいができる子であってほしい 4. 934 O. 244 4. 882 O. 355 * 

13 小鳥や犬・描などをよくかわいがります 3.868 1. 062 3. 640 1. 034 * 

側
15 音楽を耐1いたり歌ったりする田が大好きです 4. 067 I O. 930 3. 772 O. 984 * * * 
10 晋棄をIIlIいたり歌ったりするのが大好きな子であってほしい 4. 418 I O. 737 4. 266 O. 860 * 

しつり 16 r!l}OJ子らしい遊びJf女の子らしい遊び』をしています 3. 941 0.951 4. 146 0.878 一一一三一」寸

t検定のn意水準 *: 0.5%水槽1
* *: I %水根
***:0.1%水準

守'ヮ“



f運動あそびの課業 1tJ カリキュラム構成!~関する研究

運動あそび、課業、カリキコラム

はじめに

1959年の「国連の児童の権利宣言jの中で『児童は遊戯、

およびレクリエ}ションのための十分な機会を与えられる

権利を有する.その遊戯、およびレクリエーションは教育

と同じような目的に向けなければならない」と規定され、

その頃から幼児期のあそびに関する研究も、それぞれの分

野で活発になってきたあそびを文化全体性のなかでと

らえようとする」文化人穎学的アプローチ、 「あそび現象

そのもの』廷とらえる現象学的アプローチ、 rあそび・そ

のなかに含まれ~諸要素を超えて統合する構造というモデ

ルによってその構造の変換を明確化Jしようとする研究等

がなされている.

保育の現場では、 「あそびJを労働〈仕事〉、課業(学

習〉、および人間形成の3者の関連においてとらえられつ

つある.

今日では幼児期にふさわしい生活体験が得られにくい環

境が全体的に広がっているため、幼稚園教育への期待も大

きい.

そのなかで、幼稚園教育目標の「幼児の心身の調和のと

れた発達を促す」目的も、その指導法については多岐をき

わめている.

目的

現行の幼稚園教育要領の内容は、領域の理解の仕方とあ

いまって構造的にとらえにくく「ねらいJと経験、活動の

関係や、指導法が理解しにくい(1)

また、保育者の資質や能力についても保育者自身、直接

体験や多彩なあそびをあまり経験しないで成人している者

の増加も指摘されている.そのような現状の保育現場では、

幼児にとって『あそび」の重要性が述べられているにもか

かわらず、 『あそび」のとらえ方も一様ではない.カリキ

ユヲムも「探題Jと「課業Jといったことばが使用されて

いるが、その区別や違いが明確でなく、それがこどもの側

の問題としてとらえられているのか、保育者側としてとら

えられているのかといった問題も生じている.

そして、 「あそびJも「課題J r課業Jと対立させて考

えているといった問題点もありほ¥ 保育者によってー斉

に与える教材を「課題活動Jとしたり、設定したねらいの

ある活動を「課題活動Jとす忍者など、また、幼児の一人

ひとりの発達段階を無視して、保育者が決めた月ごとへの

単元や、教材中心の保育がなされてい~のが現状である.

現実の保育は、幼稚園の教育要領を基準としたカリキユ

ヲムに従って指導されており、保育者側から一方的に与え

られる方法で実絡されている (3)また、カリキュラムに

女子墾学院短期大学 綿津迫子

関する研究も非常に少ない.これは、幼縫閣の教育目標、

保育観も一機でなく、社会のニードt<:応じた国の実状もあ

ると思われる.幼児の生活をとりま〈環境因子とその相互

影響作用を全体的に、総合的にあるがままにみつめてい〈

視点を大切にしながら、幼児にとって望ましい活動とは何

かを追求し、活動の内容と方法を発達に即してカリキユラ

ム織成し現場で実践して行〈ことが目的である.今回はそ

のための事前研究である。

内容と方法

上記のように、保育現場におげる問題提起が多様であ~

にもかかわらず、カリキュヲムに関ずる研究は非常に少な

い.

幼稚園教育要領や六領域に対する理解の仕方も困難を極

め、固により格差がみられる.

そこで、保育現場におけ~問題点を洗い出す視点として

-幼児にとってあそびとは何か

・幼児に対する保育者のかかわり方

・幼児にとって自発的にあそべる〈運動あそび〉活動と

は{可か

・年齢と幼児の体の発達の特徴を把握し、

[.幼児の発宵発達に関するもの(年齢別発達の

特徴〉

2.幼児のあそびに関す~もの

3.幼児保育のカリキュヲムに関するもの

4.運動あそびt<:関するもの(特に調襲能力の研

究t<:重点をおき、縦断研究によ~ものを主と

する〉

5.課業に関するもの

の5つに分類し、関連研究文献の検討を試みた.

I.あそびの構造と機能

1.あそびとは

従来、あそびに関して多〈の理論が試みられてきたが、

あそびは子どもの全体的発達、全面的人間形成とのかかわ

りにおいてとらえられてい否。

あそびをあそぶ側の立場から全体性においてとらえよう

としたのはホイジンガーであり「人が自ら感じとってその

ままに遊びを一つの"街磐状態"から何かぐいと感動につ

かまれて揺;:;;がされた状態Jとしてとらえている.

K. グルースは「実践以前J であって単な~実践ではな

いあそびは基本的には単な~機能的同化、あるいは再

生約同化である』と述べながらも、あそびのなかに成長〈

思考の成長と活動の成長〉の現象をみとめ、芸術との関連
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におけるあそびに興味づけている.

ピアジ:dま「あそびそれ自体で行動ではな〈、純粋に自

発的だといわれるもので、たのしさを伴い、組織的に指導

され忍ものではないとし f刷、民般学でとりあげられる r

あをぴJは大人が教えたりするものでな〈、子どもたちの

問で伝承され、自主的に行われている活動を意味してい忍

が、幼児にとってあそびは、自発的にその行為の中に没頭

している状態であり、そのあそびを媒介として発達があり

生きることを学ぶ基礎となるものである.

そこには無意識のなかに幼児自身の自己目標があり、幼

児自身の文化とかかわってい忍ものであろう.

大人はすでに出来あがった能力を使って遊ぶが、幼児は

現在発達しつつある全機絡を使ってあそび、その際意志が

直援はたらき、特定の行動があそびの中で繰り返される.

それとともにその行動が環状と結びつきその行動を通して

共感したり、知的関心を目覚めさせたり思考を獲得してい

く.そしてあらゆ忍可能性〈行動〉の中で確かめようとす

る.

それは「何かをやってみるJ (自己課題〉という喜び、

たのしさが幼児のあそびであり、またあそびが幼児の興味

や欲求、精神発達のバロメータでもある.

2.あそびの構造
図1は《引‘ (6'，(7'， (9'， (9)， (IB)・(11).(17)‘日引を参考

に幼児の発育発送とあそびとの関係、変容を図にしたもの

であるが、あそびは幼児自身の文化との関わりと発達段階

に即して活動内容が変化してくる.

社会環境、都市空間の変化は、子どものあそび場と活動

範囲の縮小化を招き、幼児をとりまく生活の場は生産活動

の銭点が失われ(11ヘ文明の発達tこともなった生活様式リ

ズムの変化は、幼児のごっこあそび、模倣行動を表面的な

ものにしてしまっている.

玩具や遊具面においても、思考と表象あそびの展開の場

を奪い、あそび活動をつくり出す基礎銭能の欠如を招いて

いる。

現代社会は情報化社会となり、ことば、特に文字、数字

によって伝達され保存される情報が多くなり、情報を記憶

したり、それを組みかえたりすることも要求されている.

当然、人とのかかわりも減少していくことになるであろう.

幼児期は生活を豊かにふくらませ、情換を羨い、感覚〈

触覚、味覚、聴覚、臭覚、視覚)を育て、将来生活をして

いくための基礎を養う土台となる場であるから、一人ひと

りの年齢に即した発達過程をみきわめ、個人差を考慮する

とともに、その能力をのばすための諸々の重要因を組み合せ、

幼児の体験の場をでき~だけ多〈もたせる乙とが望ましい.

それは、ことば中心でな〈身体活動をともなった感覚的

手段を多く用いた活動がなされることがよいと思われる.

その感覚運動技能を獲得することによって独立心と外界に

対する適応能力を発達させていくことになり、くり返すこ

とによって興味〈意志〉ー感情・行動ー共感、反感ー思考

ハヨヮ“

と移行してい<0 (S) 

その過穫で、仲間とかかわりながらはじめの活動(動き〉

が次の活動〈動き〉へ自然に涜れていくように、あそびの

内容を構造化し、系統化して行わせ;sことも必要であろう.

《引しかし、保育現場で実際行われてい;s活動の!順位は 1

位基本的生活習慣、 2位ことばのしつけ、 3位運動あそび

のI1聞に力を入れている.あそびもごっこ、ゲーム、集団、

リズムあそび等に力を入れているのでなく、運動あそびに

差点が置かれている.

しかし、運動あそびも専門家による指導 (58%)であり、

内容は水泳指導、体育指導である(12' 

3.あそびの機能

2でも述べたように、あそびはととば中心でなく、特に

身体活動をともなう活動がなされることが望ましく、経験、

修練、休得に結びついていくもので、あそびを通じて得た

諸能力は成人してからの生活準備ともいえる.

年齢にIIPした運動あそびを経験す;sことゃなわとび、ま
りっきのように繰り返すことによって技能が確保され運動

能力は高めら ~o しかし、技能は段階的、系統的 t<:進歩す

~というより、総合的、時間的、空間的に形づ〈られなが

ら与えられてい〈ものである (e)

3歳児の心身の発達の姿は、生活経験が広がり自他の区

別ができるようになり、自分のからだがかなり自由に使え

るようなる.そして、自分の気持ちゃ意志を言語で相手に

伝えられるようになり、自分の身のまわりの始末、基本的

生活習慣の自立が護ってくる時期である。

しかし、上記した社会環境や、家庭の教育機能の低下は

幼児のみならず、若者社会の中(身のまわりの始末=基本

的な生活習慣の自立→一人前にな;sための条件)まで継続

される傾向にある.

自立生活確立のための習慣づけも、家庭以外の集団の場

に於て他者との関わりの中で、現在の1士会環境に適応して
い〈ものとしてとらえ直し身につけさせなければならない

であろう.

生活様式の変化は、日常生活の中でしゃがむ、座る、ふ

く、こする、しっかり握る、スイッチをまわず、はさむ、

ひねる、しぼるという手指を使う場を喪失させ、行動も指

1本(ワンタッチ)で足りるようになり、足首、脚力を使

う場面も少なくなってきている.

そして、住居形態もマンシヨン構造は、上下階への遠慮

からとぶ、とぴおりる、走~など基礎活動も制限せざるを

得ない。

歩行が一応完成すると走運動が開始され、自由に方向を

変えたり、止まったり、速度も増してくるようにな否。

特に3歳児の発達の特徴は跳躍運動であり、椅子の上や、

階段からとびおりたりするが、とびおりる時の決断などに

よって意志を練り、脚や腰の弾力を増し空間饗勢や着地で

からだのバランスをとる能力を高めることができる.

勿論、個人差はあるが片足とび(ケンケン〉もでき弓よ



好きか〉の結果、それらの能力(固と手の協応、平根i性、

リズム〉が欠けている幼児は、親の子どもに対する按し方

や家庭環境にもあらわれており、幼児自身も甘やかされて

いる子、曹摺表現がうま〈出来ない、社会性が来発達の子

にみられ"5と報告してい司5.同?
しかし、保育者がその背景や原因を把鐸し、その個人差

に応じた適切な配慮、例えば、遊具、ことばかけ、その本

人に自身をもたせるあそびを経験させるとと、家庭との連

携等を仲間とのかかわりの中で行っている.

4歳児においては、聞いたり、話したり伝達が豊かにな

り、友だちとのつながりも強〈なり、自分の方から積額的

tt他人や物とかかわっていくようにな"5.そして、身のこ

なしが器用になり、集団の中でも怨像的活動が量豊かになっ

てくる時期であ司5.

この頃から親の養育態度、家庭環境、地犠社会の影響、

うになり、回定遊具を利用してとんだり、つかんだり、鐸

ったり、はさんだり、自分のからだのバランスをとる経験

をさせる乙とが望ましい.け・3

3歳児は、あそびの変容が多少みられるが、あそびが深

ま"5よりも広がる程度であり、傍観的行動も多々あ"5.と

れば、自分ではしていないが興味あ吾ものを観ている行動

であり、その後自分からそのあそびへ移行するための行動

である (13)

r調整力を高めるために、発達t;:却してどんな遊びがよ

いのかJ運動能力テスト、体力テストとを通じて調査結果

が綴告されているが、一般に平衡感覚、体支持持続時間の

低下が報告されている.【8) 

また、調整力を高めるための運動遊びの年間カリキユラ

ムによる指導と、協応性、平衡性テスト〈情緒の安定性、

表現能力の発達、曹語理解、動作の敏鍵性、運動あそびを

る
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おけいこごとへの参加、住居形態、兄弟の有無など諸々の

条件や働きかけによって個人差がみられるようになる.け

川 4歳児lま大筋運動が中心で、それぞれの運動機能の分

化独立が現れ、走、跳、授、懸釜、前回り、平均運動など

が積極的に練習され、 i欠の運動へ発展する準備となる.

模倣あそび、ごっこあそびも、 1人あそびから仲間とか

かわりながら平行あそびへと移行し、あそびのなかで想像

したり、みたてたり、つもりになったりしながら表象あそ

びへと発展していく (2S)

運動あそびにおいては、 4歳児は特定の運動緩験でなく、

いずれの運動も調整力の伸長に寄与するようであるがt別、

走、跳、投を中心t<:ボールを使ったり、ルールのあ."5あそ

び、遊具を用いた運動あそび〈なわ、まり、フープ、棒〉

スキップ、リズム感のある動き、回定遊具もすべり台の活

用が一番多く、二、三輸車ののりもの等《引が望ましい.

そのためには、傑育者は、各個人の過緩や男女差を把纏

し、遊呉、用具の準備、幼児自らやってみたくなるような

雰囲気、環境づ〈りの設定、ルールの工夫等の配慮が必要

である.

5綴児の発達/;1、あそびも意図的にでき."5ようになり、

集団の中で自己主張をしたり、幼い子への思いやりも出来、

役割分担したあそびも出来るようになる.当然、いろいろ

なことに興味を持ち求知心が強〈なり表現活動も活発にな

る.そして、文字や数にも興味をい抱き、何か目標に向か

つて活動もできる.

既成の玩具の世界に変化があることは述べたが、玩具の

機能もより高度、高価なものとなりファミコンに夢中にな

る子の出現も報告されている。逆に玩具には扱いきれない

ほどの物もあり、大人の手伝いを必要としたり、あそび活

動が受け手になって、指示されなければあそべない子もい

る.保育現場でも一斉形態指導がなされてい."5所が多いた

めげ》指導されなければ駄目な幼児、活動を考え."5場を与

えられない状況も生じてい."5.

特にこの時期は、複雑で高度な巧徴的運動を獲得するこ

とができ、それまでの運動機能問の不調和は次第に小筋の

働〈動作間の協調をはじめ、均衡や統一あ."5運動能力へと

発達する.

ボールを投げても受けることができなかった幼児は手指

感覚と他の機能の協応動作が巧みになりキャッチポールが

出来るようになる。

いずれの調査結果(8) • (9)，け 5)日引でも、ボール運動に

発達的な段階パターンがみられたとし、 5歳児において、

調整力の伸長への運動効率は、ポール運動群が最大であっ

たことを被告してい."5.幼児期は神経系統が一番早〈発達

する時期であ."5が、体のバランスをと."5平衡性は年長にな

るにしたがい個人差が大き〈なり、 4歳児でみられなかっ

た平衡性のトレ}ニング効果も5鹿児になるとあらわれる

ようになる (17)

しかし、一方で運動あそびにも性差はみられほ引.(27) 

男児においては、二、三輪車、ボールけり、野球、フット
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ベースボール、鬼あそびといった全身を用いる激しい移動

運動や、ゲームに興味をもっ傾向にあり、女児ではプラン

コ、鉄棒、バレ}ボ}ルあそび、なわとび等の広範囲の移

動を伴わない運動遊びを好む傾向がみられる (9)， (1引

n.あそびの課業化
1)際業化とは

「課業』ということばはソビエトが起源のようである.

ソビエトの『乳幼児教育プログラムJ一年間カリキュラム

と各領域の活動ーの中でカリキュラム領域を『あそびJ r 

課業J r労働J r日常生活』に分けている.

そして、 「あそびJは感覚教育、認識過程を発達させる

ために用いており、朝と夕方、散歩の時聞に1日1-2回

以上を全員、またはグループで行わせてい."5.

『課業」は教科活動の基本的形態としてとらえており、

r課業Jでの学習を通じて一定量の知識と技能の習得を目

的としており、発達段階に応じて内容は変化するが、こと

ばの発達と外界の認識のための諜業、描画、粘土工作、組

立、音楽、体育となっており、大体時間は 1回15分~

20分であ."5.

「諜業Jとしての活動は、知的な緊張を要する課業と、

動きをともなう課業とを交互に行い、時聞は 1回15分~

20分、毎週 11回-15回行うとしてい忍.

課業の内容は、大人の文化の伝達に重点がおかれ、年長

になるにしたがい高度な内容になっていく.け引

しかし、我国では小学校で行う「教科Jとは異な忍が、

保育者の側から意図的に計画された学習活動という性絡に

おいては、小学校の教科活動と結びつくものとして「課業』

をとらえてい."5.目別

それは、明らかにあそび活動や、固における日常性の生

活指導とは性格を異にす."5ものであり、 『課業Jと『あそ

び』との関係は、小学校でいえば教科と教科以外の関係に

類似してい忍.つまり「課業』一国一教科、 「あそびJ一

家庭一教科外といった関係が成り立つだろう '6) 

一般に「課業Jの概念は、保育者の指導性の強いことば

としてとらえられているが、本来『あそびJ活動において

は、直接保育者自.IJの働きかけや、指導はなされていない.

それだけ幼児自身の自主性にまかせられてい~ことにな

るが、この『あそびJ活動の中でねらいとするもの.

1人ひとりの発達に却した活動を自主的にさせるにはど

のような活動がよいのか.

それにはどんな内容、方法、準備をすればよいのか。雰

囲気、遊具、ことばかけ等を通じて年齢にふさわしい時期、

材料を選択し、 r課業Jとして組織、体系化していく、そ

の涜れを保育者自身が、 E買の中で十分理解していることで

ある.

一方、幼児の側から、幼児の発達課題からみて望ましい

経験をさせること、その経験がまとまった休系を整えてい

〈過程の中で思考され、望ましい活動に向けて努力するこ

とを「課業化Jとしている.



ゆえに、保育現場においては、 「あそびJを r課業Jと
の関連において、幼児の側から「あそびJそのものを見直

すことが問題となっているのである.

2)課業化の条件

①基礎的習慣づけ

②発達過程の開発

③文化的伝達

④個性の伸長

人間が成長してい〈過程の中で基礎となるものは基本的

生活の自立であ-'5.村田は就学前教育における保育効果を

巡って問題行動の多い子どもを貌の養育意識や行動との関

係から述べてい-'5が(t8'、それは貌が家庭で習慣づけなけ

ればならず集団の場での習慣づけは保育者によるモデリン

グでなければならない.

4つの条件は、保育者側t<:諜せられた条件であり、保有

者の資質、子ども鋭、子ど、もの心理、身体的発遣の特徴の

理解、保育者自身の文化とのかかわり方、豊かな心、子ど

もの実態をよ〈知忍必要性、 『あそび』に対するとりくみ

等、保育者の人間性が影響を与えやすい立場であるだけに

多くの問題を抱えていることにもな-'5.

保育現場では、若い保育者が多〈、幼児期に「あそびJ

を経験しないで成長した者もあり、幼児の実態を知ること、

理解す-'5ことにおいても価値観の相違や、とらえ方が多様

である.

②は、ハヴィガ}ストが「発達課題Jの内容を決めるに

あたり、子どもの身体の成熟に関す-'5生物的要因、子ども

の自我、興味、個人の価値観、精神的発達などの心理学的

要因、子どもの生活す-'5文化や社会から要請され-'5文化的

社会的要因から9つの発達課題を述べている.日卸

幼児保育においては、一番重要な点である.幼児の年齢

と発達の程度をよく把鑓しておかなければ、幼児の活動の

ねらいとするものや、活動と発達の関係、内容の選択、方

法を思考することはできない.当然、カリキユラムの構成

にかかわってく-'5問題であり、その発達段階も、ーその背景

にある社会的要因や文化とのかかわりのなかで考慮されな

ければならない.

③は、運動あそびの具体的な内容ばかりでなく、行事の

あり方、伝承あそびの伝達方法も含め、感覚を養うための

配慮がなされなければならず、保育者自身が生活の中でど

のように文化とかかわっているのか、幼児と共感すること

が出来るか、共有体験をもてるかにもかかわってく-'5.四

季の移り変わりに伴って自然を楽しみながら歳時記的なあ

そびに触れさせることも、文化の伝達者として必要である.

保育現場では、多〈の行事がカリキユラム構成の中心であ

るため、行事に追われがちであり、経験主義的発想によっ

て行われてい-'5傾向にあり、行事の持つ意味、本来の意義

も十分に検討されるべきであろう (29).(ε1) 

④は、画一化された指導法ではなく、日清の保育場面で

その子の発達段階をふまえ、原因とな-'5ものを追求し、実

態を把握した上で各個人にふさわしい方法で個性を伸ばし

てあげることが大切である.

4つの条件を関連づけながら、幼児が自発的にかかわれ

-'5ような環境の締成をするとともに、保育者自身も幼児と

の信頼関係を十分築いて、幼児の心に触れ、その発達や興

味、関心の芽生えを発見し育てること.そして、幼児が主

主主に興味を持ち、並区虫色tこ向かう態度が身についている

というためには、幼児がいつも盆主主に関連する行動を起

こすことがなければならない.

幼児をそうした状態に導くためには、図1のように発達

と文化を真中でドッキングさせ、その中で問題〈提起され

たもの〉を解決するためにはどのような活動で、どんな内

容で、方法で課業化すればよいのかをカリキユラムメーキ

ングすることである.

おわりに

幼児保育におけるカリキユヲムは、保育の社会的機能と

関連している.日引

幼児をとりま〈環境などの変化に対応した幼稚園教育に

ついて提言《りぺ同七日引がなされ実態調査もおこなわれ

ている(3. 

それだけ社会が変容しているといっても過言でな〈、核

家族化は、子どもの育児と教育が親だけによって行われ-'5

ということでもあり、親の成熟性と自立も求められている

のである。そして年々少子傾向になるにつれて、幼児に対

す-'5保識者の期待の加熱化と、幼稚留経営の困難さから本

来の幼稚園教育のあり方からみて適切とはいえない教育が

行われてい忍のも事実である.

カリキユヲムに関するアンケート調室結果でもt引、 保

育目標、保育形態、カリキユラム作成上の方法等も固によ

る格差が激しい.保育目標も具体性においてはかなりのば

らつきがみられ、 「自然や仲間とのふれあいの中で思いや

り、感謝する心、豊かな人間性(思いやりのある子〉を育

てるJことを目標とするとした闘は少な〈、 「健康で明る

い子、物事に耐えてがんば忍子、 J思いやりがあり協力でき

弓子Jを目標とした闘では、目標が保育者の望む幼児像と

重なってい-'5.

また、宗教的色彩を色濃く出す傾向もみられ、幼児保育

の内容、方法に関しても混乱がみられる.調査結果では、

どの年齢、時期においても同}の指導形態、方法が取られ、

発達に却した配慮が十分でない.現場における保育者の幼

児の発達の実態把握不足や幼児理解の商でも、保育者が若

年に偏っている事実、経験不足から〈否困難さが指摘され

ょう。

保育現場における『何を意図して、どのような教育が行

われるのがJということが理解され忍ためには、①現在の

幼稚園教育重要領の改善を図-'5必要性があると考えられる.

それは、幼児の主体的な生活を中心に展開され、そのため

の環境構成を手がけ、幼児一人ひとりの発達の特性、及び

個人差に応じ-'5ものである乙と、幼児保育はあそびを過し

-32ー



ての総合的指導により行われるものであること等、基本的

な共通理解は十分になされなければならない.

幼児をとりまく環境の変容とともに失われた幼児の文化

としてのあそび、つまりあそび心もとりもどさねばならず、

自然の涜れの中で、②あそびを通じて、生活体験として心

や体で感じ忍ものを体験させ忍ことが、将来レクリエーシ

ョン活動〈生の充実を生む〉につながるための心の栄養素

となるものではないだろうか.

③保育者側も「あそび』をどのようにとらえ忍か、幼児

をみる確かな目と王手を養うためには、自分自身の生活に老

いても豊かな文化に触れなければならない。それには、あ

そびや余暇に費やす「時間Jに対する価値の見方を変えて

い〈ことであ吾 r自分にとって、どれだけ充実した時が

もてたのかJということがこれからの余暇時間や、そこで

の行動の価値基準として重要になるのである (2") それ

を積極的に恕めていくことが、生活や文化を重量にすること

につながり、幼児と共感し、共有体験の場を持てることに

もなるのである.

④平衡性、体支持持続時間の低下の背景にある問題点を

洗い出し、発達C;:llPした運動あそびのカリキユヲムメ}キ

ングを幼児の視点からとらえ直すこと.

以上の問題を踏まえながら、現場における幼児の実態を

観察すること.また保育者と話しあいながら幼児にとって

望ましい活動を実践するためのカリキユヲム構成の研究に

つなげてい〈ことが今後の課題である.
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幼児の運動遊Uの規定要因

運動遊び

I 研究の動機と目的

1960年代以降、つまりわが国が高度経済成長期を迎え~

や、一方中学2、3年生を対象に全国ー斉学力テストが実

施されだした.その頃から地域の中で遊ぶ子どもたちが姿

を消し始め、近年はその影響が幼児にまで及んで来ている

のである.

子どもをとりま〈話題は年々多くなり、なかでも体格は

よくなったが、体力がない、正木は背筋力の低下老、近藤

は調整能力、平衡感覚の低下を報告している.しかし、一

方近頃の子どもは rやりなさいJといわれたことは、上手

に対応できるともいわれている.要するに、自分から意欲

的に取り組み、やってのけることは苦手な子どもが増えて

いるようである.これらの原因については、先行研究の中

に多くの見解が述べられている.

たとえば、 "】常国(1981)らは、私立幼稚園の4、5

歳児を対象に、遊び場所、遊び友達の数、遊び相手及び相

手の年齢、遊び時間、遊びの種類等を調査し、特に遊び場

所については4、5歳児ともに60%が家の中で遊んでいる

ことを報告している.

またほ》菱谷(1985)は現代の子どもの遊びの実態がど

のような傾向を持っているかを、子どもを持つ親の幼児期

の遊びの実態と比較しながら考察し、その中で今日の子ど

もは、家の中で非常に受身的な遊びをしており、イメージ

を豊かに使う遊びが貧弱であり、遊び仲間も少ないと報告

している.

以上のごと〈、今Bの子どもの遊びは、必ずしも子ども

にとって主体的におもしろく遊びきっているとはいいがた

い.

本研究の目的は、科学技術の進歩により生活が合理化さ

れ、生活そのものが便利になっている時代にあって、子ど

もの運動遊びを規定するものとして生活環境全般の変容等、

社会的環境が大きく原因していることを認めながら、さら

に最も大きな要因となっているど思われる母親の養育態度、

スポーツに対する関心、幼児の遊び場、遊び友達、地域環

境などについて調査す忍ことにより、運動遊びを規定して

いる社会的背景を探ることにある。

E 研究方法

(!) 調査対象

兵庫県姫路市M保育園3、4、5歳児270名を対象と

した。

1.被験者の母鋭から幼児の養育態度

2.被験者の保育者から

①被験者の母親の養育態度の観察
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②被験者の園生活における日常生活行動、運動遊びの

観察

(2) 調査手続

調査主旨を説明した上で、 M保育園に依頼し、国を過し

て質問紙を3、4、5歳児の親(または親に準ずる人)に

配布し、続が記入したものを保育園が回収した.

(3) 調査票回収

(表1)調査票回収率

向ミ 年齢 調査枚数 回収枚数
3歳 98 98 

母親 4歳 107 107 

5歳 80 65 

3歳 98 70 

保育者 4歳 107 107 

5歳 80 80 

(4) 調査時期

自昭和62年 6月10日

至昭和62年 6月20日

(5) 標本の整理

回収率く%)

100 

100 

81. 3 

71. 4 

100 

100 

保育者からみて幼児の日常生おける生活行動から、身休

面、知能面、情緒面、社会性等について、年齢以上に発育

発達が良好と絞られたら (A)、年齢相応の発育発達に絞

られたら (B)、年齢より発育発達が遅れていると鋭られ

たらくC)と判定評価を依頼した。

以上の内容を基本として、各年齢のA、B、Cをグルー

プ分けし、それぞれを考察した。

(表2)調査対象者標本

対

象 母 続 {粟 1雪 者

性 男 女 E十 % 男 女 % 

3 

歳 38 60 98 36.2 39 31 70 26.7 

4 

歳 45 62 107 39.6 48 59 107 40.8 

5 

歳 35 30 65 24.0 45 40 80 32.4 

言十 118 152 270 132 130 262 



〈袋3)発育発達判定Z干価表 (A、B、C)観察〈保育者)

単位:人

年 A B 

齢 性 群 % 群

3 男 19 22.3 22 

歳 女 25 29.4 14 

4 男 8 7.4 36 

歳 女 20 18.6 36 

6 男 8 111.4 29 

議 女 8 1 11.4 22 

全 男 35 13.4 87 

体 女 53 20.2 72 

E十 88 33.6 159 

皿研究の結果と考察

1 保育者から観た幼児

(1)幼児のからだの発育

C 

% 事字 % 合 計

25.8 4 4.7 45 

85 

16.4 1.2 40 

33.6 4 3.7 48 

107 

33.6 3 2.8 59 

41.4 2 2.8 39 

70 

31.4 1.4 31 

33.2 10 3.8 132 

262 

27.5 5 1.9 130 

60.7 15 5.7 

からだの発育は、 3、4、5歳と加齢tこともないA群の

人数は減少の傾向を示している〈表4)が、これは発育、

発達の平均化の現われと脅えよう.また、 X2検定結果よ

り3歳 (20.114'" ) 、4歳 (25.482・・・ ) 、5歳 (24.1 

80・・・〉にそれぞれの年齢において (0.1 %)の有意差が

認められた.

(2)生活行動の活発さ

幼児の生活行動が活発であ忍かを絞ると、 A群4歳児(

82.1%)が最も高い数値を示し、他は70%台であった.し

かしX2検定の結果3歳児 (24.887・・・〉、 4歳 (23.826

・〉、 5歳(18.115・・・〉と有意差が認められ、 A群の

発育の良好な幼児ほど、動作が活発の傾向にあることうが鋭

られた.

(3)遊び仲間

保育園での遊び仲間は、 3、4、5歳児ともに友達が最

も多く、特ti:A君事では3歳 (95.4%)、4歳 (64.3%)、

5歳 (87.5%)でX2検定の結果3歳児 (16.111・・〉、 4

歳 (28.376・・・〉、 5歳(11.147・)ti:脊意差が認められ

たo 3歳児、 4緩児には、保育者に遊びを求め.'5幼児も少

人数ではあるが鋭られた.また、 1人遊びを好む幼児は、

5歳児B群 (39.2%)、男子に観られたが、これは歩べて

友達と遊べないということでなく、幼児自体が自分の遊び

-35ー

の世界~持ってい~現われと思う.

(4)遊びの工夫

幼児の遊びの中に創意や工夫が観られ.'5かo A群3歳(

38.6%)、4歳 (53.6%)、6歳 (5!i.3%)と加齢にとも

ない工夫して遊んでいる傾向は観られ忍.X2検定の結果

より 3歳 (12.932・〉、 4歳 (26.071・・・)と有意差は認

められた.B群は、 3織、 4歳、 5歳ともに遊びの中に工

夫が認められ.'5ととは少な〈、これは発育、発達との関連

の深いととを示してい.'5と思う.

(5)理解

教えられた内容についての理解を綴ると、 A群、 3歳(

65.9%)、4歳 (82.1%)、5歳 (75.0%)といずれも理

解が早いと観察された.X2検定の結果からも3歳(19.4

48・・・ 〉、 4歳 (35.273…〉、 5歳(18.863・・・ 〉と有
意差が認められたo B群31韓(50.0%)、4歳 (25.0%)

5歳 (21.6%)と数値は全体に低〈現われたが、この項目

が発達の上で個人差も大きいことを示しているものと思わ

れ忍 o O高量A群が411J.A群より低い数値を示したのは、発

育発達の平均化と思う.

(6)約束

幼児は日常生活の中で、または運動遊びの中で約束を守

ってい.'5か.

A群3歳 (65.9%)、4歳 (89.2%)、5歳 (93.8%)

B群3織 (44.4%)、4歳 (77.8%)、5歳 (62.7%)と

ー見発育発達のよいA群の方がB鮮よりも高い数値を示す

傾向が鋭られたが、いずれも有為な差は認められなかった.

(7)根気強さ

発育発達に線気強さはどのように関係しているかを観た.

A群3歳(77.2%)、4綴(78.6%)、5歳 (93.8%)で

X2検定の結果、 4歳 (27.559・・・〉、 5歳(14.830日・〉

に有意差が認められ、発育発達の良好な幼児ほど根気強い

傾向が観られた.

(8)性格の明石さ

幼児の表情はその日のできごと、特に皇室園するときに珍

しいものとの出合いがあったり、新しい製味が発見された

りすると変化すると曹われてい忍 oA群3歳(72.7%)、

4歳 (82.1%)、5歳 (87.5%)、B群3歳 (63.9%)、

4厳 (63.9%)、5歳 (41.2%)と各鮮ともに、加齢とと

もに性格も明.'5くなる傾向が織られたo X2検定の結果3

歳 (11.411・・ 〉、4銭 (13.670・・ 〉、5歳 (10.991・) 

とそれぞれの年齢において脊意差が認められた.

以上、保育者からのA、B、C群の発育発達をそれぞれ

について観たが、全般にわたって、 A群の幼児は、からだ

の発育も良好で、生活行動は活発、運動遊びを好んでおり、

圏内では、多〈の友達と仲良〈遊ぶことができる.また遊

びの中ti:創造住や工夫も認められ、物事の理解も早〈、性

格は明る〈、娘気もあ.'5ということが観られた.

B群ではA群と顕著に遭った項目は、 r理解についてJ

であり、 『約束についてJはA、B、C群の問ti:X2検定

の結果、有意差は認められなかったけれども、この項目は



発育発達とも強い関係にあり‘個人差の大さきが旬られた.

2 保育者からみた母綴

昭和30年代半ば頃の出生者から伝承遊びができな〈なっ

たと宵われている.被験者の母線は大半がこの時代の出生

である.

保育者tt母親の養育餓度について観察を依頼した目的は、

幼児の成長の上tt母貌は最も影響の強い因子と考え、第三

者からの観察結果と、母続自身の回答した費量育態度を比較

しながらA、B、C群の背景を考慮す否ためであ忍.

(1)被験者の母親は自分自身のために何か運動をして

い~と思いますか.

この質問には多〈の保育者がどちらともいえないと回答

してい蓄が、 X2検定の結果A群3歳 (23.276・・・〉、 4

織 06.170・・〉の有意差が認められ、 A群の母親はB、C

群の母続よりも運動に関与してい~ように思われる.

(2)お母さんは意織的に運動するようにしてい~と思

いますか.

幼児と意織的に運動をしてい~と思われ~母親は3歳児

A群のみであり、 x2検定の結果 (18.625・・・〉の 196水
準で有意差が認められた.

(3) 遊びtt対す~意識

A群3歳 (86.396)、4歳(75.096)、5歳(100.096)

といずれも意織の高さを示している.X2検定の結果、 A

群4直面児 (34.748・・・)0.1%水績で有意差が認められた.

意践の低いと思われているC群3篇 1名、 4歳4名の他は

怠鎗の強き、 iliIさの違いはあ~が、多〈の母貌は幼児の遊

びの内容には関心を示してい~傾向が観られた.

(4)運動遊びtt対す~行動

幼児の運動遊びに対して母親は高い意識を持っているこ

とは認められたが、実際にはど iうであ~かを観た. A群3

歳 (34.096)、4歳(17.896)、5歳 (50.096)ともに他

の項目に比べて数値は低〈、期待値t;l:示されなかった.

X2検定の結果3歳児においてのみ (18.625・・・)の有意

差が認められた.4歳児の場合、幼児と遊んでいないと思

われる母親が他年齢よりも多〈、 C群(7I.496)、B群〈

36.196) • A君事の母親 (21.4%)にも観られたが、 5歳児

にはこの傾向は皆無であった.

(5)母親の養育態度

一般に子どもの減少と絞家践が多〈なり、親子の交涜は

あるが、周回の人たち、いわゆる他人との聞に感情を伝え

たり、受け止める機会も減るー方で、子どもはますます貌

への依存が強〈なってきてい~.しかし、本研究対象の母

線には、全体から考察して、その傾向は弱〈、特にA群の

幼児の母親は受容的養育態度が多いと観察されている.

X2検定の結果にも4歳児 (18.176・・〉、 5翁 (38.887・・

. )に有意な差が認められた.一方過傑醗的羨育態度が鋭

られたのは、 3歳児C群 (40.0%)、B群 (27.896)、4

歳児B群 (34.796)、5歳児B群 (49.0%)さらにB、C

群の母親には、支配的傾向や放任的傾向も観られ~.
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以上の結果、保育者から観た母親について考察をしてき

た.その結果ょ母親自身、自分のための運動行動レベルと

しては低〈観られ、幼児の運動遊びについての関心は全体

に高〈、またA群の母親には強〈その傾向が認められた.

母親の幼児との生活態度が日頃の生活においてどのよう

な関わり方であるかを観弓と、 3、4、5歳児ともに受容

的傾向が多いように観られる.放任的、支配的養育態度t;l:

5、4歳児には少な〈、 3歳児tt若干観られた.さらにB、

C鮮の母親には過保政が多〈、放任的、支配的傾向も認め

られた.

幼児にとって、母親の日頃の生活態度が幼児の運動遊び、

生活行動に大きな影響があ~ように観られ~.そのような

ことから、母観自身が運動好きになり、幼児といっしょに

運動遊びをすることが大切と思われた.

3 母親の運動遊びに対す忍養育態度

すでに保育者から鋭た母親の養育態度を述べて来たが、

母親自身、運動遊びについて、どのような意識を持ってい

忍のか、また実際に行動レベルではどのような態度を持っ

て養育してい~のか、 II-(5)一〈表3) tt基づいて幼児

の母線も幼児と悶賞の群に分けてそれぞれを考察する。

(1)スポーツ関係の教室に通わせているか

姫路市内には民間スポーツクラブ、行政主催の親子スポ

ーツ教室、湯水プ}ルなど、大小いろいろあ~が、そこへ一

通わせてい忍母親は全般に少ない傾向が観られた.A群で

は3、4歳とも1096台であり、 B、CI撃では3歳が1096台

で、 4 、 5~置は2096台であ~.またA群5歳には一人もい

ないということは珍し〈さえ思われる.

しかし、スポーツ教室tc:通わせてい~多〈の母親は、健

康を目的とし、幼児の体格、体力の向上を願っていること

で、決して{中凋が行ってい~からということでないと回答

してい~.

(2)母親自身の運動行動

2-(1)で考察した通り、多〈の母親は自分自身の運動

はしていないことが明らかとなった.しかしA群の母親はB、

C群の母親よりも運動行動が鋭られた.X2検定結果から

も3、4、5織ともに 196水港で有意差が認められた.

(3)運動遊びの遊具、用具

被験者の全家庭tt、ボール、縄とぴをはじめ数種類のス

ポーツ遊具、用具は備えられてい~乙とが明らかとなった.

2一(3)で考察された通り、母親の運動遊びに対する高い

意識の現われがと乙にも観られた.

(4)運動遊びに対する行動

被験者lζ運動遊びをせがまれたりしたら、一緒tt行動す

るかを観た.A群3歳 (25.096)、4歳(14.396)、5歳

(25.096)も B群3歳(32.196)、4歳 (27.896)、5歳

(37.396) A、 B を比較す~と Bの方がわずかではあるが、

幼児にせがまれた時は運動遊びをす~ように努力している

傾向はみられ忍.しかしX2検定結果には有意差は認めら

れなかった.



(5)テレピでスポーツ観戦をー絡にす忍ことがあるか.

放映されるプログラムをみ'5と、大半が大人向きのもの

であり、幼児のスポーツプログラムが少ないため、乙の質

問!;t母綴自身が回答に苦しんだ気配が鋭られた.結果は全

体からみ'5と数値は低<(20%)台であり、 B群5歳児が

最も高<29.4%であ'5.との頃の年齢では親と子の興味や

関心の違いから、テレビでスポーツをー絡に観戦すること

は無理があ忍ものと思われる.

(6)遊びの内容に対する関心

2-(3)の考察の通り、幼児の遊びの内容には高い関心

を示している.A群3歳 (83.3%)、4歳 (85.7%)、5

歳 (75.0%)とA、B関係な〈、どの母線も幼児の運動遊

びには関心を持ってい忍傾向は観られたが、 X2検定結果
有意差は認められなかった.この項目でも保育者の観察と

一致が観られた.

(7)室内遊びについて

幼児が室内で遊んでいると気になるか、またその日寺は外

で遊びなさいとうながすか.

〈表4)室内遊びに対する母親の態度

気になら 時 々 気になる
年 3事 ない X2 

齢 価
N % N % N % 

3 A 13 36.1 14 38.8 9125.0 

B 14 50.0 9132.1 51 17.8 3.033 

歳 C 。。1 1 17.8 。。
4 A 12 42.9 8128.6 8128.6 

B 25 34.7 25 34.7 22 30.6 2.401 

歳 C 2 128.6 4157.1 1 1 14.3 

5 A 9 156.3 4125.0 31 18.8 

B 18 35.3 22 43.1 11 21.6 

歳 C 。。31 100 。。
(表5)室内で遊んでいると屋外遊びをすすめる

屋外遊び 時 '< 屋外遊びを

年 Z事 を勧める 勧めない i{2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 14 38.8 16 44.4 61 16.6 

B 16 57.1 7125.0 51 17.8 4.498 

歳 C 。。1 1 17.8 。。
4 A 15 53.6 11 39.3 2 7.1 

B 35 48.6 25 34.7 12 16.7 5.412 

歳 C 1 114.3 5171.4 1 1 14.3 

5 A 11 68.8 4125.0 6.3 

B 28 54.9 13 25.5 10 19.6 4;1100 

歳 C 1 133.3 2166.6 。。
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(表4)の通り 3、4、5織と加齢とともに母親は幼児

が室内で遊んでいると気にな'5傾向が観られた.また、そ

のような時に外で遊びなさい((表5)参照〕と言う母親

をA、Bの関係で観'5とAの方がやや高い数値が観られた

がX2検定の結果脊意差は観られなかった.

これは幼児に対する戸外遊びの奨励もあ'5が居住環境と

関係があるものと思う.

(8)幼児との対話

〈表6)遊びについて話す〈幼児の態度〉

年
よ〈話す 時 々 話さない
3平

X2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 13 36.1 12 33.3 。。
B 12 42.8 10 35.7 6121.4 1.802 

歳 C 。。。。1 1 100 
4 A 20 7¥.4 6 1 21. 4 2 7.1 

B 49 68.1 23 31.9 。。8.744 
歳 C 3 142.9 4157.1 。。
5 A 9 156.3 7143.8 。。
B 27 52.9 21 41.2 3 5.9 12.247・

歳 C 1 133.3 2166.6 。。
(宇 5%)

〈表6)の通り 3、4、5歳と年齢がすすむにともない、

遊びの内容について話す幼児が多〈なり、 4歳、 5歳のA

君事はB、C群よりも高い数値を示している.しかし5歳児

においては5%水準で有意差が認められ、発育発達との関

連の強さを示していると思われる.

また、幼児が話をするとき母親はどのような態度をとっ

ているのかを観ると〈表7)の通りであ忍.

〈表7)遊びについて話す〈母線の態度〉

よく聴く E寺 々 聴かない
年 百平 X2 

齢 価 N % N % N % 

3 A 32 88.8 4 1 11.1 。。
B 23 82.1 41 14.2 3.5 1.681 

歳 C 1 1100 。。。。
4 A 26 92.9 3.6 3.6 

B 68 94.4 4 5.6 。。16.443・・・
歳 C 4 157.1 3142.9 。。
5 A 15 93.6 6.3 。。
B 38 74.5 12 23.5 1.9 3.099 

歳 C 2 166.6 I 133.3 。。
。将0.1%)

多〈の母親は幼児の謡をよく聴いてい忍ように思われる.

しかし数値は低いが話を聴かないと問答した母線がいるこ

とは注目される.5歳児の母親で『よく聴こうJという姿

努がA群に高い数値で鋭られたが有意差は認められなかっ



た.4歳児には0.1%水準で有意差が認められた.
(9)遊びの実態

〈表8)幼児の遊戯行動

年 2平
よく遊ぶ 時 々 遊ばない

齢 価 N % N % N % 
X2 

3 A 25 69.4 8122.2 3 8.3 
B 16 57.1 6121.4 6121.4 7.723 

歳 C 。。。。1 1 100 
4 A 20 71.4 5117.9 31 10.7 
B 40 55.6 22 30.6 10 13.9 3.098 

歳 C 3 142.9 3142.9 1 1 14.3 

5 A 14 87.5 2112.5 。。
B 29 56.9 18 35.3 4 7.8 11.502・

議 C 。。31100 。。
〈本 5%)

降盟後、実際に時間的空間を考えた時、進ぶ時間はある

のだろうか.また子ども遣が遊ばな〈なったと宵われてい

るが、母親は日頃それについてと・のように思っているのか

を観た.3、4、5歳と加齢とともに遊戯行動が認められ、

各年齢ともA君事の幼児はよく遊んでいる傾向が観られた.

5綴児においては5%水準で有意差が認められた.

(0)遊びの内容

〈表9) 屋外の遊びと屋内遊び

理外町遊び

自泥砂昔虫*器スモ 屋町

遊びの内容を観ると、屋外遊びの方がわずかではあ~が、

遊びの糧類も多〈あげられた.屋外の遊びを種目別にみ~

と、男子は自転車、泥・砂遊び、器具(固定遊具の略〉を

好み、続いておもちゃ、水遊び、虫とりなどである.但し

水遊び、虫とりなどは3歳児t;:多く鰻られる.女子では自

転車、回定遊具、おもちゃ、ままごとである.スポーツは

種目としてあげてみたが、実際はボール遊びである.その

他の穫目は、自然の中でのか〈れんぼや、鬼ごっこ、 E草花

つみ等を楽しむとなっており、屋外遊びの内容から地域環

境の特徴が観られ~.

屋内での遊びの内容を観ると、男子はおもちゃ、ファミ

コシ、テレビを観る、女子ではテレビを観るが第1伎であ

り、お絵書き、ままごと、おもちゃで遊ぶ、があげられた.

おもちゃの内容はプロック、積木、ミニカ}、人形が含ま

れている.

遊び仲間は兄弟姉妹が第1位で、第2位t;:近隣の友達が

あげられ、 3歳児では母続、祖父母等であ~.

遊び場所は(1)家の縫、 (2)近隣の公岡、 (3)友達の家、

(4)公園の 11国であ~.

降国後のわずかな時間の中で交通事情も悪いことから、

逮〈まで出かけることもできず、おのずと身近かな者と遊

ぶ結果となっているといえよう.

特t;:3歳児の場合は、保育闘での生活で4、5歳児より

も疲労度も大きく、降調後も友達を求めて戸外lζ出るとい

うことは、発育発達の上から考えても難しいものと思われ

る.

屋内町遊び 備考

絵苗 7 モ 恩師除転 aらもと遊 ボ申 E十内寄l 本かも T ァ白計内削 〈その他〉の稽自について

車モちり U 且 l 他 鹿告 書ち V ミコ他 塵合

びゃ ツ外% 。ン科%

3 敵 43 34 15 10 10 10 。5 1127 50.4 お 15 65 7 o 1 13 125 49.6 〈外〉か〈れんt宮、散歩
a 〈内〉切り紙.カIHI
96 150.5 40.0 35.2 お.5 23.5 お.5 o 111.8 羽 4 17.6 76.5 8.2 o 115.3 〈音〉ピアノ由おもちゃ、レコ-r

男

'1. 数羽 2 E亀 9 1 10 初 。3 1107 55.7 12 15 40 10 。8 1 85 44.3 〈外〉か〈れんt宮、鬼ごっ己• 〈肉〉工作、粘土

96 121.1 初.6 13.1 8.4 9.3 18.1 o 1 2.8 11.2 14.0 31.4 9.3 o 1 1.5 〈音〉家飯田ひ〈楽器でうたう

子

E 敷 18 12 B 3 1 10 3 56157.1 3 2 1 18 5 1 10 4 1 42 42.9 〈外〉識とり
血 〈肉〉工作、カルl'とり

96125.7 17 .1 11.4 1.4 4.2 14.2 1.4 4.2 4.3 2.9 27.5 1.1 14.3 5.1 〈音〉鼻歌をうたう、レコーF

~決
自 泥砂 担 ま 器 ス モ 庫由 絵 相 ま モ 鹿由

転 " も ま ポ の 計 内骨l 本 台、 も T ま の 計 内1'1 〈その他〉町樋自について• モ ち 」ザ 且 他 屋台 書 ち v ;:: 他 鹿古
ぴ 句" と ‘Y 外% や と 外%

3 敵 19 32 10 16 17 。2 97 49.5 15 24 却 3 1 18 10 開 50.5 〈外〉花つみ、か〈れん1I
鼠 〈内〉切り紙

96 1 22.3 J7.6 11.8 18.8 20.0 o 1 3.5 17.6 28.2 34.1 3.5 21.2 11.8 〈音〉家按が，r，ートザウコドをひ〈

女

4 数 33 43 15 21 58 。10 180 53.3 11 認 51 4 1 43 11 158 46.7 〈外>7"J.レチッヲ、か〈れんぼ
a 〈肉〉人形、~Jln~ニ7・)，ミリー、 lrr紙

96 1 30.8 40.2 14.0 19.6 54.2 o 1 9.3 10.3 35.5 41.7 3.1 40.2 10.3 〈音〉担もちゃの楽器

子
E 敵 21 2 4 7 四 5 61 切.0 8 16 14 2 1 14 1 1 61 50.0 〈外〉鬼ごヲ己、1lとり、車"モぴ
趨 〈向〉粘土、折紙

96 1 30.0 4.2 5.1 10 28.6 1.4 1.1 11.4 22.9 却。 28.6 初.0 10.0 1<IP音〉カラオケ
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W 研究のまとめと課題

被験者の通園しているM保育園は姫路市にあり、園舎の

周辺には回閥、畑、小JII、広場、児童公園等があり、固で

も野菜畑を持っており、季節の野菜を収穫してい9.また

薗には、体育館、屋外プ}ル、野外アスレチック、グラン

ドと一般に見られる閏定遊具はほとんどある.カリキュラ

ムの中にも運動遊びを取り入れた保育をしている.

<)幼児の生活環境

(1)父親の職業は70%が勤め人で他は自営業(農業、サ

ービス業を含む〉が8.6%、自由業が8.6%である.母親

の70%は専業主婦であり、専門職を持つ母親は3、4、5

歳と年齢がすすむにしたがって少しずつt曽加しているがそ

れでも10%にすぎない.

(2) 祖父母との同居を観~と 3歳児 (57.8%) 、 4歳、

5歳児では30%と低くなり、核家肢の現況が観られた.

(3)兄弟姉妹については、一人子は全体で26人 (9.6%)、

そのうち 16人は男子であ~.兄弟姉妹の数は平均2.3 人で

ある.

(4)住宅環境は、住宅地域居住者==5歳児 (89%)、3歳、

4歳児(71%)、団地居住者=5織(18.3%)、4歳(14

%)、工業地域、商業地域の居住者l;t若干であった.

(5)庭、家屋の広さを観ると、 100m'以上の家に居住して

いる幼児は平均22%、51-99m'の家が49%、30-50m'の家

が29%である.また庭がある家は65.7%である.住宅事情

の厳しさは地方都市でも観られ~.

母続の養育1!1¥度から、運動遊びt;:対しての意識レベルは

高いが行動レベルは低いことが認められた.しかし、それ

らから受ける影響は薄〈、被験者は全体に発育良好、活動

的、恨気強い、理解が早い、明るい性格、屋外での遊びを

好むという傾向が観られた.この背景には、保育園での保

育者の日頃の運動遊びに対す~保育効果の結果があると思

われる.また降園後も比較的戸外で遊んでいるが、これは

近隣に残された自然が幼児の心を屋外での遊びへかきたて

ているのではないかと思われる.

浅田(1987)は「野外での遊びとは自然の中での野生の

ままの自然を経験することを意味している.子どもが力い

っぱい生きようとすれば、その子どもに備わっている生命

としての側面も精神としての側面も統一的に発揮されなけ

ればならないが、自然の中ではこれらの能力が素晴らしく

統合した形で発婦されるので、子どもにとっては、これ以

上の遊び場はないJと言っている.

被験者の幼児が遊びと意欲的1;:係わりを持とうとす~背

景には、園での運動遊びから培われた諸能力と、幼児を迎

え入れて〈れる地犠社会の自然環境がある。さらに行動レ

ベルでは消極的ではあるが、母親の70%は専業主婦として

家庭で子どもを守る姿勢をとっている.そのことが幼児が

安心して遊べる背景となっていると思う.

。反省

幼児の運動遊びを規定する婆因を探るために、生活行動

を母親の養育態度からの考察をすすめて来たが、断片的な

考察に終わり細部にわたっての諸要因については観るとと

ができなかった.今後は、各項目を横断的な分析を試みる

ことにより社会的背景諸要因との関係を追求したい。
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音楽・リズムあそUの課業1t(~関する研究

幼児教育、音楽・リズムあそび、課業

はじめに

現代はかつて日本人が経験したことのないほど物質的に

豊かになった一方で、子供遣は精神や身体の健全で調和の

とれた発育・発達が阻まれていると指摘されている.その

脊崇には、子供を取り巻〈環境が変化し、自然との触れ合

いが減ったこと、核家族化や少子家族化、婦人の就労のt普

加等により、家庭の役割や機能が変化してきていることな

どがある.また、経済的な豊さも外見だけで、余暇の時間

的なf智加に比して精神的には未成熟な社会に留まっている

ことも指摘される.

幼児の就聞E容は90%以上となり、子供達は人格形成の

基礎を築〈時期を、集団の中で育っていく.このような時

代にあって、保育に求められ"5期待は大きい.しかしそこ

では、子供逮が集団の領自Eを活かして、人や物と関わりな
がら主体的に活動するという経験を積み、子供一人ひとり

の可能性を伸ばし、調和の取れた心身を築き、健全な人格

形成の基礎を作るための適切な保育が行われているのだ弓

うか.

研究の目的・方法

音楽・リズムbそぴは、幼稚岡教育の六つの領域のうち、

「音楽リズムJに属するあそびである.音楽リズムは、指

導要領の内容が領域の性格上観念的で理解しに〈いことも

あって、 「何をなすべきかJが不明瞭であり、保育の現士号

では、手探りの状態で指導してい"5のが実状であ"5.これ

は、教員養成機関においても同様である.

現場ですぐに役立つ教材集や指導害等の書籍・保育姥誌

が多数出版されていることも、音楽リズムの特徴であり、

現場の要講を反映しているものと思われる.

音楽リズムに関する先行研究の多〈は、幼児の音楽的能

力などの実験、観察、アンケートによ"5実態調査やその分

析に基づいて現象函だけを捉える傾向があったり、西洋音

楽~上主義を前提としているなど、研究の方法や問題の捉

え方lこ傭りが見られる.教員養成機関における音楽教育の

改善を目指した研究も、音楽リズムを指導するための技能

を身につけさせ忍ためのものが多い.このような科学的、

理論的な基礎研究の還れは、教育理念や哲学の欠薄とも捉

えられよう.また研究と保育の現場での実践との連係は円

滑に行われておらず、研究のための研究といった機相を呈

しているのが現状である.

一方幼児の教育は、学校教育法に示されているように、

幼児の保護育成を略して保育と称し、幼児にふさわしい環

境を与えてその心身の発達を助長す"5ことである。幼児の

活動の中心はあそびであり、なかでも運動あそびは子供の

深山千穂子

〈女子聖学院短期大学〉

トータルな発達を促すために、特に幼児期において重要な

役割を果たす.従って保育においては、運動あそびのf旨導

に特別な配慮がなされるべきである.

本研究では、このうち音楽・リズムあそびをとりあげ、

その課業化を模索し、指導法の例示を試み"5ことを目的と

ずる.

研究の方法としては、前述のような問題意識のもとに、

音楽やリズムを音楽以前にまで立ち帰って捉え、保育内容

としての音楽・リズムあそびを位置付け、子供の発達に即

したあそびの内容を、心理指導と交錯させるという視点か

ら課業化とその指導法を探"5.これは保育現場における実

践の前段階としての試案である.

1.保育内容としての音楽・リズムあそび

1)子供にとって音楽とは

音楽は、音を媒体とした自己表現の方法であり、感情の

表現ともいえよう.

マーセJ"は、全ての感覚媒体の中で、音が最も感情と深

い関わりを持っているといっており、音楽はあらゆ"5芸術

の中で最も純粋に感情的であり、そのため人の心に訴えて

人間生活の原動力になるという (1)

子供はあそびの中で、自然に言葉や易振りを伴った音楽

活動をしてい"5.

永聞は、子供の音楽表現の発達過程を次のように分類し

ている引
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く 1>鴫語表現

a.初期の晴藷(1-3カ月〉

b.vocal play(5-11カ月〉

<2>ことば表現
a.リズム模倣表現 (7カ月一 1才2カ月)

b.ことば学習表現(I才一1才11カ月〉

<3>遊び表現
a.遊びへの表現 (3カ月一1才3カ月)

b.遊びの模倣表現 (9カ月一1才5カ月〉

c.遊びの主体表現(1才9カ月-3才1カ月〉

<4>歌表現
a.歌のgs分模倣(t才4カ月一2才2カ月)
b.歌の変化表現(1才 10カ月一2才6カ月〉

c.歌の全体表現 (2才一2才7カ月〉

<5>即興表現
a.断片的即興(1才11カ月-3才1カ月〉

b.即興歌 (1才11カ月ー3才1カ月〉



このように、歌と言葉が来分化の時代からの音楽表現の

発遣を見ると、子供の発達の中に音楽はあり、発達にとも

なって発展してい〈ことが理解される.子供の歌は、言語

表現と身体表現に関わった無意識的な自己表現であり、言

語及び運動機能の発達と深〈関係しているといえよう.さ

~に表現するという行為は、自己解放と関わっており、精

神の安定老も促す.

音楽の起源は歌であるともいわれており、楽器を持たな

い民族はあっても、歌のない民族はないという.歌は本来、

一人のための音楽であったと考えられ、人類の発展段階の

初期においては、自分の歌だけが音楽だったのではないか

という藤井の説c3)と結び付けて考えると、子供にとって

の歌も、初期においては同じように考えられる.また、民

族・文化・時代によっても、子供に内在する音楽は異なっ

たものが形成される.このことは、現在日本でこれほど西

洋の特定の時代の様式に基づいた音楽が普及し、学校教育

の中で教えられていても、日本人の好きな歌は圧倒的に歌

諮幽・演歌・民謡等である(4)ことを見ても理解できる.

子供にとっての音楽は、歌を例にしてみてきたように、

子供に固有の物として内在するものであり、言葉や身体の

発達と共にあり、子供の心身の成長にとってなくてはなら

ぬものといえる.

2)子供にとってリズムとは

胎児1;1、母続の鼓動を胎内で聞いていたので、出生後も

母親に抱かれて鼓動を聞くと安らかに眠~ことが知られて

いる.

リズムは音楽の中だけでなく、自然の営みから日常の生

活lこまで存在しており、人間は胎内の経験に始まり生涯を

リズムと共に生きているともいえよう.

子供はあそびの中で、身体の動きのリズムや言葉のリズ

ム、音楽のリズムを楽しんでいる.また、音やリズムに身

体全体で反応する.このように、リズムも子供に内在する

ものであり、子供一人ひとりが固有のリズム感を持ってい

るといえよう.

藤井は、リズムは元来自然の現象や人間の呼吸・脈拍な

どの生理的現象、さらに人間の生活やその周期などが深〈

関わっている、また、言語や労働、社会、政治、宗教とも

関わりを持ち、民自主の文化の中にリズムの基本構造が認め

られる、従ってリズムの感覚は、本来的には個人的なもの

で、しかも民族や文化によって一定の共通の特性を持って

いると述べている (S)

例えば日本文化は、水田農耕Ii:中心として展開しており、

他の水田農耕地域と悶じく、音楽はニ拍子系のリズムを特

徴とす'5.しかも、西洋音楽の二拍子とは必ずしも同じも

のではないという (6)このことは、日本人は三拍子が不

得手であ~と指摘されてい~事実とも関連するものであ弓

う.

3)子供にとって音楽・リズムあそびとは
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1)、 2)でみられたように、音楽もリズムも子供に内

在しており、元来一人ひとりが固有のものを持っている.

またそれは、心身の発達と共に変容していく.従って音楽

・リズムあそびは、、子供自身から出てくる表出や表現であ

り、自然発生約なあそびであ~と考えられ~.ここでいう

音楽・リズムあそびは、音やリズムを媒体にしたあそびの

ことであり、その異休的な活動は、歌う、聞く、弾〈、作

る、動くことである.

しかし保育という観点から捉えると、それぞれの子供の

もつ音楽やリズムの感覚を、自然に任せず、よびさまし、

発展させていくことにより、個性のあ ~J'虫自の表現を引き

出すことが、保育の果たすべき役割ではないだろうか.集

団の中で子供が音楽・リズムあそびを通じてコミュニケー

シヨンを図り、共通の経験をすることによって、音やリズ

ムを共有したり、仲間との関わりの中でそれぞれの持つ個

性を刺激し合って、一人ひとり独自の音楽や、リズムを書IJ

りあげてい<.このことが子供の音楽への興味や関心を培

い、音楽に対する判断力や価値観を育ててい<.また問時

に、その過程で様々な能力一感受性、理解力、思考力、

表現力、創造性、自主性、社会性などーを養うことは、

人間形成の土台を祭〈ことにもなる.

覚はリズム運動を、子供一人ひとりの持っている身体の

リズムを本能的なエネルギーの解放という快感のもとに十

分表出させながら、次第に身体的意識化から表現活動への

基礎のカを育てていくものであるという.乙れが幼児期の

音楽活動の土台にな~としている.身体的窓隷fとどは、身

体が感じ、身体が覚えていくことであり、奮とリズムによ

る運動経験をつむことによってのみなされるという (7)

ユ}リズミツクの!lJ始者であるダルクローズも、身体運

動を通して音楽を学ぶ方法をシステム化している.

音楽・リズムあそびは、感覚と運動の相互作用により、

音楽を身体で捉え自己のものとしてい〈あそびであるとい

えよう.

ところで、音楽・リズムあそびのーっとして、子供が歌

うことを考えてみると、自発的に歌うのは気分のよいとき

であり、歌うことによって解放感を得られることの快さが、

精神的な安定に結び付いてい<.身体を動かすこと、楽器

を弾くことも同様の効果があろう.この解放感の積み重ね

が心のゆとりを生み、将来の余暇活動につなが~基礎とな

っていく.

音楽・リズムあそびを表現として捉えると、それぞれの

イメージ老実現す~活動であ~ともいえ~.

中沢は、幼き日のイメージはその人の生涯の言動の基盤

になりうるとし、教育は主体者である子供が、どれだけイ

メージを答え、どれだけ操作力を持っかということから検

討されなければならないと指摘してい~. (引

子供にとって音楽・リズムあそびは、感覚、運動、イメ

ージ形成や精神的安定などと深〈関わっており、人格形成

の上でなくてはならぬものであるといえよう.それと共に、

幼児期はそれらを身につける適期であることからも、保育



における重要性が認められる.

図t.音楽・リズムあそびの諜業化のためのモデル

客体

3.音楽・リズムあそびの諜業化の実際

4才児の発達と、音楽・リズムあそびのねらいと内容の

例を表1に示した.
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4. 音楽・リズムあそびを阻むものと促進す~もの

1)音楽・リズムあそびを阻むもの

子供を取り巻〈時代、環境などによって、音楽・リズ

ムあそびを阻むものも変化してくる.

今日においてはまず、思い切って身体を動かし、エネ

ルギーを発散させる経験の少ないことがあげられる.

この背景には、住宅事情、道路事情、公園盤備の遅れな

どからくる遊ぶ空間の不足、幼少時からのおけいこ事など

による時間の不足、大勢の仲間や兄弟と遊ぶ僚会の不足な

どがあり、ダイナミツクに遊びを展開する経駿が少なく、

一人ないし少人数で静的に遊ぶ傾向がある.また、音や音

楽の氾濫した環境で育ち、音に対する感覚が鈍化している

こともあろう.

長時間のTV視聴により、受身の姿勢が形成され、間J走

経験のみ増えることによって感動が希薄になり、表現や剣

道の源泉となるイメージが貧困化していることもあげられ

る.その他、緩や保育者の過保護・過干渉、ないし不適切

な言葉鍋けなど、人との関わりに起因すると忠われる情緒

不安定、自発性の欠如、集中力・注意力の不足等、更に、

物質的に恵まれているため、自分で工夫してあそびを見つ

けたり、発展させていく意欲の欠如、何度でも試みるとい

った耐性の低下などがあげられる.

2.音楽・リズムあそびの課業化

1)音楽・リズムあそびの課業H:とは
既lこ述べたように、音楽・リズムあそびを保育内容とし

て提えるとき、子供の中にある音楽・リズムに関する能力

を発展させ、人格形成の基礎を築くことが保育の諜題であ

る.本縞でいう課業とは、子供の自発的なあそびを妨げず

に、子供の発達課題を保育者側にある文化と絡ませて、子

供の可能性を引き出し、伸ばしながら、あそびが発展、変

容するように銀助したり、モデリングとなったりする保育

の方法をいう.

重要なことは、子供を主体とすることであり、子供の自

発位を尊重し、興味や関心を促して、意欲や創造住を養う

ことである.また、発達課題，;t、子供一人ひとりによって

異なり、保育者側がその個性を見分ける目を持つことが必

要となる.

音楽・リズムあそびの諜業化では、まずこれらのあそび

の持つねらいをどう捉えるか、そのためにはどうしたらよ

いかが課題となる.一つには、音楽やリズムを通して人間

形成を促す乙とであろうし、あそびの中で、子供に充実感

や成就感を味わわせることも重要であろう.そのためには、

ダイナミックな活動が保証されることも求められる.

音楽・リズムあそびは技術にとらわれがちな活動である

が、技術より先に感覚を養うことが、あそびを豊かにして

いくことの前提であり、あそびを発展させるために子供が

技術を必要と感じたときに、初めて技術は意味を持ってく

ると思われる.

環境を!lえて雰囲気作りをし、一人ひとりの個性を認め、

あそびのきっかけを与えたり、発展させたり、励ましたり

する適切な言葉かけをレ、共に楽しむことが保育者の課題

である.
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2)音楽・リズムあそびの課業化のための毛デル

音楽・リズムあそびの課業化のためのモデルを試みると

き、その中心にな~のは、 「表現」である.表現は、文化

や自然などに関わる緩駁の蓄積によって、 E事覚が鋭敏にな

り、主体の変容していく過程で感動が生じ、自然な表現欲

求により外化したものである.主体における経験は、知識

とも捉えられ、感動は感情でもある.経駿、感動、運動は、

たえず文化と関わりながら、調節、同化というサイク)j，で

幼児の発達に即して深化していく。これを繰り返す毎に感

覚、表現力、リズム感など、表現活動や音楽・リズムあそ

びなども深まっていく.

ここでいう文化とは、子供を取り巻〈環境をさし、自然

を始め、社会、家庭、そこで子供がかかわる人やものすべ

てを含んでいる.

一方、音楽・リズムあそびの内容は、子供の発達により、

年令と共に発展してい<.これを表したものが図1である.



表1.音楽・リズムあそびの課業化の実際

(4才児〉

発 違 あそぴ ねらい 内容

3才迄の一人あそ うたあ 友達と一 友迭と一緒

ぴや平行あそびか そぴ 絡に歌う に知3てい l

ら皆と一緒にあそ -'5歌を喜ん

べるようになる で歌う，9' 

自己のリズムを外 リズム 幽に合わ 音楽に合わ

界のリズムに合わ あそぴ せて身体 せて手を叩

せて調豊富す-5こと を動かす いたり、歩

が出来る (111) いたりする

全身を使う違動が 動きの のびのび スキップを

活発になり手指の あそぴ とリズミ する (t1) 

動きが巧みになる カ)j，な動 リズミカル

きを楽し な動きを好

む んでする

想像力が伸び、言 きくあ いろいろ 楽擦の音色

議の発達によって そび な音色を や響きに輿

イメージを言語化 聞き分け 味を持ち、

できる る 感じを言葉

で表せる

音楽の持つ

感じを言葉

で表現でき

る

友達に目が向く 友達の歌 友達の歌や

仲間意識・連帯意 や演奏を 演奏を喜ん

識を持つ 聞く で聞くよう

になる

2)音楽・リズムあそびを促進するもの

i援に音楽・リズムあそびを促進する条件として、情緒や

自発性が育っていること、感性が豊かであること、好奇心

が妊盛であること、リズムや蓄に敏感に反応す-'5こと、適

切なモデリングが与えられていること、自由が認められて

いること、更に緩や保育者の言葉掃けが子供に励ましを与

え、好奇心を促し、遊びを発展させていくのに適切で、子

供にとって共感を持つことが出来るものであることなどが

あげられる.また、マスメディアについても情報や刺激の

与え方によって、関f産経厳であっても豊かなイメージを苔
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積させることが期待できる.

音楽・リズムあそびを阻むもの、促進するもの何れもが、

親の養育態度や保育に関わる邸分が多〈、人間として調和

のとれた成長を阻むもの、促進するものとも共通している

ように，思える.

5.音楽・リズムあそびの指導法

1)音楽・リズムあそびの心理指導どは

保育の原点は、子供を主体として、それぞれのもつ可能

性を伸ばし、全人格的な基礎を築くことであろう.そのた

めには、保育者が主体となって画一的に指導するのではな

く、各々の個性を尊重し、子供の心理に働きかけ、子供の

自発的な活動を支えていくことが求められよう.

保育内容としての音楽・リズムあそびの指導は、とか〈

保育者が主体となって行われる傾向が強い.植岡は、リズ

ム遊び、身体表現、楽器あそびにおいては、調査した範囲

では全てが、保育者の誘導ないし翁示によるあそびであっ

たという.あそびを進める方法も、これらのあそびにおい

ては子供には意識されておらず、子供は保育者の指示に動

かされていたと述べている.また、運動、リズムあそびで

は、子供が主体的・創造的に活動できるように働きかけた

例が僅かにみられるが、楽器あそびではみられないと報告

している (12)

この様に、音楽・リズムあそびにおいては、子供の意欲

を高める指導はなされにくい.これは、文化の伝達に保育

のねらいが傾き、保育者が子供に求める水準も、子供の発

達に比して高くなっていることの現れと推察される.

2)音楽・リズムあそびの指導法の実例

以上のように諜業化、発達とあそびの内容、あそびを阻

むものと促進するもの、心理指導について述べてみた.こ

こでは試みとして、 4才児を対象とし、実際の指導法の例

を、前述した発達とあそびの内容に心理指導を交錯させて

示した。

例 1

保育者は、カマボコの板や、コップ、空かん、短い木の

棒など、身の回りにあるもので、工夫すれば音の出そうな

ものを用意し、子供が自由に触れることの出来る状態にし

ておく〈コーナーなどにまとめておく). 

二、三人の子供が興味を持っていじっている.そのうち

叩くと音の出ることに気付く.音を試しては聞き、叩き方

によって音の響きや音色に生ずる変化に関心を示す.

保育者は、子供がうまく音を出して遊び始めたのを見て、

興味を持って近付き、仲間にいれて欲しいと頼む.保育者

も初めは子供と同じように、いろいろな音を出して一緒に

進んで楽しむ.

それを見て、他の子供達も傍らにきて}絡に遊びたがる.

子供速は、保育者や友達の出している奮を、興味を持つ



て聞き合う.

保育者は、いろいろなリズムで試してみる.子供達は、

模倣して楽しむ.保育者は、子供の反応を見ながら、強弱

をつけたり、速度を変えたりしながら、子供とリズムの蹄

合いを楽しむ.

この活動では、既製の楽器を使わず、叩き方も、出て〈

る音も綴々な可能性を持っと思われるものを、子供が自由

に触れられるような状態にして、何日かコーナー応出して

緩子を見ることから始まる.子供のうち何人かが、音を出

すことに気付いたときからあそびが始まり、保育者も一緒

になって楽しみ、あそびが発展してい〈ようなきっかけを

与えている.また保育者はモデリングともなっている.

このようにモデリングとなるためには、保育者はあそび

の状態を見~目を持ち、進行状況を把握して、あそびに関

わる適切な時期を姻むことが必要であ ~o

f7~2 

ある日、岡庭に小鳥が飛んできた.子供達の何人かが小

烏を追いかけ、鳴き声に興味を持って僕倣して遊んでいる.

しばらく子供達が熱中して、あそびが頂点を越えた頃、

保育者は「ことりのうた」を、無伴奏でリズミカル応、感

じをつかんで歌う.

子供は、ピピピピビ、テチチチチ、ピチクリチィ・・・の箇

所を興味を持って聞き、その部分から後倣が始ま ~o

保育者は、小鳥の鳴き声を模倣していた子供達に、 「さ

っきの烏は、歌の小鳥のように鳴いていたのかしらJと間

いか，t~.

子供達の中でいろいるな烏のイメージがふ〈らみ、おも

いおもい烏になったつもりで、身体の動きを伴いながら、

『ことりのうた」を歌い、友達の歌も聞きあう.

この活動も、子供達の自発的なあそびの中からきっかけ

を姻んで、あそびを展開した.子供が興味を持った烏の鳴

き声を活動の中心とした.この活動には伴奏楽器を使用せ

ず、音程やリズムのずれより、一人ひとりがイメージを錨

いて歌うことにねらいをおいた.この曲の特徴でもある付

点のリズムの歌い方によっても、胞の感じが全〈違ってく

ることに気付くこともねらいにおいた.子供の歌の上手、

下手よりも、保育者の歌う歌の質が関われよう.

おわりに

臨時教育審議会は、最終答申において21世紀に向けて

の教育改革の視点を述べている中で、芸術、科学、技術等

のあらゆる分野において必要とされる資質・能力として、

r創造力・考え~力・表現力J の育成が重要であることを
強調している (13)

本研究で取り上げた、音楽・リズムあそびも、同じ能力

を育成するために、特に幼児期において必裂なものである

ことは既に述べた通りである.

この研究を通じて、傑育~;t保育者の問題であることを再

認識させられた.保育者自身の原体験の欠如や、感情的な

未熟成など一基本的には幼児期に身につけておくべき資

質であるがーが、子供の成長に与える影響は計り知れな

い.

これらは向時に教員養成機関の課題でもあり、豊かな人

間性を備えた保育者の養成が求められよう.保育者は、保

育の専門家であるという自覚を持って自分自身を高め、次

代を担う子供遠の教育に当たって欲しいと願う次第である.

なお、本研究は試論の段階であり、今後は保育の現場で

の研究を重ねて、深めていくことが、私自身の課題である.
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保養 生活習慣 成人病 セルフ・ケア

はじめに

近年、労働者の高年令化にともなって企業内での成人病

対策の重要性が指摘され、行政上でもシルバー・ヘルス・

プラン H などの健康増進施策がすすめられてきている。こ

れらの目的は、企業において中高年令労働者の総合的な健

康教育を徹底し、自主的な健康づくりを行うため、労働者

が生涯を通じての健康の保持・増進を念頭にセルフケアに

とり組むことを目指したものである。即ち、生活リズムの

中に必要なヘルスケアを組み込んでいくのに必要な運動や

健康教育、衛生教育とその環境づくりを実施訂している。

今後、産業での急速な技術革新と合理化の進行や経済状

況の変動との関連で中高年令労働者の健康が更に悪化する

ことも ~lt3. ..引されて、これら年代のトータル・ヘルス

・ケアの重要性は益々増大していくことも考えられる.従

って種々の成人病の慈化予防については、精神衛生管理な

ど他の重要課題と共に、大きな関心が向けられているとこ

ろである・ h 酎

保養とは「健康を保ち、養うJとの語義"を有する。保

養学研究会 10) は設立の趣旨で、 「具体的には、生活のし

かた、労働と休息のあり方、余暇・転地保養などの効用、

日常生活のスポーツやレクリエーションなどの積極的休養

・鍛練の有効な活用、などについての理論的、実践的な探

究の学際的な研究Jの重要性を掲げている.

今回著者らは、企業での中高年令労働者の健康に係る福

祉事業のあり方として、従来の成人病健康診断や人間ドッ

クなどの「疾病発見J型の施策のみでなく、ライフスタイ

ルの改善につながるような積極的な施策が展開される必要

があると考えた。 11，1 Z)その試みのーっとして、約12.000

名の被保険者からなる某金融業の健康保険組合において、

中高年の小集団を対象に、温泉のあるリゾート地において

短期間の保養活動を実施し、その効果を検討してみた。本

学会では、短期保養実践に対する終了直後の主観的評価及

び保養実践が各人のその後の生活習慣に及ぼす彫饗を追跡

的に調査したものを報告する。

短期保養の概要

l 短期保養実践の目模 短期保養実践は、労働から

離れた自由時闘において主体的、創造的行動により生活習

慣の改善を図り、そこでの行動と効果の確認を通じて、そ

の後の労働と生活に健康的な状態が保持しうるよう、意識

の向上と行動の変容につながる動機づけがなされることを

目標とした.

2 保養の期間と実践課題 期間は5泊6臼とし、期

間中の実践課題として、.禁酒と禁煙、・温泉入浴、クワ

山崎律子(余暇1m勉研究所}

ハウス 13) の利用によるリラクゼーション、.自然との触

れ合い、森林浴 1川や空気浴・日光浴 2引、・適切な運動

と体力・運動能力の自己点検、.望ましい食生活の学習と

調理実習、.喫煙や過剰飲酒、ストレスと健康への膨響及

びその図避方法、運動と体力の学習、などである。期間中

の活動プログラムは、鍛練(トレーニング)、リラックス

(精神的休息)、交滅、自省t川の 4本柱を考え、具体的

内容は表 lに示した。なお、食生活に関しては、期間中は

殆ど旅館食によったが、足立らの提唱する食のバランス

(主食・主菜・副菜) 17・3引と塩分量の調登について実習

を各 l図ずつ、 『昼食弁当づくり」を兼ねて実践した。

3 参加者の選定 参加対象者は、前記健康保険組合

が被保険者を対象に毎年実施している35才以上の成人病健
康診断受診者のうち、なんらかの異常所見を有し、日常生

活の改善によって、容易にその所見の安定化や改善がはか

られると医師によって指導された者。具体的な異常所見及

び疾病名としては、高血圧症、槍尿病、肝機能障害、高度

肥満(肥満度120%以上)、消化性j貨場、自律神経失調症など

心身症的な疾患等をあげた。参加者数は、北海道から九州

まで全国の事業所から男子30名であり、本人の参加意志の

表示にもとずき、事業所が推薦する形をとった。平均年令

は45.2才(S.D. =3.58)、最高53才、最低40才で、原則とし

て薬剤の綴用者は対象としなかった。

4 実施場所と実行スタッフ 実施場所は、清浄な空

気、水、緑があり、かっ憐全な環境下にある温泉地で、短

期保養の目的、目標に合致する施設の提供が可能な地域で

あるN県下N温泉地とした。

実行スタップは、医師2名、社会体育の専門家及び指導

者5名、栄養の専門家3名を配置し、クワハウスでの入浴
指導及び森林浴指導などに関しては、日本健康開発財団と

地元N町のクワハウス担当者の援助を受けた。

実施時期は1986年9月8臼夕方より 9月13日午前中まで
である。

調査の実施方法及び結果の処理

1 事前の調査 1986年9月1日-7日実施。イ)基

本調室として自覚的健康鋭、健康法、仕事と余暇の考え方、

参加への期待と目標の有無など。ロ)生活習慣の実態調査

9項目。イ)、ロ)とも自記式質問票を用いて郵送法で行

った。各項目に対する回答にあたっての評点は、 r 1 =好

ましい{望ましい)、 2=どちらかといえば好ましい、 3

=どちらともいえない、 4=どちらかといえば好ましくな

い、 5=好ましくないJの5段階法を採用した。

2 期間中の調査 イ)全プログラム終了後に、主観
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的評価を簡単な自記式質問票(5段階法と自由記述)に記
述を求めた.ロ)全員の体力レベルを把握するために、ェ

アロバイクを使って全身持久力を測定した。

3 事後の調査 1986年12月10日-20日。短期保養実
践の生活習慣に及ぼす影響をみるため、イ)生活習慣の実

態 (5段階法)、ロ)保養期間中に各自が意識した改善目

標の達成状況(自由記述)、生活・健康・仕事・職場面へ

の彫響(自由記述)を、 3ヵ月経過した時点で調査した。

生活習慣の変化の判定基準は、 (事前一事後)の評点が、

マイナス得点を「改善J、プラス得点を「後退j、ゼロ得

点を「変化なしJに分けた。 5段階法で回答を求めた結果
の集計は、いずれの調査も単純集計を施した後、各項目}jIJ

および各領域別の平均値で示し、図表化した。

事前、期間中、事後の各調査の有効図答は30名、回収率
は100%である。

結果

l 短期保養実践に対する主観的評価
短期保養実践終了直後に、 30入に鴎いた印象や意見を示
したのが図1である.

イ)短期保養全体について

保養実践に対しては26名(86.7%)が期待感をもって重量加
したが、期間中の体験に満足した者は28名(93.3%)と、大
部分が肯定的評価をもち、否定的な者はいなかった。また

参加前の目標の有無では、具体的にもっているが12人で最
も多く、漠然ともっているの9人と合わせ21名(70%)であ
ったが、当初の目擦が逮成されたとする者は23名<76.7%)
であり、少しもつことができた3名を含めると26名(86.7
%)と高率であった。 r全くなしJは1名であった.事前に

参加目療をイメージできなかった者;/)~9名(30%)であった
ことは、参加者選定の方法に課題を残した。

ロ)保養実践の内容について

全体のプログラムについては、参加者全員のうち23名
(76.7%)が満足したとしているが、やや不満とした者も 5
名06.7%)あった。運営に関しては、 l名を除いて29名
(96.7%)が円滑であったとしている。運動のi量的な実感で
は26名(86.7%)が適当としたが、 3名が不適当とし、その
理由は、個別の運動処方を望んでいたからとしている。

調理実習やレクチャーについては、時間的拘束をともな

う内容であったが、前者では60%が良かったとしているも
のの、 40%が『どちらともいえないJとの評{薗をしている。
後者は86.7%が良かったとしている。成人病予防に関する
学習意欲の高さがうかがえる.

ハ)期間中の疲労、睡眠について

身体疲労が残らないとした者は12名(40.0%)、残った者
14名と約半数であり、強く残った者は2名であった。事前
調査では、健康法に運動・スポーツの実施法を具体的に回

答したのは延べ 8入であったが、 「全くしないJが10名
(33.3%)である.しかし、運動量は26名(86.7%)が適当と
感じ、身体の軽重感は14名(46.7%)が軽く感じたとしてい

る。また、精神的疲労は残らないとした者は25入(83.4%)
である。これらのことを考えると、身体疲労が残ったと感

じた者は、運動量の「多さ」・「強さJからではなく、日

常生活圏域と異なった広々とした環境下での行動範囲の大

きさからの「くたびれj 感が身体疲労感として自覚された

ものと推測される。期間中の睡眠は、よく眠れたとした者

が半数以上あった反面、あまり眠れなかった者は7名(23.
3%)あり、集団行動や睡眠環境の変化にスムーズに適応で
きない者のいることを示している。

ニ)今後の生活と健康づくりへの動機づけ

保養実践での成果、教苗1¥として、 「普段の生活や働き方J

と「今後の職場での健康づくり Jへのヒントを得たかを聞

いたところ、前者では24名(80.0%)、後者では22名<73.3%)
が、 「得た」と回答した。具体的意見をみると、健康点検

の機会、中高年の意識変革の機会、といったイベントの意

義・役割に関するもの.生活改善への展望をもっ、心身の

リフレッシュ・リラックス効果、心の糧、新しい人生観の

芽ばえ、一生の思い出、など心想的効果に隠するもの。さ

らに、成人病予防への啓蒙、報告会等でのリポート、情報

交換、禁煙とエアロピクスの実践・普及、リラックス体燥

の励行、健康デイの励行、無灰皿・階段昇降・月 1闘の運
動、等々の職場におけるとり組みの具体策が提示された。

2 短期保養実践前・後の生活習慣の比較

(1) 平均値及び改善目標の達成状況から

短期保養の開始前と 3ヵ月経過時の生活習慣の比較を、

評点の平均値(%)で示したのが図2である。
イ)仕事、生活、休養、健康について

大きく変わったのは仕事の状態で、多忙とする者は25名
(83.3%)となり、前に比べ19名(63.3%)と著しく増加した。
これは調査期闘が12月となり、金融業にとっては年間で最
も繁忙期であることが反映されたことは明らかである。こ

ういう仕事の状態のもとで生活リズムのバランスは、 fや

や乱れているJが8名から 4名に減り、 「ややとれているJ

が7名から13名に増えた。休養は、 f十分Jと「どちらと
もいえない』が減り、 「やや十分Jと『やや不十分Jが増

えた。休養の工夫では、 「あまり心がけないJと「心がけ

ないJを合わせて17名(56.7%)から8名の半分に減り、
「いつも心がけるj がl名から 5名へ、 「やや心がけるJ

が6名から12名に増え、合わせて7名(23.3%)から17名
(56.7%)と大きく増加した.睡眠時間は前・後で殆ど変わ
っていない。これら5項目の前・後の比較から、 3ヵ月後
は仕事の忙しさは増したが、休養のし方に心がけ、生活リ

ズムの確保に努めている様子がうかがえる.そのような生

活状況のもとで健康の状態は、病気で医者にかかることが

ある者は4名から 1名に、不縄が多い者が2名から 1名に、

時々調子が悪いとする者は10名から7名に減少した。一方、
調子が良かったり惑かったりする不安定な体調とする者が

2名から 8名に増えたのは、業務の繁忙が影響したことに

よるのではないかと考えられる。
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ロ)運動、飲酒、喫煙の習慣について

運動・スポーツの実施状況は、週1回以上実施する者は

7人(23.4%)から13入(43.3%)と倍加している.表2の達
成状況では、目僚に掲げた者4名の内、全く実施していな

かった2名が実施した。全体では15名(50.0%)の半数がな
んらかの運動を意図的に実施しているが、その内、参加前

は全く実施していなかった者が4名である。 r未実施J7 

名中、前・後とも実施しない者は2名である。このような

結果をみると、保養実践は、運動・スポーツ習慣形成に全

体として一定の影響を与えたと評価してよいのではなかろ

うか。

飲酒頻度は、 f毎日Jが15名から 6名(20.2%)と5割以
上に減少したが、 r 5 -6日」は3名から 8名に、 r 1-

2日J も1名から 6名に増えた。表2をみると、事前に節
酒を目標に参加した 3名は、達成したとするのが2名であ

る。回復とはしなかったが節酒を達成したのは4名、努力

する者9名である。事前の飲酒率は25名(83.3%)であった
が、事後「休肝日」の定着した者は6名(24.0%)、努力す
る者9名と合わせると15名(60.0%)となり、かなりの改善
率を示している。

事前の喫煙率は11名(36.7%)であるが、事後では r30本J
の2名と r40本Jの1名が禁煙した。逆に「吸わない~数
本」から r20本Jに増えたのが l名いた。表2では、事前
に禁煙・節煙を目標とした 4名の内、禁煙を達成したのは
2名、努力中はl名、未達成も 1名である。目標としなか

ったが禁煙を達成したのは l名、節煙がl名である。事後
の禁煙達成率は、 14名中(数本喫煙の 3名含む) 6名、
43.0%となる。節煙に努力する者を含めると57.0%(8名)
で、改善目療とした者の半数以上となる。喫煙習慣が高い

率で改善されているといえよう。

ハ)食生活について

表2の改善目標の達成状況の食事・栄養をみると、自分
なりに食事の内容または量をコントロールできているとす

るのは15名、コントロールに心がける者5名、塩分・糠分
のコントロールができているとする者3名、規則的食事に

努める者 l名となり、全体で24名(80.0%)で、大部分が食
生活の改善をはかっていることが示されている。

ニ)生活、健康、仕事、職場について

トータル・ヘルスケアの観点から、生活、健康、仕事、

職場の面での保養実践の影響をチェックしてもらった結果

が表3である。生活面では12名(40.0%)が、保養実践後は
家族や妻が積極的に「自分Jの健康づくりに協力するよう

になった、と答えている。また、健康面で目立つのは体重

の減量に努力する者5名、 定期検診を受診する者は2名
であった。

仕事への対応、働き方では「ゆとり Jをもって働けるよ

うに心がける者が13名(43.3%)もいることは注目される。
3名が今まで以上に「積極的Jな働き方を願望している。

職場の函では、保健街生委員会など、公の場で保養実践の

報告をしたとする者は 14名(47.0%)、祭煙や節酒をなん

らかの形で具体的に提起ないしは実施したのは10事業所、
事業所内での体爆実施は3事業所となっている。

これらをみると、保養実践は参加者各人の公私にわたり

健康教育、衛生教育としての役割を果たしたことが明らか

である。

(2) 得点内容から

(前・後)の得点が1点以上の増減があった者の実数を
示したのが表4である。表5-1・2は、 (前・後)の得

点差別に分けたものである。表6-1・2・3は、得点の
増減はどういう評点パタ-~にみられるかを示したもので

ある。ここでは評点パターンの結果をみることにする。最

も望ましい改善パターンは(ー →+  +)であり、次いで

(一一→+)である。表6-1 . 2から改善パタ-:-'の項

目をみると、 (一一→++)の者は、喫煙の l名のみであ

るが、 (一一→+)では、健康状態、飲酒、運動が各 l名

で計3名となっている。飲酒、喫煙、運動習慣の内容から

いって、評点ランクが lランクでも減少すれば習慣の改善

とみることができる性質の項目である。したがって、内容

の違いはあるものの、習慣が改善された者の合計は、欽酒

頻度は25名中14名、喫煙本数は14名中6名、運動実施は20
名中12名となる。習慣の後退をみた者はそれぞれ2名、 l
名となる。明らかに改善パターンを示した者が多い。後退

パターンの 6名中5名は、評点の変化が lラシクである。

まとめ

短期保養実践の最終的な効果は、参加者の1. 2年後の
生活習慣や身体の状況を観察することによって得られる。

今回の試みは、保養の体験の快適さを実感し、自己の身体

的・精神的状況の改善を認識し、さらに日常生活に復帰し

てからのうイフスタイルのよりよい形成の動機づけを行う

ことを目的としたが、その意図はほぼ達成されたものとい

える。

l 短期保養実践の主観的評価 岩崎の報告では、議

林内環境下での運動の効果測定で心理面については良好な

変化を認めた'引としているが、著者らが行った保養実践

終了直後の質問紙調査でも、大部分が満足感を育し、かっ

何らかの具体的目標を「達成したJないし「持てたj とし

ている。しかし、少数の参加者に、運動の方法や活動全体

への拘束感などについての不満が残ったことなど、今後こ

うした活動を展開するうえで、参加者の自発的意思にもと

づく行動の保証と同時に、対象者のより正確な把獲の条件

として検討を加えるべき課題である。

期間中の身体疲労では残ったとした者が少数にみられた

ものの、運動登1;1:大部分が適当であったと答えている。参

加者全員の体力水準を把握するために全身持久性テスト

( 6段階評価)を行ったが、 『優れている」は11名(36.7%)、
「普通Jは9名(30.0%)、 f劣るJが9名であり、全体と
しでは普通の水準にあるものといえよう。期間中は種々の

身体活動プログラムを組み込んだが、主観的運動強度は適

当としたものが多いことから、各自の体力水準に応じた運
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動強度のセルフコントロールが順調に行われたものと考え

られる.とはいえ、身体活動プログラムの消費カロリーを

概算すると、高い値で 1500~1000 kcal/目、低い健で800
~500kca1/日ぐらいであり、一般人に必要とされる運動量

(仕事以外)の大まかな白安とされる 100~250 kcal Z的、
あるいは中年では心拍数が 100~400 拍/分の強さの運動

を20~40分/日の実施Zt)に比べ、全体としてかなりの運

動量をこなしており、疲れの感じ方が少なくても、本人が

感じている以上に身体に負担がかかっている 2引との意見

もあり、今後の検討課題である。なお、旅館食の援取熱量

の平均は足立ら口〉が分析し、最高は3日目の2846kca1/ 

目、最低は2日目の2021kcal/日であり、 40~50歳男子の

エネルギー所要量2200~2300 kcalz引をやや上まわったよ
うである。

2 保養行動による身体の変化 上畑2引が測定し分

析した、体重、血圧及び血清生化学的所見では、 「開始2
日目早朝での測定値を前後値として比較した結果、生体の

ホメオスタシスの維持機能が作用している良好な結果が得

られたj としている。分析結果の一部を示したのが表?で

ある。著者らは、期間中の身体状況の改善の主要因は運動

によるものか、運動以外の要因によるものかを明らかにす

ることが今後の課題と考えるが、今回の保養活動での心身

への良い影響は、人間一自然環境におけるー種のアメニテ

ィ効果Zb)が生じたものと考えられる。

3 短期保養実践前一後の生活習慣の変化 保養活動

の成果・効用を実感した参加者の、日常生活に復帰してか

ら3カ月後における生活習慣は、年間で最も業務が繁期に

あったために仕事が忙しいとする者が増加し8割を越えた

が、休養のし方に工夫をこらす者が大幅に増えた。このこ

とは、残業の多い労働者では過剰飲酒が多く、蓄積疲労の

傾向が強いとの報告Z刊等から、相対的に労働時闘が長く

なり、労働負担が高くなったことで、疲労の蓄積を防ぎ、

生体リズムのバランスを保とうとする意識が働いたものと

推測されるが、そのような意識に保養体験がー定度の影響

を及ぼしたことも考えられる。

飲酒、喫煙、運動、栄養の習慣では、各人の具体的な改

善目標と内容は異なるが、保養体験が契機となって、明ら

かな改善を示している者も少なくない。セルフケアの結果、

成人病検診の再検が少なくなった者 l名、体重の増加

( 6 kg) と減少(6 kg)に成功した者、あるいは酒席欠席

・睡眠確保で血圧の改善をみた者や定期検診の受診、エレ

ベーター拒否、暴飲を慎む、といった行動の変容を示唆す

るものもある。職場への対応では、ヘルス・ケア・リーダ

ーの任務を自覚した立場からのアプローチも、多くの事業

所でみられた。

4 短期保養実践の評価 以上にみたような成果と効

果は、積極的な身体活動による運動量の消化と禁酒・祭煙

や規則的な食生活などによる影響とともに、日常生活から

の一時的な脱ストレス状態での森林浴、温泉浴などによる

精神的リラクゼーション、自他の生活と労働、健康等に関

する情報交換と交流などのトータルな行動からの複合的効

果として評価されるべきものと考えられる。しかし、少数

の者にとっては、家族から破れての生活や半ば強制的な禁

酒・禁煙及び集団生活からの不自由さ、拘束的状態が逆に

ストレスとして負荷された可能性も考えられる。

5 ライフスタイル改善への動機づけ 成人病は習慣

病ともいわれ、その予防にとって禁煙、節酒、運動、栄養、

ストレスのセルフコントロールを中心とした生活習慣の重

要性が強調されている。武藤らは、 「健康指標を自己の過

去のデータと比較することが、健康教育で重視されている

行動の変容の動機づけとして役立つのではないかj との意

見Z引を述べているが、 3ヵ月後の喫煙量、飲酒量、運動

量、食生活に少なからぬ改善がみられた。今後、保養体験

と「よりよきライフスタイル形成及び維持の行動変容の動

機づけJZ引との関係を追求し、保養行動の効果測定、生

活習慣の分析方法やチェックリスト項目 3引の検討が課題

である。
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表 4短期保安前・後町生活習慣の変化〈前一後}
(N  -30 ) 

本} !~X以上の変化があ勺た者

表弓 .-1 ~ï周If民禿jj;j 'I:圭の生活i!:f目( 9項目的総得点の前一f量}
(N-30 ) 

uh悼
pa--

来変化なし:0人

表 5-2 飲酒・喫煙・運動習慣の変化(前一後〉

表 3 短期保養後 3カ月経過時の自己点検(自由記述}

阪一 生活の函 健康の面 仕掛の面 職 場・の 函

1生活リズムが統目IJ的 好がけましいλ間関係の'L保健衛生委員会・股員会話で報告

2 I食夕事食作は震。の直研究・実行血酒圧席K失注席意，睡・改眠磐確保 I芭律量相宝当断者定会の話場・所プでP喫7煙タ.代罰理聞置の笹記金主号‘回盤量覧.保健樹
3 万司Ht無理を Lない ゆとりを持つ 朝礼で啓発

4 健康管理意訟もつ 喫ー禁煙の話し合い

5 内部材関紙K投稿予定

6 ゆとりt持つ 毎月一回健康憐設デ計画

一一一一 一一一一一一一一一
7 

8 

9 
睡包健検塁眠診康J確管E14思保次L意，てー諏エokレベ d 

明るい対応 ノ ヱレベ タ 目標，食事の話

r'込て町日明lhiて咽阿ilili..反抗 話題1f1'え，中と勺もて iつI町:し、い前作煙業の民す勢す.め年体 .mnb1ïi:{~ 叫帯主の IIëい
10 止の耳s、 品 歯・L‘"いでる る

I} mレ'Plilジ'fI で?のストレ;<jJみを械らす 禁冊目の設定，報告会開館

12 
体重 6kg増加(o. k) 窓口係節煙のすすめ

13 家族が健康に真剣 l(ff!j釘対応n草lleり)ゆるとりとはりあいもて 話，執筆陀よる啓蒙

14 生活 X ム炉規則的 定期的慣診又診 正E事壱莞在ぽIT託、 保健衛生委員削修舎で報管

15 健く康変化K均して要か穴き 睦腿確保，間食断つ 無理主く楽しく る 揖ス理実施・杯肘闘の.，.，め。中高年者のクワハウ

16 
家Jij;ー唱で行動 桔体重詮減努力，定期的 積極的宮動をとる 健康管理担当会聾報告，職場体操の励行

且詮
..ーーし一一一

17 時々&IilJ理する 体重6旬減少 (o.k) 中とりを持つ

18 J夕食がをけ家る族でとるよう
報告，職場環境民留意

19 歩行(運動)埼える 営窪業で室のでの禁煙(気管支炎入院者復駿後}会
窪鍾否盤自主

20 

21 子り串どJもgとスポ シL.t. 積極的ン.な雪Eレ際タをリ豊エb 
ショ ‘K 

22 生音措活リズム， バランス 保措健助衛京生控委員研修会で報告. クワハウス利用

23 
無理をLない

24 
饗が食事K注意 暴言記慎しむ 体験を話す。営業室9時-15時禁煙

25 裏予面ν主食ピ事離れK注》意担酌 禁酒・禁煙啓蒙、庫報K報告

26 京族のいたわりと協力 体重滋努力 人間関係で開き宣る 健康擁鍾デ定着

27 華鍛族ぜぐるみそでの食耶， 体m減努力 権限の骨化 全出体体陀1'1:節惇f}{タ成lν人タ病世対V象者会議・報告会で報告'kk島脱
II!.!ノ カーデ

28 レス解消 庖長会舘て報告

29 織場で報告

:-lO I ゆとり主e もつ 禁煙目標

ら.~: 空欄は無記入



表 6-1 短期保養前・後の生活習慣{野点パター:/) 
(N=30) 

~史
3 カ月 実 数(人〉

阪養創附.経過時際;5;除事の状態健康状態睡眠時間同の確保闘の工夫
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+ 5 l 1 7 7 
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2 l 
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君主 6-2 豆比1I保 kiill ・後の生活習似

J11W 亨三 数 (人)

|時間 両ふ反問本数段ぷ正
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ヨミ71本塁、 1M圧及びr(1l清生化学所見の前後値の比蚊

国QJ~ïM.L J虹E盟M)制!刊($.0.) ~i~J(S.fl.) 
1 .I，l~ 重(l-ig) 170.7(7 .8!J)--ljQ. 7(7 .I!l)件
L.IUI圧(mmllg)
収縮l¥lllolf:E 132( 1 !1.0) H 
拡張JtlJ血圧 [12(10.:') !)4(!:!. 2) N$ 
;{.IOl消脂質
T-Cll(目Ig/dl) 1205(32.7) 20:{(27.(i) NS 
1IIlL-CIi(mg/dl) I[4(13.fJ) 47( 13.1) 本t

切 l 刊附閃附附川Tr.(l11g1ωω何11川町附川11昭w帆1ほv帆sνμ/ハt IG2(9U.3) 97(57.2) 本字σ3 
FFA(mgllll) .fi3(.23) .137(.24) NS 
PIIOS -L(I11Eql 1 ) 21[0(43.5) 221 (23.1) 牢本
LPO(付10L/1O1 ) D.7(2.58) 11.4(3.47) :ド
5.空IIWI寺lult議(mg/dl)102(2¥3. ¥) lon( I!l.!l) キ
(j.Hf係HiE
7 -GTP(mU/IO 1 ) 47(2.2) 45(2.1) 本
<;01・(K-lJ) 20(リ.1) 27( I O. 1) キキ
I;PT(K -tJ) 25(15.!)) 31(17.0) 料
7.尿敗(mg/dl) 1i.5( 1.2:3) !i.9( 1. 52) :t:* 
**:P<O.O¥ 主:1'<o.()S NS:no signi f kanct! 

p; 6-3 短J~a采司fníf • f;長の "I~活1;'U't

3ヵ月

経過時 IfI良橋MilJiI喫慨傾号(!3!恥

笑

0 
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5 

化

な

し

。 。 3 

+ + 

++ ++ 18 
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2 

※ ++ ・・…10 好ま Lい

+ ・0・(21 どちらかといえば好ましい

0 ・p ・(31 どちらともいえなレ

一 ー ...141 どちらかといえば好ましくなレ

一一…・ (51 好ましくなレ

汐4〆，、 飲酒〈日 f~) 岐短(本/日) 運動(白 fi恩)
++ 飲まない i 吸わない 週3回以上

+ 1-2日 1 0本位 週 1-2回{立

。 3-4日 20本位 週 l回{立

5-6日 30:$:位 月 2白{立
卜ーー

毎 日 40本以上 全くしない
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高齢者健康・レクリエーション教室参加とその効果(II ) 

0小俣里知子

高齢者，健康・レクリエーション教室，生活史，参加効果

目的

高齢者における健康阻害や体力減退等の身体的機能の後

退は，役割遂行能力の低下や人間関係の消極化等の加速に

みられるように，高齢者に行動内容の制限を強いるばかり

でなく，生きがい感に満ちた生活意欲をも疎外する切実な

問題の引き金になってきた。このため高齢者の健康・体力

の維持管理の方法としての運動処方が注目・奨励されて，

ジョギング人口，ゲートボール人口の急増などにみられる

ように，スポーツを日常的に実践する高齢者がかなりの数

にのぼってきている。厚生団主催の「高齢者健康指導教室

(以下「教室」という )Jにおいても「教室」参加者に対す

るフィジカルレクリエーションの指導をプログラムの中心

に位置づけ、各種運動・スポーツについての正しい理解と

その実施方法などについて重点的に指導してきた。

号払われは教室」参加者を対象に①参加動時)や②参

加効果に関する研究をすすめ，個性的な達成課題をもっ参

加者が，多様な参加効果を高〈評価している事定を明らか

にしてきた。しかも継続的な参与観察から教室」参加

者の運動・スポーツ志向はきわめて強しその意欲的な参

加姿勢からみても，まさに「教室」参加者は彼ら自身の高

齢期を人生の完成期(Culmination)としてとらえている人

々ではないかと改めて認識させられるようになってきた。

上述の研究結果および認識をふまえ，本研究は高齢者に

対する健康指導ないしはフィジカルレクリエーション指導

の意義について，生活史的視点と生活空間論的観点をクロ

スさせながら再検討を試みようとするものである。

方法

調査対象:昭和60年静岡県沼津市厚生年金休暇センター

で開催された「高齢者健康指導教室」参加者41名のうち，

熱心な参加者で調査協力依頼に心よく応じた 5名をサンプ

ルとした。

調査期日:昭和62年 5月-7月

調査方法:面接法

ライフステージを学習期，建設期，完成期に三分し，自

由な雰囲気での対話形式を維持しながら，各ステージにお

ける家庭生活，学校生活または職場生活，および余暇生活

の実態把握につとめた。完成期(高齢期)については特に

家族構成，居住状況，保健行動および余暇行動の実態を把

握する中で「教室」参加の意義を確かめ教室」参加に

伴う身体的，精神的，社会的効果を明らかにするよう面接

をすすめた。

田中鎮雄 f持団慧今野守武問iE司

(日本大学)

結果と考察

1 r教室」参加者のライフヒストリー

「教室」参加者のライフヒストリーを出生から公教育終

了までの聞を「学習期」として，その後定年退職までの間

を「建設期」としてとらえ，これら「学習期」および「建

設期」の様態を記述したのが表 1であるロ

表 1の「学習期」についてみると，まず 5事例に共通し

て当時としては農村地域の比較的豊かな家庭に生まれ育っ

た様子が理解できょう。また，農繁期などに家業を手伝う

かたわら活発に遊んでいたことが示唆される一方，尋常高

等小学校までの「体育」好きの様子や運動会を含む地域行

事参加に積極的であったことが読みとれる。しかも 5事例

それぞれに個性的，主体的な各種スポーツ経験の認められ

る点が注目きれる。

公教育終了後の彼らはそれぞれの職業に就いていく。し

かし，その実際はかなり厳しし第二次世界大戦中はその

影響を直接・間接的に受け，戦後の混乱期と経済成長期を

ひたむきな努力で乗り切ってきた様子が明白に認められる。

特に，転職を余儀なくされたN氏や戦争が原因で夫を失っ

たMきんにとっては，当時の厳しい社会状況下ではまさに

「余暇」のない毎日であった。 T氏， 0氏， uさんの場合
も同様に運動・スポーツ活動を含む日常的なレジャー・レ

クリエーション行動はほとんど認められず，職場や地域の

行事参加が数少ない楽しみであった。このような仕事中心

の彼らの「建設期J は我が国戦後経済の再建過程における

国民生活を象徴するものとして注目しなければならないの

で“ある。

2. r教室」参加とその効果

5事例のライフヒストリーにみるごとし彼らの高齢期

は仕事から解放されたいわば「余暇期J であるといっても

過言ではないであろう。しかし，彼らは高齢期においても

かなり意欲的な姿勢を保持し続けているのである。「教室」

参加lもその表れであるとみてよい。

表 2は「教室」参加の効果を表したものである。

(T氏の場合〕

T氏の「教室」への参加姿勢は非常に意欲的で休まず出

席し，指導者のアドバイスを素直に受容し，忠実に実践す

るタイプであった。 r毎朝歩くことたばこをやめる」

「できるだけ車を利用しない」などのことが主体的に実践

きれたのである。このような生活実践が効を奏してか，慢

性疾患が完治したことで，ますます運動の重要性に対する

認識を新たにする結果になった。「教室」で学習した運動を

妻にもすすめる一方，孫との遊ぴにも積極的になるなど，
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ライフ T 氏 (66歳)ステージ

家
。静岡県榛原町内農村地域で生まれ育つ

。家は農業を営み小作人を含む地主で暮

庭 しむきは裕福な方

生 。家棋は商高邑兄，姉，妹，弟の 7人家族

学
活

。尋常高等小学校を卒業

学 。学校では，よみかき.算術.体操，かけっ

ニ.柔道.とぴ箱などを習ったのが特に

4立 印象深い
。10校連合運動会でリレー町選手と Lて

生
活様Lた

習

活

。当時友達とよくめんこ. トンキー，た

余 こあげ.とんぼとりなどの遊ぴをした

。地域内歌舞伎役者であった父親の影響

期 日Il! をうけてお祭りの時には芝居や踊りに

積極的に参加Lた

生 。農繁期には田植え.回向草とり，稲かり

など内手伝いをした
活

。学校卒業後東京に奉公(犬工)にでる

。半年後自転車屋で6年間修業する

家 。昭和17年T機械(沼津)に入社

建 庭
。周年B月入隊満州にて 3年間

。服役中大腸炎を煩う(現在まで後遺症

として残る)

職 。昭和21年復員し再びT機械に勤務

f曇 。昭和24年29歳で結婚

生 。生計を建てるために精一杯働く

設 。会社内での残業時間は常にトップ

活 。日常的楽しみは貯金L.土地を買い，家

を建てること

。その後妻の病気(結核)で貯金を使い果す

余 。子供向野球的相手をしたり地域的ソ7
トポールの監督をする

期日霞 。町内円運動会ではりレ一円選手と Lて

生 活躍

活 。昭和55年60歳で定年

表 r高齢者健康指導教室」参加者のライフヒストリー

加iさん (68歳) N 氏 (79歳) O 氏 (72歳) Uさん (74歳)

。長野県佐久市町農村地域で生まれ育つ 。静岡県榛原郡吉田町内農村地域で生ま 。沼津市東椎路町農村地域で生まれ育つ 。静岡県富士宮市農村地域に生まれ育つ

。家業は繭の仲買人で暮しむきは裕福な れ育つ 。家は農業で小作人を含む地主であり暮 。家は農業を営むかたわら製茶工場を経

方 。家は乗合馬車及び便利屋内元締をし導 しむきは普通 営し暮しむきは豊かである

。家族は両紙兄2人，柿，弟の 7人 しむきは豊か 。家族は両親兄.弟 3人妹の 8人 。家族は両親.兄3人.姉4人妹，弟の12

。家族は祖父母.両親，兄3人.姉 2人 人家族

の10人

。尋常高等小学校を卒業 。尋常高等小学校を卒業後，東京へ奉公 。尋常高等小学校を卒業 。F高等女学校卒業

。信濃教育会が作った独自な教科書を使 に出る，夜間中学に入学 。学校ではよみかき，そろばん.体操， 。小学校で特に印象的なのは 4年時に音

用し特に歴史，地理的学習が印象深い 。小学校での学習はよみかきが主て1 体 唱歌.図商工作などを習う 楽で音譜学習をしたこと

。体操I;t.. かけっこ，テニス，卓球.ス 操は，かけっこ，ポールけりなど 。体操は竪列を中心と Lた兵式体操が主 。運動を好み特に走ることが得意とし体

ケート等を習う 。徒競走では優勝する程的速さ で他にマラソン 育学校をめざしたことがある

010校連合運動会に選手として出場 。幼児教育を志した女学校時代は音譜を

読める生徒として注目される

。女学校時代にテニス，パスケソトを経

験L. その他に砲丸投げ.やり投.幅

とぴ町選手として活躍

。日常的遊ぴでは，まりっき，お手玉， 。遊ぴは山で木のぼり.チャンパラ，川 。遊tJは.めんこ.凧あげ，高足(竹馬). 。遊ぴは山で f戦争ごっこ J'をした

おにごっこ.かくれんぼ，川遊ぴ，百 で遊ぶことの他棒打ち(野球)をやる とんぼとり，水てっぽう

人一首.そめ他に柿の友達とスケート 。お祭りでは舞台で踊ることを楽しむ 。マラソン選手の兄に影響され自分も好

や村の卓球台を使用して卓球を楽しむ きになり学校から帰ると毎日走った

。地域の行事では村の天神様のお祭りで 。年2固め地元町祭りの他，親せきのお

ごちそうをつ〈ってたべた思い出 祭りに行くことが楽しみ

。運動会には家族ぐるみで参加 。青年間時代は盆おどり，祭に参加した思い出

。家業向忙しい時はくわつみ，炊事的手 。いそがしい時は.図的草とり，稲メIJり.

{云いをする 畑仕事などの手伝いをした

。学校卒業後東京の看護学校を卒業し看 。中学中退後南洋の専門学校(指導員養 。昭和11年 l月10日20歳で海軍に入隊. 。昭和9年小学校内音楽.国語町教買と

議婦となる 成所)へ入ふ F組に入社 飛行隊に属L昭和20年8月末復員 なる

。鎌曾町内科医院に勤務 。昭和13年30歳で結婚 。昭和20年29歳で結婚 。昭和12年結婚(夫は中学校教買)

。昭和17年24歳で結婚(夫は会社員) 。昭和17年M物産へ入社 (D紡績沼港工 。昭和20年から 2年間農業を営む 。昭和15年NHK合唱コンクールに東部

。昭和20年夫死亡(復員後結核性腹膜炎) 場長付建設買として派遣) 031歳から55歳まで鋳造会社. 56識から 代表で出場し小学校音楽教育に情熱を

。T機械(沼津)診療所に勤務(15年間) 。昭和24年頃沼津工場閉鎖，退社 65歳まで製紙会社勤務 そそく・

。精簿施設の看護婦(J5年間) 。昭和24年N製菓株式会社沼津配給ノマン 。仕事に生きがいを感じながら精一杯働 。地域的青年学級の歌唱指導をする一方

。l人娘の養育と生計をたてるため精一 指定工場を創業 〈 個人レッスンも行い多くの教え子を育

杯働〈 。昭和25年ダンボール工場を東京で左人 。貯金をし家を建てることが楽しみ てる

とはじめる

。同年N紙化工業設立(沼海)し現在長男

が後を継いて・いる

。楽しみは時々子供と教育映画をみるこ 。サラリーマン(M)時代は柔道部に籍を 。仕事以外で外にでるのが大嫌いなた的 。わが子にも音礎教育をし.発表会には

と おく ほとんど家にいた 家族ででかけ映画をみたり.食事をし

。お祭りや会社町忘年会などには必ず子 。会社同行事には積極的に参加 。子供とは家でたまに遊ふ・程度 て楽しむ

供をつれて参加 。仕事で忙しかったが休みには子供とよ 。娯楽は部落で年 1-2回行われる映画 。昭和43年55歳で定年

。昭和52年58議で定年 くすもうをして遊んでやる をみる他に盆おどりやお祭りに参加



表2 r高齢者健康指導教室』参加とその効果

T 氏 (66歳) Mさん (68歳) N 氏 (79歳) O 氏 (72歳) Uきん (74歳)

O~駐.息子夫婦，孫 2 人的 6 人|。娘夫婦，孫 2 人的 5 人家族 !。妻，息子夫婦の4人家族 10事.息子夫婦.孫3人の7人101人葺L(3人同線は結婚.
家族 lor教家」参加当初町健康状態 lor教室j事加当初円健康状態 l 家族 l 夫は8年前に死亡)
。r教室」参加当初円健康状態 | ・かぜをひきやすい | ・尿の出が悪い lor教宅J事加当初Jの健康状態I!1 Or教集」参加当初的健康状態は
・せき・たんがでる l ・頭痛がある | ・疲れを感ヒる ! 概的て良好 | 良好

・動俸息切れがする | ・屑がこる ! ・のどがかわ 107年前からゲートボールを毎10毎日できるだけ事〈歩〈こと
・ねつきが悪い 10習った体操を家で行う | ・高血圧症，狭心症の既往歴| 日実施 ! に努める
・体的ふしょLが痛む 10娘とうV食後 l時間半円散捗 | あり 10貴事に注意(貴べたいものを10万歩計の目標帯数に満たない
・胃腸の具合が悪い 1 (45分間は早足 lor教室JIこ参加し疲れを感じな| 貴べ野菜を多〈とる 時は入浴前に竹踏みや足踏み

"'*骨神経痛がある 10毎日万歩計を記録 | くなった 10タパコは 3日間で l桁に制限| をLてJj;教をふやす
。「教室J参加の目的は持病円座10まだまだ動けるという自信を10なるべ〈歩くようにLている| し酒もひかえる |。仲間に会って 緒に体婦をや

骨神経痛を治すこと | 得る 10常に医鯛に検診してもらって|。常に体を動かすように努める| るのが楽しみ
。r教集J指導者向アドパイスによ10引っ込み思案だったのが老人| いる 10健康で体力にも自信がある 10親しい友人ができた(Tきん.
。毎朝歩き万Jj;針を記録する| 会的社交FンスゃrカラオケJlo年をとることを気にLなくなlor教室Jて'習った体操や栄養の1Hきん.5きん)
。たばこをやめる ! などにすすんで参加 | った ! とり方を妻や嫁にも教える lor教室Jて・学習したことを必ず
0習った体操を肥満き・みの妻に10婦人学級で体操の模範槙技を10仲間との出会いによって人間10わずらわしかった孫との遊び| 電話で娘や孫に報告
もおLえ一緒にやる | する | 町巾が広がった | も今は毎目的楽しみになる 10孫とあった時は一緒に腹筋選
。妻のために食生活向アドパイ 10仲間が」、え性絡が明る〈なっ 10気分よ〈友人と話せるように10老人会内諸活動にも積極的に| 動や体揮をやる
えをする | た | なった | 参加 10周聞の人に事〈ことを械極的
。乗り物を利用しなくなった 10健康のため畑仕事にも精をだ10慈曹の精神を態度であらわす10親しい仲間がたくきんできた| にすす的る
oJj;(ことにより.犬腸炎.座| す | ように自ら努める 10無口な性格がおLゃべqに変lor教東J参加の仲間と合制グル
骨神経痛が治る 。余暇は自分的健康のために有| った | ープをつ〈リ指導的存在と L
。神経痛が治り孫と遊べるよう 効に使うことを知った 10毎日内野菜づくりは健康維持| て活躍
になった 10講演をよ〈聞きに行〈ように| 肉た肉的運動 10今でも作曲活動を続けている
。老人ヲラプ町旅行にもいける している |。充実した梨Lい家庭生活を送

ようになった っている

。旅行先でも体操や歩〈ことを

かかきない

。人間関係が拡大され気分が若

がえり他人との」、れあいが楽

Lいも町になった
。ゲートポールの審判的資格を

とり老人クラブのリーダーと

して活随

家族関係への影響も少なくない。また，悩みの種であった

大腸炎の完治によって旅行への参加が可能になり，ゲート

ボール審判の資格をとって地域老人クラブのリーダーとし

て活躍するなど，社会参加にもより一層意欲的になってい

った。しかも，このような社会参加が.T氏に「気分の若

がえりふれあいの楽しき」を満喫させる機会として機

能していることは充分に理解できるところである。

(Mさんの場合〕

看護婦を定年退職した現在でも. 2人の孫と娘夫婦の 5

人家族で暮すなかで.Mさんは自分自身や家族の健康には
かなりの配慮をしているようである。娘と夕食後の散歩も，

家族ぐるみの運動の実践を目ざしたものであり教室J参

加が家族の協力と理解に支えられている様子を十分にうか

がい知ることができる。こうした家族の態度は地域の老人

会や婦人学級などへのMさんの参加を可能にした。そして

偶然の機会にデモンストレーターとして大役を果したこと

が動くことへの自信をますます高めさせたようである。さ

らに毎日の畑仕事も健康維持のために役立つていることを

正しく認知するなど教室」参加によって健康生活の実

践がより一層豊かで効果的なものになっていったことは疑

いない。

(N氏の場合〕

余生を「自分の健康のために有効に使うこと」を主張す

るN氏の考えはきわめて現実的，合理的であると言えよう。

「教室」への参加はこのようなN氏の考えを一層具現化する

ものであった。事実，運動の実施による体調の好転やそれ

に伴う精神面の充実気分よく友人と話せるようになっ

た慈善の精神を態度であらわすように自ら努める」に

みられるように行動面の変容など，かなり幅広い効果が認

められたのである。

(0氏の場合〕

34年聞の会社勤めを終えたO氏は，きわめて健康でhその

頃から始めたゲートボールも今では日課となっている。「教

室」参加後のO氏は食事に注意したばこ，アルコー

ルをひかえJr常に身体を動かすように努める」など健康っ

くりに気をくばり，健康感にあふれ，しかも体力に一層自

信をもつようになってきたのである。そして家族にも「体

操」や「食事の改善」をすすめるようになり，孫との遊び

も楽しみに変わってきたことなど，家族関係にも好ましい

影響を及ぼしたことは間違いない。地域老人会への参加は，

親しい仲間っくりに役立ち，特に仲間との楽しい会話は無

口で内向的な性格を一変させたのである。今ひとつ.0氏
は現在の家庭生活が充実した楽しいものであるJ と話

している。このようにO氏の場合は「教室」参加に伴う態

度変容，家庭生活や社会参加への波及効果が明確に示され

た事例として注目すべきであろう。

(Uきんの場合〕

夫が8年前に亡くなり 3人娘はすでに結婚，現在はー
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人暮しの生活である。このためUさんは自分の健康は自分

で維持管理しなければならないと真剣に考えるようになっ

たのである。高齢者のための健康っくり教室はこのような

Uきんにとって格好のプログラムとしてうけとめられたの

であった。 r教室」に参加するようになってからのUさん

の日常生活は休カっくりのため」の多様なプログラム

を意欲的に組み込んだものであるとみることができる。ま

た新しい人々との出会いは，新たな喜びと人間への理解を

深める機会を与えてくれたようである。しかも Uさんの指

導する合唱グループに「教室」参加の仲間も加わり，合唱

グループ。活動をとおして，一層その続和関係を深めている

ことも見逃せない事実である。

要約と結論

高齢者「健康指導教室」への熱心な参加者 5名を対象に

彼らのライフヒストリーと「健康指導教室」との関係につ

いて調査分析した結果，次のような知見を得た。

1) r学習期J で運動遊び，スポーツ活動が「体育」とし

て行われてきたのに対し建設期」では，労働中心的生活

志向傾向がきわめて強<. 日常的なレジャー・レクリエー

ション行動や運動・スポーツ行動はほとんど認められない。

2)一方，高齢期をむかえた彼らは建設期」の仕事に

対する真剣な姿勢にも劣らぬほど健康維持管理に対する達

成動機はきわめて強<，学習した運動を生活化することに

積極的である。

3) r健康指導教室」参加とフィジカルレクリエーション

を大幅にとり入れた日常的健康生活の実践に伴うphysical，

mental及ひ府socialの効果は著しし一人ひとりがそれぞれ

の生活現実に即してきわめて高い評価をしている。

4)高齢者「健康指導教室」の参加効果は，達成動機の強

さ，真剣な学習態度に対応するばかりでなく，数年次にわ

たるなど継続的に参加することの効果の著しい点に注目す

べきであろう。

5) r健康指導教室」参加に伴う physical，mentalな効果

が健康体力への自信を強化し，一層の自己実現や社会参加

に意欲を燃やすなど， Re-Socializationにも一層の進展が

示唆されて興味深い。

以上のことから高齢者を対象とした「健康指導教室」の

もつ機能にははかり知れないものがあることは疑いない。

しかし「教室」の機能をより一層高めるためには，指導者

自身が高齢者一人ひとりのphysical，mental及びsocialな

特性を熟知するとともに，参加者の自己開発や社会参加に

対するいっそうの啓発を意図しながら，それぞれに適合し

た指導内容・形式等を工夫しなければならないことを明白

に示唆しているものと思われる。
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参加者の意識とその運動強度について

社交ダンス，心拍数，中高年者

はじめに

最近、社交ダンスは終戦後の第二次ブームに続いて、第

三次プームと言われ、中高年者の間で「健康 Jや「美容J

などの目的で急速にダンス人口を噌やしてきている.また

NHKテレビでは、趣味講座として『レッツダンス Jが

放映され、社交ダンスの素晴らしさを再発見し、多くの賛

同者を得てきている.

社交ダンスの歴史は古く、 15世紀に北イタリアで教養、

社交、娯楽を目的として始まったと言われている1)わが国

のこの社交ダンス愛好者の広がりがどこからきているのか

を調査するために f社交ダンス愛好者のダンスに関する意

識についての調査 j を実施し、研究をすすめてきた.また

、社交ダンスを行なうことによりかなりの量の運動が予怨

される.原2)は『生活にリズムをとりもどすにはダンスが

一番です. Jというインタビューのなかで社交ダンスの生

理学的研究がこれからおこなわれるべきだと述べている.

身体に対する社交ダンスの効用に関する生理学的、科学的

研究は現在、ほとんど皆無に等しいと言っても過言ではな

い.従って本稿では社交ダンスを愛好する中高年男子のダ

ンス練習中の心拍数変動から この巡動が実施者の運動刺

激としてどのような意義をもつかについての一考察も試み

たものである.

研究方法

1 .アンケート調査法

1)調査対象:東京都内のKダンスサ クルに参加してい

る男女93名を対象とし、その年齢構成は図 1に示すと

おりである.

2 )調査方法.質問紙を直援配布し、後日回収した.

3)調査時期:昭和61年5月

4)有効回収数:44 (男性14名、女性30名)

有効回収率:47. ヨ%

2.身体に対する運動刺激としての社交ダンスの運動強度

被検者は初心者(経験 1 年以内)、中級者(経験 2~

3 年)の男性 9 名、年齢は 40 歳代~60 歳代である.

各被検者は、練習前に心拍数の測定のためにセノーK.K. 

製ハート・チェッカー・システムを用いて、胸部誘導法

により 1分毎に記録用紙に記録した.

気候条件は、気温 20.C~2 3.Cであった.

測定期間は、昭和 6 1 年雪月 8 日 ~6 月号日にかけて

行なった.

竹内正雄{星薬科大学)

結果と考察

1 )社交ダンスのアンケ ト調査

社交ダンスに参加しているものの年齢は、女性は男性よ

り10代若く、 30歳代 26. 7 %、 40歳代はち 6.

7%、両方で83. 4 %である. 30~40 歳代になると

、子供も小学生から中学生の年代になり、自分のllI!昧や健

康づくりの一環としてのダンスの練習に家をあけられる余

暇時聞が取れる年代と忠われる.一方、男性は40歳代5

O. 1 %、ラ O歳代 35. 7 %であり、両方で85. 8% 

であった.女性よりも 10歳代遅れて参加しているのが分

った.男性の場合は、女性と違って、子供に時間をとられ

るということは無いと思われるが、仕事関係などから 30

歳代の参加者は僅か7. 1 %であった.60歳代は男女と

も僅かに 7. 1 %、 6. 6%の参加者であった.平均寿命

の延びとともに、わが国も高齢化社会が進み、高齢者の健

康、体力やスポ ツ、レクリエ ションの問題も重大な社

会的関心事となってきているのことから、ゲートボールの

普及と同様、高齢者の社交ダンス愛好者も多くなってくる

のではないかと忠われる{図 1) • 

図21立、 「社交ダンスを始めた動機 J (綾数回答)につ

いて調べたものである.男性の 35. 7 %は「友達との交

流のため Jと I踊れなくて不便を感じた Jと答えた健

康のため Jli 28. 6 %であったストレス解消のため

J は 14. 3 %であった.一方、女性は「健康のため Jに

社交ダンスを始めたと答えたのが最も多く 60%であった

.次に「踊れなくて不{更を感じた Jが男性の 35. 7 %と

ほぼ等しく 33. 3%であった.以下「ストレス解消のた

め」が 16. 7 %、 「友達との交涜のため」が 13. 3 % 

「肥満を防ぐため」が若干名いた.近年、健康づくりの

ために、いろいろのスポ ツが行なわれているが、ランニ

ングやジヲギングは多くの人によって行なわれている。し

かし、時には新聞紙上にみられるように、これらを急激に

行なうことによって「死Jに至ることも散見される.また

、中にはランニングを楽しんでいる者も多いが、例えラン

ニングが苦しかったり、楽しくなくても、健康のためと頑

張るというところもみうけられる。的その点社交ダンスは

池問。が述べるように「踊る喜び、楽しみに満ち、燃える

心を身体で表現する j などからも分るように楽しみながら

身体を動かすことが出来、相手と組んで行なうものである

から相手の体力に合わせて無理をしないことから過負荷に

なることはない.

図3は、 「社交ダンスをどのくらいやっているか j をみ

q
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氏
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たものである.男女とも週 1. 2回がほとんどであった.

家庭や仕事に制約を受けながらの練習なので週 1. 2回の

者がほとんどであり、週 3.4回行なっている者は男性の

ヨち. 7%、女性 16. 7 %であった.一般的に女性が習

い事とは言え、週 3.4岡家を空ける事は容易なことでは

ないであろう.

図4は、習い始めた社交ダンスをどの程度まで上逮した

いと思うかについてみると、中級程度と答えたのは労性7

1. 4 %、女性 62. 1 %、上級程度は男性 28. 6%、

女性 31. 0%であった.社交ダンスを始めた動機の「踊

れなくて不便を感じた」と答えた男女 33~35%からみ

ると、男女とも中級程度の 60~71%の答えは、不{史を

感じない程度になりたい願望からこのような結果になった

と思われる.

凶5は、 『社交ダンスを始めて良かった事は何かJにつ

いてみると、男女とも 36. 7~42. 9%が「友達の輪

が広がった Jと答えた.始めた動機での「友達との交流の

ため Jは男性3ち. 7%であったのが、ここでは42. 9 

%に培えており、女性では 13. 3%だったのが、 36.

7%に増加し、 23.4 %の増加であった.また、女性は

社交ダンスを始めたことにより「毎日の生活が楽しくなっ

たJと答えたもの 53. 3 %であり、ダンスを通して生活

に喜びを感じている事が分る健康になった Jは男性2

1. 4 %、女性 13. 3 %である.社交ダンスを始めた動

機では、女性は健康を目的として始めた者が多いが自覚的

には「健康になった Jと感じた者は少なかった.しかし、

毎日の生活が元気で精神的に充実し、楽しく生活できるこ

とは素晴らしいことであると考える。

図61;1:、 「社交ダンス以外の運動をどのくらいやってい

るか」についてみると、男性は週 1. 2回が33. 3%、

それ以下は 25. 0 %であった.その内容はジョギング、

剣道、卓球、水泳、野球などであった.女性は週 1. 2 [ill 

が 11 .ち%、月に 1. 2回が 15. 5 %と少なく、それ

以下は 65.4 %であった。女性は週 1. 2回ダンスの練

習に行き、その他に運動をする時間をとるのが難しいと考

えられる.

図7は、 「普段の生活の中で、前日、特別はげしい運動

や仕事をしたのではなく、翌日起きたi時、疲労感を感じた

かどうか」についてみたものであるほとんどない Jと

答えた男性は 53. 8%、女性は 26. 7 %であるた

まにある j は男性23. 1 %、女性43. 3 %、 「時々あ

るJは男性 23. 1 %、女性 16. 6%であった。大西宮〉

の報告によると日常生活において、労働者が『健康状態に

ついてどう感じているかJというアンケート調査結果から

みると「健康である Jと答えた者は、都内事務作業者の6

9. 6%を徐いて 50%以下で「休の調子が悪く不安であ

る J も 40~50%近くあり『呉合が悪く(病気がち)健

康とはいえない Jは 10%弱である.これら、不健康状態

の労働者の少なくない状況について過去の労働条件、労働

環境からみると現在の労働は一般的に著しく改普されてい

るわけであるから不健康状態の多いことに疑問をもたれる

と述べている。本研究での疲労感について「時々ある J r 

たまにある良くある Jと答えた女性は 66. 6 %、男

性46. 2%で大西の報告に頬似した値であった.

2 )身体に対する運動刺激としての社交ダンスの巡動強

度

運動中の強度を調べる方法として一つに、エネルギ 消

費量 (Relat ve Metabol ic Ratc 

)の測定があるが、その方法は長崎!日1にわたる運動の過程

を追跡しようとすると、蛇管による運動の制限や、マスク

をかけることによる換気能力への影響が浪人して、最大努

力の運動内容とは程遠いものにならざるを符ない.

そこで本研究において社交ダンス練習中における運動強

度を筑:鋭化する指標のーっとして、心拍数変動をテレメト

リー(無線搬送法)によってとらえることにした.心拍数

(Heart rate)と酸素摂取量 (Oxygen

ntake)、心拍出量 (Card ac O l1tp-

11 t )との関係については、 λst r a n d 4). A m d -

e r s 0 n 'T). S h e p e d 8) .猪飼等りの報告によって

その比例関係が明らかにされている.運動中の心拍数から

その運動強度を判定しようとする場合には、運動強度その

ものの他に、心拍数変動の要因を犯録することが大切であ

る.運動負荷や持続時間の大小などの生理的因子のみなら

ず、被検者の精神状態等の心理的因子や気温、湿度などの

環境条件なども考慮する必要があるが、これらの諸条件に

注意すれば、心拍数から生休に及ぼす運動強度の大小をあ

る程度まで究明できるものと考えられる。運動中の心拍数

をテレメトリーによってとらえる方法は、かなり以前から

実用化され、野村1の、松井等ゆが早くから技術的な問題と

取り組みその栂発に力を尽くしたが、最近では白井等ゆが

自転車競技に、小川等13)がアイスホッケーに、務飼等Iゆが

柔道に、豊岡等的、竹内等14-18)が大学正課体育実技におけ

る各種スポーツゲ ム実施中に夫々テレメ タ を採用し

て心拍数変動を追跡している.

社交ダンスはその施郊によってテンポが呉なり、当然J!I!

動強度も返ってくる.それぞれのダンスの 1分間当りのテ

ンポについて見るとサンパ 40 小節 ~60小節、チャチャ

チャ 32~34 小節、ルンバ 30~ ラ O 小節、タンゴは 3

2小節で踊るのが普通である Iq) 社交ダンスの運動強度を

みるとき、年齢との関係も考慮する必要がある.年申告別に

関しては体育科学センター坊が明らかにしている.これに

よると心拍数から見た軽度のトレ ニング負荷として 40

~49 歳は 105 拍/分、 50~ ラ 9 歳は 100 拍/分、

60歳以上は 100拍/分以上を 60分継続する必要があ

る。このことを考慮した上でFig.1-9までの社交ダ
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を良く覚えていないことと、早いリズムについていけない

ために心拍数が他の者のように上がらないのではないかと

思われる .Fig.8(K.Y)は初心者であるが40歳

代と若くステップを覚えるにも熱心であり、 F吉に動いてお

り、管の休息の時にも一人で練習する稼熱心であり、 1時

間の間 100拍/分以上でそれ以下に下がることはなかっ

た. Fig. 9 (0. H)はルンバ、チャチャチャにおい

て高い値がみられた.

心拍数から見た社交ダンスの運動強度についてみると初

心者の 60 歳代の 2 名を l除いて他の 7 名は午前~}JIJに見た運

動刺激として適当であると忠われる。石川等2.)は身体トレ

ーニングは絶対に安全でしかも効果を生ずるものでなけれ

ばならないと述べていることからも、業しみながら安全に

行なうことのできる社交ダンスは中高年者にとって精神的

にも肉体的にも厳適なスポーツであることが示唆された.

結論

社交ダンスの流行により多くの中高年男女があちこちの

サークルで練習しているのが見聞される。社交ダンスを始

めた動機、現在社交ダンスを始めて良かった点等、及ぴ社
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ンス練習中の心拍数変動をみると、 Fig.l(T.I)

はちラ歳であるから 100拍/分以上の運動が適当な負荷

である.サンパの時には 110~130 拍/分で動いてい

るのが分る.F1. g. 2 (T. M)はち O歳代である.チ

ャチャチャのステッアでは最高 140拍/分に逮すること

もあり、強度からみると 70%程度の負荷である. 1 00 

拍/分以上の心拍数でち O分程度続けており、かなり心服

循環系に運動負荷がかかっていることが明らかになった。

Fig. 3 (M. T)はサンバ、チャチャチャの種目で 1

30~140 拍/分に遣しているのがみられた.F i g. 

4 (K. K)は45歳で軽いトレーニング負荷として 10 

ち拍/分以上を目標とすればほとんど 10 5拍/分以上で

蹴っていた. F i g. ラ (M.T)はチャチャチャの施日

の10分間が 10ち拍/分以上の強度で踊っていた.F-

i g. 6~8 は初心者である.ダンスを始めて数ヶ月から

1年以内の者である .Fig.6(Z.U)と7 (0. S 

)は 60歳代後半の者であり、習い始めて数ヶ月しか経っ

ておらずステップも良く覚えていないのでルンバ、チャチ

ャチャを踊っても心拍数は 100拍/分を越えることはほ

とんどなかった.これはダンスを始めたばかりでステップ
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スポーツ;，i']，tをodo:>ライフスタイノレ6こ IJ.討するイi}f-ヲE

OJ!?-11l ;j，j玄{大阪体育大'1')、 [I!(i I変リ] (大|以YMCA体行研究所所長)
スポーツ泊代行、スポーツクラブ、ライフスタイル

緒『寸

近年、lfI:界的なmtl;iでスポーツのll'lj:!R化および大衆化が進
行し、スポーツと金銭の結びつきが強まるにつれて、スポー

ツ消刊行 (SportConsummer) に関する ~}f究へのI~I心が1i11 まっ

てきた。これまでスポーツii'j行者にIJ(Jする研究は、レジャー

研究やスポーツネt.会学のqlなる -1¥1:1心領域であり、それをテ

ーマとした独自の研究IiJ'it.!kが仔Aし、そのなかで体系づけら

れた研究活動が展開されてきたという訳ではない。したがっ

て本研究では、スポーツiiH't省の特性を、マーケティング研
究とii'it?行行動研究の視点より実証的に分析することをひと

つのぷみとする。 H体的には、現代社会におけるスポーツ iì~

代行の特性が、 'ti，1iの様有な官!lllfliを包活的に肥保するライフ
スタイル・アプローチ(li fe stylc approach)によって分析

される。

スポーツii'i'{'t行に|話，1-4る研究

スポ ツiM't者に限!する研究では、まず彼らの紅会化に焦
点、をあてた¥1cPherson(1972) と.そのまH型化を大リーグ野球

の!品符を仲IJにとってhったBarreLL(I980)の業績がよく知lら
れている。レジャーやレクリエーションlこ関しては、 Sande-

-rson (1985)がレジャ -ii'j貧者の消賞者としての知識・経験

の水処さがひきおこす伺勺の問題について考察し、lIoggett

とIlishop(1985)が、 iiH't者とレジャー・マーケットを過度に

It11t11したレジャー政策は、レジャーの持つ本米自由で自発的
な精神をl唱泌させてしまうとき警告を発している，また、 Boag

(1984)がレクリエーション消費者行動と状況変数の関係を分

析している。

わが11，1におけるスポーツ泊代者の研究は、ほとんど手っか

ずの状態であり、わずかに池山ら(1984)がスポーツiM?者行
動の社会心開的要f，ï;Iを実証的に分析したにすぎない。またiì~

1'1布行動研究の領減では、奥日1(I984)が第三次生活行動(家

庭や峨場をl徐く空間lでのF主活一行動)の関係を分析した。

このように、スポーツ消究者に関する研究の歴史は浅く、

その概念規定にも統ーされた見解がイ(flーする ，U~でもない。そ

こで本州究では、スポ ツii'i費者の研究を、ある時点あるい

はある!UJllllをiI!iじてのスポーツ消T望者の選択行動あるいは怠

ぶ決定のプロセスを記述し、説明しようとする試みとして定

義し、その傾減を、スポーツ・マーケット内で生起する現象

に|決定した。ここで丘うスポーツ・マーケットとは、スボ

ヴに川いられる施u童、Hl具、Jjj'¥1"あるいはスポーツ観戦、
指母、スポーツ情報といった現象が、行Jf3の物IHや無形のサ

ービス財としての価値をもち、売り手と買い手の問で交換さ

れる制度としてA:義づけられる。

研究の1]((.)

.1>;釧)~では、現代H:会におけるスポーヴ iì'j'{'I ，v，'O)'I' から、

サンプルとして近年刀、府を見せるスポーツクラブ会引をj1Ijび

そのうイフスタイlレH刊:を知lることにより、マーケティング

セグメンテーシヲンに1)1，1する1れ健デ タを仰ることを11的と

1る。そのために、本研究では、沙;の2つの似説が検，¥11され

る。

(1) 11(1利 50年代になり、その数が:~，、閉したスポーツクラブ施

品数に、成長1111線をあてはめた場合、 601J:f¥liii、1".は r，戊
長期」に似i~(する。

(2) スポーツクラブの附加とともに、クラブ会il数が:~'JVlす

るが、彼らの多くは「 JIV新の~~Í"及i品位 J 11 Iこ4、される

r 1(¥新者(イノベーター)Jと f初!tJ11.孟JH将jであり、そ
のライフスタイルの特徴として流行に鋭敏である。

研究のJii)，
似説(1)にたいしては、昭和41fj二から削句二までのスポ ツ

クラフiJll.i生数の時系列データに成長ulJ線をあてはめ、昭和76

11ーまでの;J，;安仰の['d!11を行った。成長IIJI線は、 52JJfライフサ

イクル (P1. C)の概念に!慣らし代わされ、).i:'tt((.)下Il).i:'}j法

によってI，X長の段階が判定された2)

仮説(2)については、大阪Ili内の氏IsIスポーヴクラブ会民

にたいしてliわれた、ライフスタイルにlli:lする予備，制作のデ

ータがJllいられた。予備訓径の概要は以ドにボすとうりであ

る。

①ぷ，j-f't対象.大阪r1i内のl¥¥llrlスポーツタラブ会l!(ただし成

人会民に限定)

②淵1't時WI: 昭和日 l年 9Jl~12)1

③ぷ，11空Jii.去郵送法
④イT効標本数:186 ( 1，，1収率47%)

ライフスタイルにlli:lする質問紙の作成に|期しては、スポー

ツ消費者としての人IMlの特徴をぷ寸と忠われるライフスタイ

ルや自lIiM鋭およびそれに関i'JjするJfi日を77選び、ライフスタ

イルパ肢を構成した。 liijj&のように、この，;jl.jf'iはパイロット

・テストであり、 rilM1'iJfiUには|吋じ次]t;に，'Xlえしていると!よ1

われるJj'iIJが惚数fllil合まれている。

次に、スポ ツツラブ会l¥oWH践をHW<，寸るJ，¥.1>;i欠Jじを{Ilt:

J.r.するために、寸べてのJfiHを川いて|六I{分析をhった。な

お各Jm~ に対する答えは、「全くそう思う j から「全然そう

jぷわない J を I， hjl税とする 4 段|明代!支によって tl~"Xされている

111J11Iされた名い:JJ三には、矧似した内符をもっJfiflが;iまれて

いるが、今|司のよ借H'tは、ライフスタイルの傾向を知lることが
rJ的であり、項目の重僚はそれ問問題にはならないと判断し、
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パイロット・テストの車内*を川いた。なおぷh']Jol答'"の|勾，V( '1'J:的に犯11\1 した U，.~fì 、スポ 、ソ?ラフ'は将人JtJIを総てl&k!Y1

は‘ !.d'tが63.5耳、男性が35.日で、同学年者全体のが'Jf) ;~II が に移行したことがわかる。成長期の特徴としては、，'，¥新行(

LIJ~29J~誌の"1'.紛hti に分布していた。 イノベーター)が裂品の!!高人を続けるーh、かなり多くの似

守的なiim持がそれに続いて購入を始めることが知iられてい
車占拠およびJZ??? る(KOLler.19801.スポ-''JiIHUfの場合も1.. ]様に、イノベー

(1) スポーツクラブのライフサイクル タに続き、初JWIJ~μH .fíがスポツクラブの会([になり!l{iめ.

般にスポーツクラブとは、世n成・体)Jの維持1<'Ll会をIj的 それがスポ 吋クラフリiJJ，Jをj日"1化したと巧えられる。さの

に、ウ門指導(iが市 4および組数のill動隊Ijを会民に縦続し に新しく it業向大 F企業が参入し、 IdJIL'îに係却なタイプの I~'句

て1M供する組目立として定義づけられる。その<13には、アスレ ，1111， (プログラム) IJ~J 7tがiiわれた車占拠、流行が11'ZのTによ

チッククラブ、ヘルスクラブ、フィットネスクラブなどの名 って'j:.みH¥され、それが多くのがaijに敏1:主なif-¥(E'F叫hviをllin

科、をもっクラブは合まれているが、水泳だけをm将するスイ 名化したのではないかと巧えられる(出|刊、 1987)。

ミングクラブは合まれていない。

ぷ lのH1Jl1Jにぷされた数字:は、昭和41年から61年までに開

設されたスポ 、yクラフ'の黙約数であり、それをグラフ化し

たものが[文11である。また表 lの中央に，式された数字は、実

スォ、司町、ッ?フ 7'ít..I !)j~lJI:H"立れと F川1\1"立数際のスポーツクラブIJW A 1 

d~~xの変動パターンに

ロジスティック1111線を

あてはめた坦!論的予測

似であり、昭和75年ま

でのむこ弓 15年間の予

iJllJ開設数が示されてい

る。なお阿!諭式ではス

ポーツクラブの『也J~iJ~

の1:11Hlll[を1.800と定

めたが、これは徐々な

文献より集めたデータ

にぶつく市 nの~広的

判断による。子iJllJWを
グラフ化した伏12によ

れば‘スポーツクラブ

泊目立数は日1年度以後も

-AとしたMJJIIを凡せ、

そUi傾向はl問和170年頃

までt:)~じく。そして 70 fl'­

を変 I!lJ点とし、そのl戊 l~は rf必然!明Jに移行することがわか

11'-1主 H14IlーAチb7t77 nよ1AるF4F4dllliiJ!H命ぷ事{4で1 ム

41 1.011 2. ~リ ーIl.~ヨ.， 4. fJO :t:m 0.1>1 
4.IHI 4.44 -11.44 

4 4.1111 5. XI ーUI
5 0.1111 7.60 ーJ.j;1J
民 I!J.IIO 9.9:1 0.07 
t 1:1.¥111 1i2692H 5 O.O:! 
8 2J. ¥H! S. [)!j 
9 41. 00 12.13 18. &7 
50 50.110 28.87 11. 13 
¥2.00 :17.1i:{ 14. :Ii 

./ f)4.1l1) 4X. ¥Ii ~1. 0:¥ 
51.011 n:UI 抗¥;1

4 14.11¥1 X2. ~!i -H. 4~) 
¥ 78.¥1¥1 iIlS.f)7 -2~. r，i 
日1.IiO 1:¥i.24 40. ，4 
7 J 128. ¥JO lf5. ~11 -47.1J1 
X 1 1ら7.UO Z24.10 -57. !t1 
日 294.¥JO ，8:1.611 ill.411 
民1] 41:1. 0¥1 ::f，5. 6:~ ~J7. 37 
f15fi.00 -T4R4T1百27了ーーーー 1:4. 74 

6:19.64 
4 755.01 
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'IF.JJt砲岨副白

行料 11 !，IJレジャ一昨主計料234 ~;. 

tメ11 スポーツクラブIm，j立tx

1::.:12には、 Hil.f1141l:J'.から61Wまでの実際のスポーツクラブ

11日投数が、レンガ状棒グラフでぷされているのその趨勢を槻

醐
胞
比
此
数

盟国 rheacl.ua I numbcr 
医忍 rhcpn!di叶j対 nljmL~， r

1民問

白石百五五A951回国 57割引回田町田 71胃時
'i(J!r 暗制崎岨坦盟副随時国担割師団司官 70宵

|文12.[Jジ}，7イヴヴ 111i*Ji!による
スポ_\\}ウラフ í.;jllllmriQt~

(2) スポーツil'l，!'l者のライフスタイル

「ライフスタイルjという概念は、 ζれまで、 1111係な定義

つけのないまま、人々のti，f;級式、 ijpゾl}t1<式、 Jよ1J号線式など

の，文化的・ ~I 会的・ 1長卜tl 的1.~~1てをあらわ廿ために 111 いられて

きたものである。しかしながら、近町、'I'.i，fjの'i'lのII¥j:!ilがII¥j

われるなか、 ii'it'U'iの沼;識や'j:活態度がili.mされるようにな
り、 '1:泊の様々な側面を包泊的にf巴併することができるライ
フスタイルの概念が、多くの研究.fiの111，1心を集めるようにな

ってきた。 Jt:I刻(1975)は、ライフスタイル研究への関心の正:j

まりとして、 (1) 'fj首の質的I<'J1の迫求、 (2) 人々の欲求桃

iti、'[jljぷ議、fIIIill{j鋭、午活情造の変化、 (3) I行n文化」
のid市と鋭、大といった 3 つの ~I::会 IY~変化を I'l.lげており、さら

にii'ifl行行動研究における (4)包抗的な消nffldリ'Jpj!日命の必

要性や、 (5)人LJ学的変数と所ft}水司1:を車f，びつける媒介変数

としての機能のほか、 (6)マーケテイングli}f)';:におけるけi財布11

分化のイ I~'JJな分知人刊1，としてのイl 企)}↑'j:下を強，j，\1 している。

本研究では、このようなライフスタイルMt究の肝移をふま

え、'<116的なスポーツ ii'ít'U'i.1命の催、'パこ必吸!な J，~舵データを

似るため、ぷ11'1'を実施した。さらに、 iドjjAのよ今にスポーツ

iM空汚にかかわるfj・tlJは、スポーッ，マーケット内でつ:起す

る現象の一部として従えられた。そのため、本研究では、そ

の成'-+!を経常的戦時に結びつけようとする実践的関心が'Jili，UM

される。

};.2は77のライフスタイル項目に対する、 1"1子分析の車i;'-+!

であるの J更に 11~された Jfil~ は、|人I(flf;;i r t1がすべて.50以上

のものであり、 5つの|大!(がボされている。その'1'でも:Ji[

1"1 (-の|占l{d'lがひじように大きく (2l.21)、五リネも44.7%と
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1::'いjl!iを司、していることがわかった.品Iltilされた[*1子は全体 いうスポーツクラブ会員の特徴があらわれている。そこで第

でfTz汁19i1<1-{-であるが、本研究では[占l有偵が2以上を示す、 1Ij}:1T-は「流行;t.IL'lJと名付けることができょう。

5つのいInこついて検討を試みた。第 11*1-(-を合む5つの附 第III仏.1r.は、先の2つの11<1子と少し兇なり、 49・今の[1トの
子は、全分散の約70%を示し、スポーツクラブ会員のうイフ 中て、本当の幸福を見つけ出すことは不可能だ、51・臼分のやり

スタイルの構造をかなり良く説明していると考えられる。 たいことがほとんどできなくてつまらない、46・牛きているの

ぷ2:スポーツ柑椅の構造分析 は{吋となくむなしい、48・jtijをやっ

国 ナ

サイワス'1イル'11¥1 1¥ 11¥ ¥v V 

1;111 j;II:!，}j¥:'"J，，;1、 ・'{':l出 Illn~~、私~:Jることは人υlた

~Jω'11ベJ川、ヴ11他民会f1.W旭川ぺ.t fJ:1i池山う

日 スポーヴ11民れた何1I$'iをスカゥとさせる

4 t1 1 1J 1J)")t".f"/lnllJ、 !:t 必-1'スホーヴヘ，:'U1・味ことを.4"~

'" 1 JIIf 
H Itli州代・スポー吋I.Lf'I~mっくりや析しい人と IJl:I:~:い仰II.lを世lR-f6

;:， Ij'N，UII'>l.1にlら(，く-(UI:，〆.fCい

5~ 1 i向的臥み過さ¥1身体I:::H':いと思う

口 スポ 、、r(-、tλな1.l1l<づくりに励んでいる

日 I"~'千!:t岨'1.1"1迫くないと出う

!iX 1 fWlktねたI/)Vl刷版を充分にとるようにしτいる
~5 11 1 1いもω~:tl仙、IIH-fっと xけS院が'N詰ってきたとい .øl l"...lさがあるωだから.できるだけ減そうと 4 るおだ

日 [也Uv，ためJ~'IHこ主流「けてむ、る

'411，，11~ ，'1 なら'レ々山;，';-nをしてもIJI(.(JJr刊になりたい
~ï 1 uki fをとり人üるυ)!:t~Ll 、

3'111分企 M~'~ る rJ~としτ ， 7γ ヴシ t ンを中似事る

~)~I I -，γ叩シ』ンQ>ためにh、'-16t.i世九司I.jllllはmしくない

3tili，t:tij'をと勺へれることによってWi<η例刊をずmできる
.11 li/.tidこついてυ>..~'hや」にI~~(.'、がある

421!11誌はほとんどQ)l品合，i似Iのものをはう

19 附似ヰミ身!\'キは満州"を~Iこっ付る

同 v油、J

49 今町Ilt町中で本当の'1"令官を見つけ出すこと!;;J:..f'llJ能だ

511 i'J分のやりたいことカ司王とんどできなくて~ljljが「まら守む、

461'1 きTいる(/)~iflltとな〈むなしい

4S 1 fooI1:ベ:..，-(も~，まくむ、かなも、こと均'1'-ぃ

"111うrを "'N~ る 11'，として、ワアヴシ uを・1'1)1する

:'.iI，!'i.fJなとり八れる山1:I'¥'oしい

:1.llih;O'Cむ11'11'(ちゃっ :1:'，1 と.と J と /v:~J.y II L. '(flll と 1)';[- 1{こ 4 る !ir.己

5，11，'，出がどうなるかわからなくても.やり射帥たことは以後まで取り組む

11111'1勺l:tへkりも(t，})がある.....!，I.~ コ

]; II'f)}は人よりもjf1I1JfKUJか，:抗、と思う

!ti 1 1I汁は人kりも町~，.であると山ぺ

第 llAJfは、 60・i.iliojiJJやスポーツを規則的に続けることは

大切だ、 57・iili!fiJJやスポーツは促成維持に欠かせないと思う

53・スポーツは波れた神経をスカッとさせる、 40・月のうち

何回かは必ずスポーツや瞳昨年ごとをする、といった項目や59

• 1内の飲み過ぎは身体に:H.\いと!~}.う、も2・喫煙は健!ぷによく

ないと辺、う、68・世Wiのための睡眠を充分にとるようにしてい
る等の促L誌に関する項目にウエイトが高くなっており、この

休I(ーは「他山本lilJJ と名付けられた。第 l因子に閲しては、

ある何度予測された結梨であり、スポーツクラフ会員の健康

に対するが'i1白jきの姿勢が如実に示されているといえよう。

第日除lヂは、 37・流行を取り入れるのは楽しい、38・自分を

，&JJJ.iる手段としてファッションを'll視する、 55・ファッシ

オンのためにかけるお金や時IIlJは惜しくない、36・流行を取り

入れることによって自分の個性を発仰できる、41・流行につい

ての記事や請に関心がある、42・服装はほとんどの場合、流行

のものをHうて干の流行への強い関心と、銘柄品にこだわると

てもうまくいかないことが多い、

といったIl常生活に対するネガテ

ィフ'な，t;勢を7JえすJ[jn 0) fl1:;iが高
くなっている o これは、泌を返せ

ば11常生活におけるイ、織を解消し、

m倒的な姿勢、あるいはj制限感を
~ïnbi しようとしてスポーツクラブ仰

を，fIJJIJする会IIの安勢のあらわれ
と与えることができょう d さらに、

38・fJ分を表現する F段としてフ

ァッションをiF相tする、 37'ifith 

を取り入れるのは楽しいの2J[!日

からは、 n分のネガティブな部分
を流行やファションのill求によっ

て ~11ìおうとし、その機能をスポー

ツウラブに求めるスポーッ iì~代行

像が浮かんでくる。よって、第111

凶子は、 u常生活で!日長じる保々な
不足をスポーヴクラブでfllifnしよ

うとするスポーヴmnnの特徴を
示す[;k]子として「アンニュイ・代

f{tJというr，H;をJIIいた。
第lVIJ<1子の解釈は比較的容易て、

34・遊びでも11:事でもやり rHすと

とことん熱'1>して何とかモノにす

るほうだ、 52・結果がとうなるか

わからなくてもやり始めたことは

故後までi収り組む、の2JtH1のほ

か、ぶにはボされていないが、 40

以ー i の両いl材 -H!f~fl誌をもっJ[!U

として、 31・J!lができたり、 Jよlい

ついたりしたことはすぐ実行し始

める)jだ、54・少しl!¥¥JlUf:こと忠われる仇のけ僚をたててガンバ

ルhだ、 74・I'.!分は怠ぷが強い、どちらかといえば攻幣{内な

判絡の持ち主だ等の、矧似した内容をもっJ[jl~ があり、物'/í

をi主!点しようとする偵倒的な袋勢を読み取るごとができる。

それゆえ第lV附子は「達成志向Jと名付けられた。

以後の第V[.ぺ子では、 10、17、16とn分は人よりも休}j、運
動能)]、健wの而で優れていると信じるスポーヴクラブ会L-l
の rl伝の粍!支がうかがえる。これはJ~!lEのスポーツフラブ会

員が、すでに健IJ~であり、 mt!iの人守よりも巡動能}j、体力

のl削で勝っていると信じる rn己硲伝Jのあらわれといえよ
う。

以t::~つの仏rrがスポ ツクラフー会民の特性を，~rJXß -4一るぷ
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l¥arrCll.1.. A.叩di.eiss.C;A ‘~havjoral_c~~t1!"~l l~ ~he.n?l~_?~_~~­
-rl mnsllI1cr:An exploratory叩alys凶"如ciol叫(，'fof 5明日1R田町田h
64 (3)目405-415.1980 

rrorrf':J.t.Inn山 m知冊rbch."lV-Iloilg. n. A. -Pc円。n-別I.ualioninlCrilCl.lOn 10 r田明日叩 C1.II1::iO'JI配
-ILf 日 3叩rWli叩，\bst.ra，山 i~l';;mldonal 45 (2-A) :621. 1984 

JfI!日I;i、問 「新成l~í\i胤官ースポーヴクラブJ [1-1'経済新1m 1I(!~i1s;11f6 11 
'l'3i仲VIf'J
i10ggCL P. a"d lli由叩.J. "I.i surc beyond廿1C叩divi山alcon問問r町l.cisu-

~;;~s'Lu(fics 40)': 21-38. 1985 

池RI州、 J~槻一.境鍔ff{郎~n~*~.~抑「スポーツiflrlli蜘別会以甲
的強1m リ;(~}~:ä大手3・r部P'I:K:T33・ 145. 1985 

IH~1利明、，'im!1 昭、付出Ð{!i古編若「ライフスタイJ~怨説、j ダイヤモンド
if.: 'p.28iCI975 
KoL 11!r. P. "¥tark.ρting ¥l四唱団ImI."Pr叩 tia-lIall.Ino. 1980仲間止悠他JUマ
ーケチ fンクマネージメントJプレジヂント川、 l開3)

Hoge円 1'. ~ 胡 dSh"，叩kor.r.1・・心淵munl四 tion01' innoval.ions:il cro宇sl，
1 Lurai ;唄P.f，?ilC.h"Yr.I:-'f.‘ j1ress.-T9fl".(. i哩f，YiLU\~i，v{、 fイノベーンリノ
』史学.-¥1町長業能軒大j.of:IB版部、 198il
5;mdc内閣.Il."町esp町 iric naturcのrI"i叩rceon町耐rs'prob何間"出:x;-
-it~t>. and I.ei回"...8(2):527・m.1985

本次jじとして析出されたが、その結mは似回見のIFしさを説明
するものであり、旅行に鋭敏であるスポーツクラブ会民の特

性が実証的に明かにされた。さらにこの事実は、スポーツク

ラブが新しい尚品として成長期にあり、その普及が流行に敏

感であるイノベータ一、あるいは初期採用者としてのスポー

ツiM'l者の(会員権)の購買を喚起した事実を袋づけている
と巧えられる。

まとめ

本研究では、 .fQtleスポーツマーケット I々で急成長を遂げて

いるスポーツクラブに焦点をあて、その持及i位f'，~にiWする

ことによって、スポーツクラブ会員のライフスタイルの特性

に実証的な考察を加えた。その結果、スポーツクラブの普及

過舵は成長期にあり、イノベーターと初JtJJI采用者がスポーツ
クラブに入会しているのではないかとの予測がなされた。イ

ノベーターの特徴は、 iì~資書調室で用いられるいわゆる「向

感度人間Jに他ならず、視覚、総覚、味覚などの感覚が鋭敏

な人1mとして定義づけられる。そしてこのような各種の感覚
に秀でたr~j!副主人間は、 「今後、何が流行するか」を予感で

きる人悶と考えられている。

次にスポーツクラブ会員の特刊がライフスタイルの観点か

ら分析され、(1)健康志向、 (2)流行志向、 (3)アンニェイ・代

償 (4)述成J志向、 (5)自己確信の4つの因子が析出された。そ

の結巣、第 lの健康志向は当然の結果としても、第H・第1II

[人H-に流行と人生に対する虚無!容をファッションとしてのス

ポーツで代償しようとする、 JJurのスポーツクラブ会はの特
性があらわれたことは注目寸べきであろう。今後は、ライフ

スタイルJiiFJを幣即し、より洗練された謝1"i.川紙を作成する
ことと、調査対象をスポーツクラブの特色や立地条件を加味

して砿大し、結果に一般性を持たせるととが研究の課題とな

る。

[it.J 

1)11';新の持法過1'1，とは、ロジャーズ(1柏駅rsE. ~.)によって槌閉された欧字
引もり 婦でい尚;~~'.fiilfi場，:*'1介されそれが徐々にF以していく過殺事
会iMO¥l1あv;微から従えた与えである{ド闘参i!(i.>: 

革新の嘗車過程

進渇者草輯者

w 
t師)E'"・t..-:II.， Di4旬帥句(Iu間働凪低温旬昆λ.

13.5% I 

1
1採
用
者
車

21:，~，'，l，ライフサイクルvn;，曲9) 7，ポーツ経常への応用と各段階のí.t件的下f京刀法
については.似Ii I;i，，~f.IIl:H!l:Jl rスポーヴ経惜へのライ7サイクルPI!:j曲の
応;IIIJ体丙の件1-'3f(8) : 629叩634.19811，'参考になる.
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主主議室スポーツとしてのディスク・スポーツにM する葺汗多宅(1)

高齢者におけるディスク・ゴルフについて 一一一一一一-

ディスク・ゴルフ，高齢者，生涯スポーツ

1.緒言

高齢化への途を確実に歩んでいる我国の平均寿命は、男

女共に世界ーの長寿固となった。生活環境の機織化や近年

の医学のめざましい発展により、近い将来総人口の20%は

高齢者が占めるであろうといわれている.。生涯時間の増

大した社会において高齢者はどの様な生きがいを見つけて

いくのだろうか.高齢化社会の到来により、個人の生き方

の問題、さらに社会のあり方の問題など、今後積極的に取

り組んでいかなければならない課題が多く生じている.

高齢者において、年齢と共に衰えていく身体機能の速度

をゆるめ、また、いかに保持することができるかという問

題は、 21世紀に向かう社会を健康で切るく生きるための

不可欠な条件といえよう.

このように、高齢化社会において、健康を維持すること

は重要な意味を持つようになり、手軽な健康づくりのでき

るスポーツに対し、多くの人々が関心を寄せるようになっ

た.また、若年層から中年層の人々においては、フィ γ ト

ネス・スポーツの名のもとに、エアロピタス・ダンス、テ

ニス、水泳、ジ aギシグ、スキーなど、それぞれが巽なっ

たスポーツを実施している.

生涯スポーツとは、近い将来、これらの人々が、 60議

になったからといって、ゲートポールや歩け歩け運動、ま

た、体操などを実施するのではなく、現在行なっているス

ポーツ、または、若いころに行っていたスポーツを高齢者

としての環境条件に適したものに修正し、継続を可能にし

ていくことであると考えられる。

これらの生涯スポーツとしての観点から、ディスタ・ゴ

ルフの諸要素を検討した場合、高齢者の体力に応じたプレ

ーが可能で、既成のルールを高齢者向きに変更できる融通

性があり、しかも、用具が安価で安全である点からして、

これからの生涯スポーツとしての発展が期待できる種目と

いえる。

また、これまでの高齢者スポーツに関する報告には、デ

ィスク・ゴルフに関するものが少なく、その現状が充分に

把握されているとはいい難い。そこで、本研究では、高齢

化によって増大した生涯時間の中で、高齢者がディスク・

ゴルフを行うに必要な諸要件に関する基礎データを得るた

めに、文猷調査、ならびに、ディスク・ゴルフ愛好者を対

象とした郷査を実施し、生涯スポーツとしての、高齢者の

環境条件に遣したディスク・ゴルフの特性を明らかにし

た。

手塚麻美

(株式会社ピープル)

2.研究方法

1)文献調査により、ディスク・ゴルフの特性を、高

齢者スポーツとしての身体的要件(PhysicalElement)、

社会的要件(SocialElement)、機能的要件(Functional

Element)の 3つに大別した.

2)調査対象

調査対象は、千葉県船橋市老人大学の健康・スポーツ

科(1年間のカリキ且ラム)を卒業した第1期から第4

期生までの人々を中心として、定期的にディスタ・ゴル

フの練習を行っている船橋市在住の同好会メシパーで、

6 0歳以上の男女 36名である.

3)鵡査期間

昭和62年8月4日-6日

4)調査方法

m質問紙調査
①調査項目

。基礎項目 (年齢、性別、ディスタ・ゴルフを始め

た動機)

。身体的要件

Oディスタ・ゴルフは健康の維持に役立っている。

O練習が身体的にきついと感じたことがある。

Oディスク・ゴルフで身体の一部を痛めたことがあ
る。

。社会的要件

Oディスタ・ゴルフの一番好きな点。
Oディスク・ゴルフは気晴らしやストレスの解消に

役立っている。

Oディスク・ゴルフを始めてから仲間が多くでき

た.

0練習以外にも仲間との交泌がある。
Oこれまでにスポーツ経験がある。
0ディスク・ゴルフを生涯スポーツとして続けてい

く。

。機能的要件

0練習場所について
O練習回数について

O試合図数について
。ディスクの所持枚数について

01図の練習にかかる費用について

O練習の時に指導者がいる
0指導者の所属について
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0指導者が持っている資格について
質問項目に対する回答方法は、選択法、「はいJ・「いいえ」

の2件法、また、記述法の 3方法がとられている。

②調査の手順

日本フライング・ディスク協会、および、千葉県船橋市

老人福祇課を通じて、船橋市老人大学卒業の同好会代表者

の了解を得た上で通常の練習場所である千葉県船橋市の行

田公園にて、当日の参加者 18名全員に、所定の質問紙を

配布し、項目ごとに説明を加え、記入してもらう集合調査

を実施し、さらに、当日参加できなかったメンパーには後

日、電話により、集合調査同様、所定の質問紙により、項

目ごとに説明を加え、記入するインタビュー調査を併用し

た。調査対象者の年齢および性別の内訳は表 iの示す通り

である。

表1.調査対象者の内訳

除(60 65 70 75 平均

-64 -69 -74 -79 百十 年齢

男性 2 5 5 9 8 3 2 5 68.8 

女性 1 1 3 6 2 。1 1 67 
iIt 3 6 8 1 5 1 0 3 3 6 68.2 

3.結果および考察
1)身体的要件 (PhysicalElement) 

岩岡 2)は、高齢者に必要な基本的体力の lつを、余裕

をもって歩くことができるとし、そのためには、胸部の筋

肉へ酸素を運び、老廃物を除去する、肺・心臓・血管の機

能が良好であり、一定の有酸素性能力が維持されていなけ

ればならないことをあげている。

また、田畑 3)は、加齢とともに、日常生活における身

体運動量が減少し、歩く速さが退くなる原因については、

高齢者だからではなく、高齢化して最大酸素摂取量が低下

したため、もっとも楽な歩行速度が低下するとし、この傾

向は、歩行ばかりでなく、その他の日常生活やスポーツ活

動についても大きな影響を与え、高齢化して最大酸素摂取

量が低下するがままにしていると、日常生活およびスポー

ツ活動においても、可能な動作の置がしだいに減少してい

くとt旨摘している。
鹿展体育大学けのこれらの機能低下に効果的な高齢者

スポーツの研究報告によると、最大酸素摂取水準から得た

高齢者の最大心拍数をおよそ 158拍/分前後と推定した

場合、ディスク・ゴルフの心拍数上昇が100-120拍

/分程度の水準に逮し、高齢者にとって、ディスク・ゴル

フが脊酸素性能カの2/3程度を動員していることを示唆
し、健康保持増進という目的から考えるならば、ディスタ

・ゴルフは適切な運動量を意味すると結論づけている.

このように、ディスク・ゴルフは高齢者の身体機能の低

下に生理学的効果をもたらし、高齢者スポーツとしての可

能性が高い種目といえる。

さらに、表2からは、回答者全員が、ディスク・ゴルフ

が健康の維持に役立っているとし、また、練習についても

身体的にきついと感じたことのある入はいなかった。この

ことは、今回の調査対象者においては、ディスタ・ゴルフ

が生理学的に効果をもたらしていることを表わしている。

表2の障害についての項目によると、 7人がディスク・

ゴルフで身体の一部を痛めたとし、その内訳は、肩やひじ

を痛めた人が5入、つまずいて左足小指骨折が1人、ま
た、他者が投げたディスクが手にあたった人が l人となっ

ている。屑やひじを痛めた人に関しては、ディスク・ゴル

フの初期の段階にどの年齢層においてもおこりやすい、無

理なフォームでのスローイングやカの使い方に原因がある

と考えられる。このケースはどれも 1週間程度の縫い痛み

があったが、その後は全く痛みを感じていないことから、

高齢者特有の身体機能の低下から発生する障害とはいい灘

い。また、骨折の直接の原因については、加齢にともなう

骨の萎縮により、歩行中つまずいた時に骨折した可能性が

考えられ、ディスク・ゴルフの運動の特性とは関係してい

ない。

高齢者スポーツとしての身体的要件については、まず第

lに安全性の確保をすることにあり、機康のために行って

いるスポーツで、障害や事故があってはならない。高齢者

が、スポーツを実施するにあたっては、障害予防のため準

備運動として、静的ストレッチシグを充分に行うことが大

切であり、また、活動後も実施することで、筋肉痛の予防

にも効果的のである。

さらに、他者が投げたディスクがあたって負傷する事故に

ついても、ディスク・ゴルフのマナーに基づき、ディスク

を投げる時に、ディスクの飛行経路および落下地点が他の

プレーヤーの邪魔にならないかどうかの確認を必ず行い、

また、互いに声をかけ合うことで防止することが充分可能

である。

これらの障害あるいは事故防止の実施をすることで、直

接的な身体接触による危険をともなわないディスク・ゴル

フにおいては障害や事故の発生率が低いといえるであろ

う。
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表2.ディスク・ゴルフによる身体的効巣

(※男性および女性欄は左を集会調査、右をインタビュー調査による数字とする)

項 目 男性 女性 自f

Lディスク・ゴルフを始めた動機

a.老人大学の授業で経験して 12 10 5 3 30 

b.活動の場を見て 。 。2 
c.家族にすすめられて 。。。
d.友人にすすめられて 。2 。 3 

c.その他 。。。。。
2.ディスク・ゴルフは健康の維持に役立っている

身 a. はい 12 13 6 5 36 

b. いいえ 。。。。。
体

3.練習が身体的にきついと感じたことがある.

的 a. はい 。。。。。
b. いいえ 12 13 6 5 36 

要

4.ディスク・ゴルフで身体の一部を痛めたことがある.

件 a. はい 3 2 2 。7 
b. いいえ 9111 4 5 29 

2)社会的要件 (SocialElement) 心理的緊張をやわらげ、広々とした屋外でのプレーが、

198 5年の総理府の調査のでは、スポーツクラブや 気晴らしやストレス解消に効果をもたらす。また、表3

同好会への参加動機の第 l位として、 「スポーツを楽し からは、 36名中 35名が、ディスク・ゴルフの生理的

み、仲間と親睦を深める。」ことがあげられている。これ 効果があるとしている。

が意味するものは、高齢者が増大した生涯時闘をどう考 @ 社会的効果・・・・・男女混合のパーティーを組むことも

え、また、実際にどう過ごしたいかを知実に示していると 可能で、各ホールを回る闘に、仲間との社交的交流の場

いえよう.個人のライフ・サイクルを考える場合、壮年期 が確保され、社交性を育てる場となる。表3によると、

の段階から老年期の段階へと移行する時期に、個人差はあ 仲間と楽しくプレーができることを、ディスク・ゴルフ

るにせよ健康への不安を抱き、仕事上の一線を退き、社交 の好きな点としてあげた人が 24名、また、ディスク・

の場が少なくなった時に、仲間を求めるという願望が強く ゴルフを始めてから仲間が多くできたと回答した者が

なるのは当然といえる。 36名全員で、練習以外にも仲間との交流があるとした

こうした高齢者の心理的側面を考えた場合、社会的効果 人が36名中 33名を占めた。これらの調査結果は、今

もまた、高齢者スポーツとしての重要な点と考えられる。 回の対象となった高齢者において、ディスク・ゴルフが

さらに、高齢者スポーツを7つのレクリエーション活動 非常に大きな社会的効果をもたらしていることを示して

の効果刊として項目別にみた場合、ディスク・ゴルフの いる。

特性は以下のような効果を示した。@教育的効果・・・・・ディスク・ゴルフを遇して、風や力

① 心理的効果・・・・・ディスク・ゴルフそのものが楽し の使い方などが、ディスクの飛行距離や経路にどう影響

く、慰安的な効果が期待できる。 するかなど、新しい知識の学習ができ、国外や国内で他

② 生理的効果・・・・・競技遂行上は、個人の能力の程度に との試合を遇して新しい経験が得られる。

よるものが非常に大きく、他者からの影響が少ないた ⑤創作活動の効果・・・・・ディスク・ゴルフはよ単にディ

め、個人のミスが他者への負担につながることがなく、 スクを的に近づけるのではなく、そこには、様々な障害
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表3.ディスク・ゴルフによる社会的効果

項 目 男性 女性 富十

1.ディスク・ゴルフの一番好きな点

a.仲間と楽しくプレーができる 9 8 4 3 24 

b.勝敗にこだわらずにプレーができる 2 2 6 

C.ディスク・ゴルフそのものが好き 2 3 。6 
d.その他 。。。。。

宇土

2.ディスク・ゴルフは気晴らしやストレスの解消に役立つ

ている

a. はい 12 12 6 5 35 

会 b. いいえ 。 。。
3.ディスク・ゴルフを始めてから仲間が多くできた

a. はい 12 13 6 5 36 

的 b. いいえ 。。。。。
4.練習以外にも仲間との交流がある

a. はい 10 12 6 5 33 

要 b. いいえ 2 。。3 
5.これまでにスポーツ経験がある

a. lまい 10 9 5 4 28 

件 b. いいえ 2 4 8 

6.今後もディスク・ゴルフを生涯スポーツとし

て続けていく

a. はい

b. いいえ

物をどの方向から、どれくらいの高さで越し、どこにデ

ィスクを落下させれば良いか、また、それが次の有効な

スローにつながるかどうかなど、思考の面白さがあり、

独創カの伸長に効果がある。

@完成・成就をさせるように力づける効果・・・・・ディス

ク・ゴルフは、思考の函白さから、精神を集中したスロ

ーイングへと動作を移し、実際のディスクの軌跡が頭の

中の軌跡と合致した時の喜びと達成感。また、思考通り

にはいかなかった時の次のスローへの期待忽ど、練習を

重ねることで多彩なスローイングテクニックによる、デ

ィスクの軌跡への挑戦と完成の効果に大きな期待がもて

る。
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12 13 6 5 36 。。。。。

@余暇を活用する効果・・・・・ディスク・ゴルフは、自主

的な活動が可能で、思考の面白さや完成度は、個人の興

味や練習にともないその幅を広げていく。そのため、ス

ポーツを楽しみながら継続させていく効果が非常に大き

く、積極的に楽しい時聞を過ごせるような態度の定着が

みられる。また、表3からは 36名全員が、生涯スポー

ツとして、今後も、ディスク・ゴルフを継続したいと回

答している。このようなことから、ディスク・ゴルフは

レクリエーション活動としても充分に効果を示し、かっ

表3のこれまでのスポーツ経験の有・無にかかわらず、

一線を退いた高齢者が、スポーツを通して、再び社会へ

復帰していくための期待が大きい種目といえよう.



3)機能的要件 (FunctionalElement) 

表4.ディスタ・ゴルフにおける機能的要件

項 目 男性 女性 針

1.練習場所について

a.近隣の公園や空き地など(徒歩または自転車) 10 10 2 4 26 

b.遠隔地の公聞や空き地など(パスまたは、電車や車) 2 3 4 10 

c.その他 。。。。。

2.練習回数について

a.週に 1-2回 7110 6 5 28 

b.週に 3-4回 2 。。3 
機 c.週に 5-6回 4 。。。4 
d.週に 7回以上 。 。。

3.試合回数について

(不定期的 また、 4. 1 0月に予定) 12 13 6 5 36 

能

4.ディスタの所持枚数について

a. 2 -3枚 4 5 4 4 17 

b.4-5枚 2 5 。。7 
c. 6枚以上 6 3 2 12 

的

5. 1図の練習でかかる費用について
。円) 10 11 2 5 28 

(1 5 0円) 。。。
(2 0 0円) 。 。。

要 (2 8 0円) 。 。2 
(3 0 0円) 。。2 。2 
(5 6 0円) 。。 。l 
(6 0 0円) 。1 。。

件 6.練習の時に指導者がいる

a. はい 12 13 6 5 36 

b. いいえ 。。。。。|
7.指導者の所属について

a.市役所の方 。。。。。
b.フライング・ディスク協会の方 。。。。。
c.その他 12 13 6 5 36 

{老人大学一期卒業生)

8.指導者が持っている資格について

(な し} 12 13 6 5 
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1 985年に和国が行なった調査 8)によると、中高年

男性の老後の不安として、 「健康Jの次に「暮らし向き」

があげられ、これに対する背景には、定年退職や仕事役割

から引退した際の年金の給付水準への心配や、インフレな

どによる年金の目減りへの心配があると報告された。ま

た、女性の場合においても、有配偶者と無配偶者(家族に

先立たれる)との違いがあるにしても、比較的多くの人々

が老後の経済生活への不安を抱いている.そして、高齢者

がこうした問題を考慮した上で、スポーツを行うとすれ

ば、まず第lに活動に直接かかる用具などの費用が少なく

て済むことで、 2番目に活動場所への移動や施設利用など

に費用がかからないことである。表4の結果によれば、近

隣の公園やさEき地などで練習を行なっている人が26名

で、徒歩または自転車での移動が可能なため交通貨がかか

らず、また、今回の調査対象者が定期的に練習を行ってい

る公園については、施設費がかからないため、 1図の練習

に費用がかからないと答えている.また、車で移動する

人、男女各 l名ずつにおいてもI!I!般からして、ガソリシ代

を算出することもなく、やはり、移動費がかからないに含

まれている。ディスクの所持枚数については、プレーに必

要なのは最低2枚で、それ以上所持している人に関して

は、ディスタ・ゴルフに対する興味や、テクニックの向上

などにともない、重さやディスクの飛行性の遭ったもの

を、徐々に購入していったと考えられる.ユニホームや道

具に特にこだわる必要のないディスタ・ゴルフに関して

は、初めて行う人でも、ディスク 2枚分の約3，60 0円

の自己負担で充分にプレーを業しむことができ、非常に廉

{画である.

また、活動場所については、調査対象者は大半が徒歩ま

たは、自転車で移動できる近隣の公閣を利用し、 9ホール

で約550メートルのコースをl回に3回程回りながら約
2時間のプレーを楽しんでいる。高齢者スポーツは身近な

場所で、手軽に行えることが条件でもあり、その点におい

て、ディスタ・ゴルフはルールに融通性が非常にあること

から、近隣の公園や空き地にある自然の木や街灯、ベンチ

などを利用し、コースを設定し、充分に活動を楽しむこと

ができる.

今回の調査対象者における指導者には、老人大学の 1M

卒業生があたっていた。この同好会の構成メンバー 36名

中30名は、老人大学の卒業生であり、基礎レベルのスロ
ーイシグ・テクニッタやキャッチシグのテクニッタに関し

ては、大学の授業で習得している.そのため、卒業後は、

自主的な活動(同好会}として継続していくことが可能で

あると考えられるが、今後、会員数が増え、また、初心者

の指導や、より高いレベルのテクニッタ習得を望む者が増

えた場合、やはり、定期的な専門指導者の関与が望ましい

と考えられる.またそういった指導者の下に、正しいフォ

}ムやテクニックを習得することで、ディスク・ゴルフに

対する興味も増していくことが予想され、なおかつ、障害

や事故防止にも大きな影響をもたらすことといえよう.

今後、行政当局および各関係機関において、生涯教育的

見地からプログラムを提供していく社会体育指導者の養成

と充実が望まれる。

4.結語

ディスク・ゴルフが高齢者スポーツとして多く強めてい

る可能性は、本研究により以下のように艶理される.

(1)身体的要件:高齢者特有の身体機能の低下に対し

て、生理学的効果を示し、健康の維持に適切な運動量であ

る。また、障害や事故の発生が低いため、安全性の確保が

できる。

(2)社会的要件:高齢者のレクリエーシ醤シ活動の 7つ

の効果を充分満たし、かっ、スポーツ経験の有・無にかか

わらず、高齢者がスポーツを過して社会復帰するための期

待がもてる種目である.

(3)機能的要件:高齢者の経済的条件に合ったスポーツ

で、手軽にできる。また、多くの融通性により年齢・場所

にあったプレーが可能で、自主的な活動ができる.

さらに、生涯スポーツとして適性を考えた場合、若いこ

ろから継続してきたスポーツを高齢者の特性と合致させた

上で行われることが理想的といえる.こうした観点から、

ディスク・スポーツ全般を見た場合、全種目に使われるス

ローイング・テクニックやキャッチング・テクニックは共

通し、若いころに、スタミナ・走力・パワーなどを必要と

する団体種目を経験した者や、個人種目で本格的な競技に

携わっていたプレーヤーも、習得した多〈のテクニッタを

何ひとつ失うことがない。そのため年齢とともに、ディス

タ・ゴルフへの転向が容易であり、年齢にあった競技の面

白さを味わうことができる。

これらの調査結果からまさに、ディスク・スポーツは生

涯スポーツとしての可能性を充分に秘めているといえ、デ

ィスタ・ゴルフにおいては、これからの広がりが大いに期

待される種目と考えられる.
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レクリエーション 1<::関するイメージの研究

とくに「楽しい」および「遊び」を中心として 一一一一

O高橋 伸

(国際基督教大学)

川向妙子

(東海大学)

山崎律子

(余暇問題研究所)

イメージ、レクリエーション指導、楽しい、遊び

I 研究の目的

レクリエーション指導において、イメージの問題j(着目し

た理由は、前回の報告 1)1とみられるとおりである。すなわち、

個人が抱くイメージが、その人の行動と極めて密接な関係を

有し、一般的には、とくにマーケティングの分野でその傾向

が強くみられる。したがって、レクリエーション指導におい

ても、実施しようとする活動K対しての的確なイメージ把握

が、効果的指導Kつながるものではないかと考えられる。

乙のような観点でイメージ研究がなされたのには1968年高

橋(和)ら 2)の行ったものがみられる。以後、鈴木町金崎4)

らの研究をあげる乙とができょう。前回報告した筆者らの研

究りは、高橋(和)らが行なった研究の追跡研究という意味

で、 「レクリエーションJという乙とばに対するイメージの

分析であった。その結果において反応語が最も多かったのが、

男女とも「遊びJおよび「楽しいJという ζ とであった。町

乙の意味すると乙ろは、"レクリエーションは遊びであり、

楽しいものである"というイメージを多くの人が抱いている

と解された。

そ乙で今回の研究の動機は、乙の「遊びJr楽しい」とい
う乙とばに対して、どのようなイメージを抱くのかというと

とを究明しようとする乙とにある。 r遊び」に対しての概念
規定は、従来からさまざまな立場からなされているのは周知

のとおりである。 1) とくにわが国においては、遊びI[対して

は、一種の罪悪感、ひまつぶしなどネガティプな考え方が過

去においては支配的であったと言う。め現在においては、常

識的には上記のような考え方がないとも観察されるが、果た

して変化しているかどうかは明確ではない。

同様な乙とが「楽しい」ということについてもいえよう o

すなわち、楽しいという乙とばは、極く簡単に使用されてい

るが、その意味は非常に複雑といえる。楽しみは主観的な面

が強く、個人差もあり、楽しみ方もさまざまである。 M'チ

クセントミハイムは、乙の楽しさにメスを入れ、フローモデ

ルによってその構造を明らかにしようとした。町その他心理

学、生理心理学、教育学などからの「楽しさJの論説もみら

れる。!のしかしながら、乙れらは概念としての楽しさの追求

であり、現実lζ何が楽しいのかは明確ではない。

そ乙で今回の研究は、 「遊びJおよび「楽しい」というこ

とについて、イメージの側面から追究を試みることにした。

その方法としては、極く素朴ではあるが、特徴を端的I[表わ

す「自由連想法Jを採用した。

本研究の具体的な目的は次のとおりである。

① 「遊びJr楽しいJI[対する反応語の分析と、その傾
向の把握。

② 「遊びJr楽しいJ![対するイメージの構成。

E 研究の対象

本研究の対象は198611'4月I[入学した国際基符教大学に在

籍する I年生男女学生である。表 11ζ示されるように、男子

102名、女子 201名、合計 303名となっている。

年令構成は、表 21[示した。男子は19才を中心1[20才、 18

才、 21才の順I[構成されており、平均年令 19.5才となってい

る。また女子も 19才を中心としているが、 18才、 20才の順I[

構成されており、平均年令は 0.5才若く、 18.9才となってい

る。

表 1 対象者数

表 2 対象者年令構成

--.一一一一一一-一一ー
男(%) 女(勿) 卜合百i附
12 (11.8) 62 (30.8) 

19才 46 (45.1) 96 (47目8) 142 (46.9) 

20才 33 (32.3) 41 (20.4) 74 (24.4) 

「τττ5一一一一一一21才 10 (9.8) 12 ( 4.0) 

22才~ 1 ( 1. 0) o ( 0.0) 1 ( 0.3) 

f'; 102 201 303 

平均年令 19.5才 18.9才

皿 研究の方法と内容

I 実施方法

前回の「レクリエーションJI[対するイメージの研究と同

様「自由連想法」を用いてイメージの測定を行なった。

1 )刺戟語楽しいJr遊び」
2)時間 2分1m

3) 回答方法 用紙記入法

4) 制 限.反応誌を名前・形祭詞のみに指定した。

調査の実施は、 19861(二11月第 2週日lζ行なった。調査m紙
を配布した後、口頭I[て指示を与えた。はじめに、 「楽u、J

についてのイメージを記入し、休憩後、 「遊び」についての

イメージを記入させた。

2 分析の内容

1)反応語の分析

個条書きされた反応語を、第 1反応話、第 3反応読までの

2通りについて、前回筆者らが採用した高橋(和))の 5分類
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によって検討した。

<5項目の分類>
感情反応→楽しみ、愉快、明るいなどの反応語としてあら

われたもの。

叙述反応→休養、健康、遊びなど、説明的反応語をあらわ

Lたもの。

種目反応→キャンプ、卓球などの種目をあげたもの。

Jl:(E反応→111、潟、精子など活動とJtIとあるもの。

印象反応→笑い、輪、和など活動IL伴う印象反応語として

あげたもの。

2) イメージの一般傾向

表4 r楽しい」における、 ffi3反応訴までの傾向

分瓦廼rr-ヨ干扇子下云干ヨデ
感↑青反応 57 (18.6) I 96 (J 5. 9 ) 

叙31，造反応 68 (22.1) I 108 (17.9) 

種目反応 92(30.1) I 194(32.2) 

共在反応 76 (248) I 176 (29.2) 

印象反見 13 ( 4.3) I 29 ( 4.8) 
その他 o( 0.0) I 0 ( 0.0) 

~f' I 306 I 603 

再構成されたイメージは、元のイメージ11:近いものが表わ がみられない o

されるという観点から川、反応諾の上位 5種を、第 I反応語 b) 割合をみると男女とも種目反応がトップを占める。ま

及び第 3反応語までについてまとめ、一般的傾向を把握した。 た、共在反応(友達、子供、音楽など)も多くなる。

「楽しいJというイメージのrlJには、活動そのものが大き

W 結果と考察 なウエイトを占めてくる乙と、およびその環境が楽しさに影

l 反応語の傾向分析 響力を持つ乙とと解される。

「遊びJr楽しい」における反応語を男女別iζ第 1反応語 2) r遊びJIC対する反応語分析
および第 3反応語までの二通りに分けて検討した。 r遊びJについての分類結果は表 5、表 6のとおりである。
端的なイメージを把握するには刺戟語を聞き、最も早くイ

メージした第 1反応語をみる ζとによってできるが、より詳 表 5 r遊びJにおける、第 1反応語の傾向
しく全体像をみるため、第 3反応語までをみる乙とにした。

1) r楽しいJ11:対する反応語分析
表 3.表 4は、 「楽しいJについて 5分類によってまとめ

たものである。

第 1反応誌については、次の諸傾向がみられる。

a) 5分類の中で印象反応(笑い、元気、パラ色など)以

外については、各反応l己分散傾向が見られる。特11:集中

傾向はみられない。乙の ζとは「楽しいJという怠味が

冒頭にも述べたよう IC、非常IL複雑な乙とをあらわして

いるということに解される。

男子 (予約 女子(%)

17 (16.7) 21 (10.4) 

叙述反応卜 13(12.3) 16 ( 8.0) 

共種在目反反応応
40 (39.2) 93 (46.3) 

32 (31.4) 
十一 一一一
67(33.3) 

印象反応 o ( 0.0) 4 ( 2.0) 

その他 o ( 0.0) 
u 201 

表 6 r遊びjにおける、第 3反応語までの傾向

芸~ 男子(%) 女子(%)

感情反応 34 (11.2) 53 ( 8.8) 

b) 男女差については、男性では叙述反応(遊び、スポー

ツ、喜びなど)がトップで約3割応対し‘女性では種目

反応(ゲーム、おしゃべり、映画など〉が約 3害11となっ

ている。ごく一般的にいえば、 「楽しいJというイメー

ジについても男性は理屈、女性は活動そのものへの志向

特性がみられるといえよう。

「虫述反応 32 (10.6) 40 ( 6.6) 

第3反応語までについては、次の諸傾向がみられる

a) 第 1反応語と同様に、とくに印象反応以外は集中傾向

表 3 r楽しいJにおける、第 1反応語の傾向

事悪 男子(%) 女子(%)

28 (27.4) 43(21.4) 

叙述反応 33 (32.4) 40.(19.9) 

種目反応 21 (20.6) 62 (30.8) 

共在反応 18 (17.6) 47 (23.4)) 

印象反応 2 ( 2.0) 9 ( 4.5) 

その他 o ( 0.0) 。(0.0) 

自十 102 201 
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種目反応 122 (40.2) 282 (46.8) 

共在反応 109 (36.0) 
215(3562O〉〉)l l 

印象反応 6 ( 2.0) 13 ( 2 

その他 。(0.0) 。(0 
ト ー一一

計 303 603 

第 l反応;告については、次の諸傾向がみられた。

a) 種目反応、次IC共花反応認の害11合が高く、乙の 2項目

Ir集中傾向がみられる。乙の ζとから、 「遊びjという

言葉の持つ意味合い 12) の中でも、直接的で実際的な意

味合いでとらえられ、活動やその環境のイメージが強い

乙とを示していると推測される。

b) 男女差をみると、同様の傾向を示しているが、種目反

応について女性が男性よりも高い値を示している。



茸j3反応読までについての諸傾向がみられた。 以主から次の点が特徴としてあげられる。

a) 第 1反応語と同様に、種目反応、共在反応に集中傾向 a) 第 1反応語および第 3反応語までについて男女共「遊

がみられる。「楽 LいJと同様種目反応がトップで、共 び」が第 1位であり、楽しさと遊びが合体している乙と

在反応も多くなっている。 がわかる。

b) 男女とも同様の傾向がみられる。特IC女性は種目反応 また、上げられた反応語は感情反応、叙述反応、共在

が多くなっている。 反応が多く、種目反応が少ない。乙のことは、 「楽u、」
「遊びJというイメージのなかには、 「楽しさJと同様IC， というイメージが活動種目とI直接結びつかないか、ある

活動そのものが大きなウエイトを占めてくる乙と、およびそ いは、活動種目が片寄らず、多岐にわたっているのでは

の環境が遊びIL影響力をもっ乙とが解される。 ないかと考えられる。

2 イメージの一般傾向 b) 第 1反応語、第 3反応語までおよび男女別をみても、

反応語の数の多かった上位 5種を、 「楽しいJr遊びJIc 順位は入れかわるものの、特に大きな変化はない。 r楽
ついて、第 l反応語、第3反応語までのそれぞれについてま しいjのイメージが安定しているといえよう。

とめ検討した。c)直感的な反応を示すと恩われる第 1反応語の第 4位iζ、

1) r楽しいJの一般傾向 男女共「音楽jがあるが、「楽しいjと感ずる状況に意

「楽しいJICついて第 1反応語、第 3反応語までをまとめ 識するしないICかかわらず「音楽Jの存在が大きなポイ

たものが表 7、表 8である。乙れを再構成すると次のように ン卜となると恩われる。

なる。 d) 男女の違いについては、男子で、第 l位の「遊びJIC 

<第 1反応語までによる一般的イメージ> 次いで、 「おもしろいJrうれしいJと個人の主鋭的な
男子→楽しさは遊び(たとえば、音楽を聞く。スポーッ イメージがあり、女性では、「友人・友逮・ 1'I'nllJと共

をする〉にあって、おもしろいとかうれしい感情 にいるイメージがあがっている。女性にとっては、友人

を伴う。 そしてそれらとの会話が楽しさにとって欠かせない乙と

女子→楽しさは、友人や仲間1と遊び(たとえば、音楽を が類推できる。

聞いたり、ゲームをするなど)のなかにあって、 2) r遊びJの一般傾向
うれしさや明るさを伴う。 r遊びJについて第 1反応語および第 3反応語までの上位

<第 3反応語までによる一般的イメージ> 5種は、それぞれ表 9、表101L表わしたとおりである。乙れ

「一

男子→楽しさは、友人や仲間と遊び(たとえばスポーッ を再織成すると次のようになる。

をするなど)おもしろく、うれしいものである。<第 1反応語による一般的イメージ>

女子→楽しさは、友人や仲間と遊び(たとえば、おしゃ 男子→遊びは、夜、女の子といっしょにいたり、スポー

べりをしたり、音楽を聞いたりするなど)うれし ツやゲームIC興じる楽しいものである。

いものである。 女子→遊びは、友人や仲間と過どしたり、子供の頃を思

表7 r楽しいjにおける、第 1反応語の
イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

1位 遊 び 18 遊 び

人数

28 

いだしたりする楽しいものである。

<第 3反応語までによる一般的イメージ>

男子→遊びは、女の子や仲間違と酒を飲んだり、ゲーム

をしたり、 7 ージャンをしたりする楽しいもので

ある。
トー一2一一位→一一一

おもしろい 10 うれしい 16 女子→遊びは、友達や仲間とゲームに興じたり、子供の

3位 うれしい 8 友人・仲間・友達

4位 音 楽 7 音 楽

5位 スポーツ 5 明るい

ゲーム

表8 r楽しいjにおける、第 3反応語までの
イメージ(上位 5位)

順位 男子 人数 女子

l位 遊 び 26 遊 び

2位 おもしろい 13 友人・仲間・友達

3位 うれしい 13 うれしい

12 

9 

6 

6 

人数

49 

31 

29 

4位 友人・仲間・友達 13 おしゃべり・会話 18 
ト一一
5位 スポーツ 13 音 楽 17 

-82-

心を感じさせる楽しいものである。

以上の乙とから、次の特徴がみられた。

a) 第 1反応語の男女、第 3反応詰までの男子の第 l位IC

「楽しし、」があげられ、第3反応語までの女子について

も、 「楽しいJは第 1位と数IC差がみられない乙とから、

f遊びは楽しいjという乙とが代表的なイメージである

といえよう。

b) 第 1反応語の男子IC、他ではみられない「夜jが入っ

ており、興味深い。

c) 第 3反応語までについて、特に女子の 1位-4位まで

の反応語IC差がなく、安定したイメージを持っていると

いえよう。

d) 男子の特徴としては、第 1反応語および第 3反応語ま

でのl両方において、上位 2種は同じであるが、 3位以下



表 9 r遊びJにおける、第 1反応議の
イメージ(上位5位)

順位 男子 人数 女子

1位 楽しい 14 楽しい

人数

16 

2位 女・女の子 5 友人，友達・仲間 13 

3 位 夜 5 子 供

4 位 スポーツ 3 ゲーム

5位 ケーーム 3 ままどと

ビー玉 3 

フリスピー 3 

かくれんぼ 3 

表10 r遊びJにおける‘第 3反応語までの
イメージ(上位5位)

順位 男子 人数 女子

l位 楽しい 21 子 供

2位 女・女の子 12 楽しい

13 

12 

8 

人数

35 

31 

3 位 ゲーム 11 友人・友達・仲間 32 

4 位 おにごっこ 7 ゲーム 30 

5 位 7 ージャン 7 おにどっ乙 15 

酒 7 

友人・友達・仲間 7 

IC多い種目反応がそれぞれについて違L、がみられる。男

子の「遊び」の活動種目のイメージが多彩なことを示し

ているとみるならば、個人差のある乙とが、うかがえよ

つ。

e) 種目反応の中11:第 1反応語では男子「かくれんぼJ、

しかしながら、 「遊びJのイメージ11:おいては、男女の特徴
が鮮明に浮き出されたと思われる。遊びは楽しいものである

という点では、同様の傾向がみられる o しかし、女子ICおい

ては、友達や仲間とゲームやおしゃべりに興じる明るいイメ

ージであるが.男子11:おいては、女の子、夜、酒というイメ

ージが入ってきている。かつて大人の遊びと言われた「飲む、

うつ、買うjの片鱗をうかがう ζとができる。

すなわち、価値観が変存してきている現代においても、か

つて悪い遊びとされたものが、現代の若者においても具体的

なイメージとしてあがっている。彼らにおいての罪悪感につ

いては、今回はうかがい知る乙とはできないが、今後、乙の

点をさらに検討してゆく必要があるように思われる。

3 総じて、レクリエーションIC対するイメージよりも、

「遊び」のイメージの方が、より通俗性を内在しているもの

と解される。

4. 男女とも、遊び、楽しいなどのイメージの中iζ 、幼少

児体験の活動種目(鬼ごっ己、ままごと)がでている乙とは、

幼少j切のレクリエーション教育、あるいは、遊びの教育が、

いかに重要であるかを意味していると思われる。

5 男女とも、イメージの中11:r音楽Jがあがっていると
とは、現代生活における音楽の存在を物語っているものであ

り、レクリエーション指導におけるプログラムにも音楽との

かかわりが大きなポイントとして示唆されていると言えよう。

上記の結果をふまえて、今後の課題として、若者における

レクリエーションイメージの追求だけでなく、対象者を巾広

く考えていくとともに、遊びのイメージ形成が幼児期iにある

乙とから、とく 11:保母.小学校教員IC焦点をあて、彼等が遊

びIC対していかなるイメージを有するかその追求を図りたい。

女子「ままごと」となっている。第 3反応語まででは男 〔参考文献〕

女とも、 「おにどっ乙Jが入っている乙とから、 「遊び1)高橋 伸他「レクリエーションlζ対するイメージの研究ー

のイメージは幼少時期の体験が強く印象づけられ、成長 とくに大学生の事例比較を中心11:ー」レクリエーション

しても持ち続けている乙とは興味深い。 研究16号 P72-P76 1986 

2)高橋手口敏「レクリエーションに関するイメージの研究(第 1報)

V まとめ 第 4回レクリエーション研究会発表抄録 1968

今回の研究は、 「楽しいJr遊びJ11:対してのイメージの 3) 鈴木秀雄「ゲーム IC対するイメージの比較考察j

研究であったが、乙の研究を通して、次の知見を得る ζとが 第2回レクリエーション学会大会発表抄録 1972

できた。 4)金崎良三「レクリエーションイメージの構造ICついてj

1.楽しいJr遊びjのそれぞれに代表されるイメージ 第 5回レクワエーション学会大会発表抄録 1975

が、 「楽しいJ1己対して遊びが、 「遊びJ11:対して楽しいと 5) nHf.¥ 1) 

いうように、お互いに緊密関係をもっている乙とが明白であ 6) 前掲1) P 73 

る。自ij[司の研究において「レクリエーションJ11:対するイメ 7) 高橋和敏他「レクリエーション概論」不昧堂 1980

ージの代表が、楽しい遊びであった乙とをみても、乙の三者 P43-P46 

は切る乙とのできない関係であることが確認された。 8) 三隅達郎「レクリエーションJ1 DE教育選書 125

したがって、レクリエーション指導においても、指導者は 民主教育協会 1968 P14-P19 

絶えずこの三者を念頭においた指導方法、活動内容の選定11: 9) M‘チクセントミハイム 今村浩明訳

留意する必要があろう。 r楽しみの社会学」思索主1:1979 
2. 前回の研究において、レクリエーションlζ対するイメ 10) r楽しみーそのゆくえj青年心房 42号 金子書房 1984
ージに男女差があまりみられなかったと同様、今回の「楽し 11)飽戸 弘「イメージの心F哲学"J湖出版1970 P261-262 

いJ r遊びJ11:対するイメージにも大差はみられなかった。 12)前掲 7)
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宅金主主の日常雪主主完雪における

RE-CREATION手子霊力に島訂する菟汗多宅

0阿部{言博吉本俊明斉藤虎征沢村博小川賞佐野公雄

(日本大学)

R e -c r e a t 0 n 快不快

1. はじめに

わが国におけるレクリエーションの概念については.戦

後の混乱期から現在までの文化的.社会的変化のなかで.

様々な議論が重ねられ，新しい時代に対応すべくレクリエ

ーショ Y論が展開されてきた。そうした論議の流れは，端

的に言えば「よりよく働くため」から「よりよく生きるた

めドへと拡大してきたと恩われる。

仕事や勉強を入れることは困難と思われる。そこで，無謀

かっ定義としての薄弱さは否めないが(後述).前述のリ

クリエーション概念における「再創造」を重視し，日常の

諸々の行動のなかで，生活のエネルギーを作り出す活動を

あえてリクリエーション行動とし，快.不快によってそれ

を探ることを試みるものである。

レクリエーションについては次のような見解もみられる。

広辞苑によれば，快lまこころよいこと，こころにかなう

こと，面白いこととあ♂哲学辞典には “快は環境の様

相に対する受容(不快は拒絶)の態度であり，ゆえに快は，

好み，望み，求め，獲得し，維持永続させようとする対象

または状況に結びっく概念であ子としている。さらに，E レクリエーションはリクリエーション (re-crea

t i 0 n)であり，直訳すれば再創造である。リクリエー

ションは日常的な単調なくり返しを時々絞り，自分自身の

肉体と精神を作り直すことに他ならない。いいかえれば，

生活のエネルギーを，何かの形で，親しし豊かに作り出
1) 

すことなのである。"この概念から， リクリエーションと

は何かを作り出す活動とみることができる。つまり，生活

のエネルギーすなわち生産性(労働へのヱネルギー)を高

める必要が要求された時代的背景がうかがわれ，それがレ

クリエーションのあり方を規定するひとつの要因になって

いたものと窓われる。 rあすへの働く力を作り出すための
余暇活動」といった文字通りのリクリエーション的概念と

言え，そうした社会的状況下にあったものと恩われる。

広辞苑によれば， “レクリエーションは仕事や勉強など

の疲れを休養や娯楽によって精神的，肉体的に回復するこ

と。また，そのために行う休養や娯認"とあり，これは前

述のリクリエーション的解釈のような気負いは感じられな

い。

戦後から現在までの経緯のなかで， レクリヱーションは

教育活動の一端を担うものであるべきとか，学習性のある

活動であるといった価値均停を遊びは遊びでしかなく，

見返りを要求すべきものぞ官苛方てろうかといった没価健的

論議が， レジャー， レクリエーション峻別論と併せて論じ

られて今日に至っていると思われる。前述の広辞苑ではこ

うした論議にとらわれない見解を示しており，言わば， こ

れが一般的なレクリエーション観とみていいのではなかろ

うか。 本研究は，現代の学生が日常の生活行動のなかで

得られる快の感じ(それには勉強や食事といった行動も含

まれる)が， レクリエーションとしての意義を包含するも

のではないかとの論議を試みるものである。しかし，前述

したレクリエーション論4こ共通していることは，仕事や勉

強以外の余暇活動が前提であり， レクリエーション活動に

E.フインタは. r遊びの快」を「遊び」を形づくる様々
な構造契機のひとつとして述べ. r快は単に感覚的なもの
でもなく，また単に知的なものでもない。それは独特な創

造的形式の喜びであり，それ白身，多義的，多元的なもの

であって，深い悲しみや底無しの苦悩をも取り入れること

ができるし，恐ろしいものでもなお快く包含することがで

きる?としている。そして，鷹取は，遊びについて， “そ

れは「快」を追求し，享受することであるiと述べている。
これらのことから，快は，一部には遊びにかかわるもの

と考えられるし，また，非常に広汎な行動によって得られ

る快から，障害をのりこえ，たとえ何がしかのリスクが存

在したとしても究極は快が得られることも考えられる。入

閣はひとつにはこの快を獲得しようと追い求め，また遊び

についても結果的には快が得られる一面があると思われる。

面白いこと，こころにかなうこと，望み，求めである快は，

当然人聞にとっての生きがいや喜びに結びつく概念

と思われ，そこにリクリエーションあるいはレクリエーシ

ョンとしての機能が存在するのではないかと筆者は考える

ものである。

2. 調査の方法

1986年 7JJN大学理工学部 l年生男子 260名(以下型系
男子とする). 1981年 1月法学部，経済学部 1年生男子

124名(文系男子). 1981年 6月短大英文 l年生女子91名

(文系女子).同理工学部 3.4年生及び大学院生男子12

名(理系上級)の合計 55.3名を対象に表-1のような調査

用紙による 189項目についてのアンケート調査を行った。

調査項目の内容は，睡眠，食事，通学，談話，コンパ，

授業，勉強，買い物，読書，家事，サークル活動，芸術作

品や映画・音楽の鑑賞.テレビ・ラジオ. J書好などに関し

てである。
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集計は. I非常に快を感じる」と「快を感じる」は「快」

に. I非常に不快である」と「不快である」は「不快」と

してまとめ. Iどちらともいえない」と合わせて3つに分

類した。これらの結果は，文系男子，文系女子，理系男子，

理系上級の4グループ'に分けて集計しそれぞれの相違につ
いて比較考察を試みた。

表ー l 調査用紙と回答の方法

①快ー不快の程度は右のスケールのようにな勺ています.

例えば.設問の状況が非常に快を感じるなら.スケールの

5をOで阻んで下さい.

② わからない項目については回答しないで下さい.

l 2 3 4 5 

非常 快不 いどち 快を 非

感じ 感じ常快にでに でえら
あ不 あなと
る快 るいも るるを

1. 夜の睡眠
l 2 3 4 

2. 休日{臼.祭日等}の昼寝 ' 2 3 4 
3. 授業中のうたた寝 t 

2 3 4 
4. 休み時間中のうたた寝 1 

2 3 4 
5. 電車.パスの中でのうたた寝

2 3 4 
6. 自由時胸中でのうたた袋

2 3 4 
7. 一人で黙々 と朝食をとる

2 3 4 
8. テレビを見ながら朝食をとる ' ' 

2 3 4 

3. 結果と考察

(l) 読書

趣味の図書，マンガ，新関・雑誌，旅行に関する図書な

どには快を感じる者が非常に多く，推理小説，スポーツに

関する図書. SF小説などにも多くの快を示している。文

芸作品や自伝に関しては快を示す割合は減少しているもの

の不快と答えた者よりは多くなっている。専門書やテキス

トは読書の対象としては不向きであり.むしろ勉強の類と

考えなければならないと思われる。

グループ別にみると男子闘では同様な傾向にあるが，女

子に関してはスポーツに関する図書. SF小説，専門書・

テキストで快の割合が男子に比較して低くなっている。総

じて軽い気持ちで読めるものに快を感ずる者が多いが.今

調査の結巣は，若者の書物離れが云々される昨今にしては

読書好きの傾向とみていいのではなかろうか。

(2) 芸術作品の錨賞

まず，非常に映画好きと言える。ついで絵や彫刻の鑑賞

5 

5 
g 

5 

5 

5 

5 
t 

5 
t 

5 
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によって喜びを得られる者が多いとみられるが，民芸品や

生活芸術品の鑑賞では多いとは言えず，日舞鑑賞は不適当

とJ思われる。グループ間では男女間に差がみられ，女子グ

ループは日本画，洋画.書道，生活芸術品等の鑑賞の快に

男子グループより多く.生活芸術品.彫刻の鑑賞の不快で

少ない傾向を示している。総じて，これらの鑑賞について

は女子の方が歓びの度合いが高いとみられ，さらに日本

商や日本映画よりも洋風のものにより高い快を示した。

(3) 音業

演歌や日本民謡など日本的なものには不快を示す割合が

高いものの，ポピュラーやロックを好む傾向は若者の風俗

を物語るものと考えられる。

グルーフ・別では. クラッシックのなかでは女子が最も多

く快を示し， ロックのなかでは男子グルーフ・が多い。さら

に，理系の l年生と上級生を比較した場合，ロァクの快と

演歌の不快に差がみられ，加令と共に音楽の好みが変化す

ることも有り得ると推察できないだろうか。

(4) サークル活動

グループ別にみると，文系女子と理系上級のグループが

他の 2グループよりもサークル活動をより去しんでいると

みられる。つまり，活動中4こしても，発表・試合にしても，

またミーティングにしても両グループは他の 2グループよ

り快の割合が高くなっている。これはいろいろな意味で先

裳，後輩の壁があり，女子にはその影響が少ないことが推

察される。

各グループとも準備や後片付けを除いて，発表や試合よ

りも日頃の活動のなかに快を感じていることがうかがえる。

しかし，自由意志での活動にもかかわらず，不快を覚えな

がら活動している者もある。

(5) 食事

朝食，昼食，夕食を過して共通していることは. r一人
黙々とJ. I専門書やテキストを見ながら」食事をとるこ
とには不快を，また. I友人と話しながらJ. I家族と話
しながらJ. :-自宅でJ. Iテレヒを見ながらj. Iステ

レオを聞きながら」食事をとることには快を示す割合が非

常に高くなっている。今回の調査の特徴のひとつにあげら

れるのは，友達とのかかわりに高い割合で快を示している

ことであり， III/述した音装好きは「ステレオを!湖きながら」

の食事にも現れている。さらに，後述することであるが，

テレピが日常生活の中でRe--creat onの手段の

ひとつとして大きなウェイトを占めていることが「テレビ

を見ながら」の食事にもうかがえる。

過去，先行研究のなかで. Iレジャーに期待するもの」

とか「余暇活動の目的」に関する様々なアンケート調査が

行われているが，そのなかで“身体や心を休める¥ “体

力回復・増強¥ “人間性を高める¥ U 人とのつきあい"

などと並んで， “家族とのつながりを深めるヘ “家族団



らん"といっ、た項目が11aこ上位にランクされている。今調

査でも，一人で食事をとるよりも自宅で家族と話しながら

食事をとることに高い割合で快を示している。ピクニック

や郊外のレストランに家族で出掛けるといった行動はレク

リエーションと言えるが，そうした機能は日常の3度の食

事のなかにも存在するものと考えられる。

(5l 談話

先生との談話は総じて快を示す割合は高くなく，ことに

女子グループにおいては男子グループに比較してやや低く

なっている。しかし，理系上級グループでは項目によって

快の割合が不快よりも高いこともあり，学年を経るに従い

先生との交涼が深まることや，将来を考慮した場合その談

話に快を感じる割合が高くなる可能性があることが推察さ

れる。

友人との談話については，前述のように今調査では最も

高い割合で快を示しているところであるが r学問・研究J
や「自分達の将来」についての談話による快は，他の内容

についての談話より低い割合になっている。しかし，これ

らの項目の理系の上級生が l年生に比較して高くなる傾向

がうかがえるのは興味深い。

家族との談話では.前述のように団らんに求めて家族内

で飲食を共にしながら語り合う快を感じるものの，談話の

内容については「遊び」や女子グループにおける「サーク

ル活動」と「アルバイト」についての談話を除くと快の割

合は高くない。しかしここでも理系上級グループの「将来

について」の談話にやや高い快の傾向がみられるのはやは

り興味深いことである。

(7) テレビ

高い害IJ合で決を示している番組に，スポーツの実況，特

集番組，バラエティ， ドラマなどがあげられ，歌謡，ニュ

ース番組がこれに続いている。しかし，グループ別にみる

と， ここでも女子グループでは違う傾向がみられ，ニュー

ス，スポーツ，特集，社会，政治・経済などの番組では男

子グルーフ・に比較して快の割合は低く，逆に歌謡番組やド

ラマでは高くなっている。また，政治・経済番組のところ

で文系 l年生と理系 l年生の快，不快が逆転しているのは

興味深いところである。いずれにしても，多くの番組によ

って快が得られることから，日常手軽に業しめ，面白いも

のとしてテレビの占めるウェイトは非常に大きいものと考

えられる。

(8) 買い物

専門書やテキストの買い物カ吋也の買い物に比較して快の

割合が低いものの，殆どの買い物は楽しいもの，気持ちの

よいものと思われる。特に女子グループの場合は，生活必

需品の買い物で男子グループに比較して非常に高い割合で

快を示している。男子の理系学生と文系学生の電気製品の

買い物による快に違いがみられるのも興味深い。

(9) その他

次4こ，睡眠通学，授業・勉強，家事，ラジオ，コンペ

稽好等の結果について述べると，睡眠では，夜の睡眠に女

子グループで 4%.男子グルーフ・ではそれそ'れ 7-8%の

割合で不快を覚える者がみられるのは問題と思われる。休

日の昼寝には高い割合で快を示し，授業や電車・パスの中

でのうたた寝にも快と答えている者が多い。

通学については，徒歩・や電車・パスで通学することには

不快を示す割合が高く.70%程度の学生がこうした通学手

段を用いていることから，かなり多くの学生が不快感を持

ちながら通学しているものと推察される。しかし，友逮と

一緒に通学することや音業を湖きながら通学することによ

って得られる快によってかなり相殺されるものと考えられ

る。語学周テープを聞いたり，テキストや新聞・雑誌，小

説を読みながら通学することに関しては不快の傾向がみら

れる。

授業・勉強については，体育実技授業を除けば殆ど不快

の割合が高く，特に一般教養科目の授業では男子グループ

で30%を趨える割合になっており，こうした傾向は上級生

にもみられる。しかし専門科目の授業では，各グループで

20%前後の学生が快と答えており，不快と答えた学生とほ

ぼ同じ割合になっている。前述したことであるが，テキス

トや専門書にかかわることでは快の割合カミ低いことと併せ.

総じて勉強は好きではないと思われる。

家事については，女子グループの場合，さすがに食事の

準備や部屋の清掃などに快を感じる割合が高く，男子は全

てに不快の割合が高かった。

ラジオを聞くことについては，前述したことではあるが，

ポピュラー音楽を聞くことに高い割合で快を示し，歌謡番

組，スポーツの実況(女子グループを除く)などにも快と

答えている者が多い。英語や寄席を聞くことには不快を示

す割合が高かった。

各種のコンパについては快と答える者が多く，仲間との

コンパがクラスやサークルのコンパよりも快感は大きいよ

うである。

格好品についても，酒，コーヒー，紅茶，コーラ・ジュ

ース，ケーキ・チョコレートなど全てに高い割合で快を示

している。しかしタバコは男子グループではどちらとも言

えず，女子では80%が不快と答えている。

4. まとめ

N大学生 553名に対する調査結果から目立った点につい

てまとめてみると，日常の様々な行動での友達とのかかわ

りのなかで得られる快が顕著であった。そして，音楽や映

画好きであり，男子はスポーツ好きである。

具体的な行動別にみると，

1) 読書に関しては軽い気持ちで読めるものに，より快
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の割合が高く男女の好みにはやや違った傾向がある。

2) 芸術品の鑑賞によって得られる快は女子に多く，映

画・音楽も含めて日本的なものより洋風なものを好ん

でいる。

3) サークル活動では諸々の煩わしさを除いた，活動そ

のものに快を求めていると考えられる。

4) 食事は友達や家族と一緒にとることで，より高い割

合で快が得られ，そこにはテレビや音楽があり，自宅

でとることがより望ましい。

5) 談話に関しては，友達とのおしゃべりは最高である

が，厳粛性の高い話題を好む学生は多くない。しかし

上級生では上昇傾向がみられる。家族との談話では快

を得られるものの(女子はより高い)内容が制限され

る。先生との談話は快を示す割合は低い{女子はより

低い)が，上級生は談話の内容によっては高くなって

いる。

6) テレビ番組は多岐にわたり，男女の違いはあるがそ

れぞれに業しめるものが多く，日常生活のなかで大き

なウエイトを占めるものと思われる。

7) 買い物は総じて好きであり，女子はこの傾向が強い。

8) 家事は，女子は快を得られる割合が高いが男子は低

9) 仲間が集まるコンパは多くの学生が快と答えている。

1I) 授業や勉強で得られる快は体育実技を除いて不快と

みられるが，専門の授業はどちらとも言えない。

以上日常生活のなかで得られる快すべてがリクリエーシ

ョンあるいはレクリエーションとしての機能を存するとは

思えないが，例えば，家事労働の経験が個人の成長を助け，

明日へのヱネルギーとしてさらには将来をより良く生き

るための糧としての機能が存しているものと筆者は考える

ものである。

労働(仕事)と遊戯{遊び)の関係については，多くの

著名な哲学者，心理学者，経済・社会学者などによって論

じられてきた。そして，それが現代のレクリエーション概

念の基盤ともなっていると思われる。

現代社会では，諸事情によって労働時闘が短縮されて余

暇時間が延長し， しかも労働の本質的意味(人間としてふ

さわしい仕事)が失われつつあり，他の諸事情とあいまっ

て人間疎外の状況を呈してきていることは多くの人々が認

めるところである。つまり，ストレスや人間疎外を解消し，

人間の本質的な活動を，延長された余暇時間に求めざるを

得ない状況下になってきたと思われる。しかし，筆者が疑

念を覚えるのは，確かに多くの人々がそうした状況下にお

かれていることが事実であっても，全ての人ではなく.時
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代に即応した人間らしい仕事として認識し従事している人

々もまた非常に多いものと考えられる。

J.アンリオは人が仕事をする場合一それが本当に

rf士事Jならーそれは，今していることをすることをその

人が承諾したからである。人は，自分で望むことしか決し

て《しない》のである。 ・・・たとえ「強制された」もの

であっても，それには，行為者の承諾と，その任務に対処

するある程度知的な編成と，絶対にいいとは言えないにし

ても少なくとも現状としては好ましいと判断された目標を

実現するための手段の発動とが，合意されてい君"さらに

アンリオは子供の勉強と遊びについて述べ，勉強は少なく

とも遊びと同じくらい子供を誘い，興味をそそるものであ

り. r行い，作る快楽」の強さを指摘している。
ある人が，都会を離れて高原に住み，自給的生活を送ろ

うとする場合，彼にとっては日々仕事の連続であろう。こ

の場合，充分な余H臨時間は存するのであろうか。しかし彼

は，日々新たな;活力を得て充実した人生を送ることも可能

であろう。

もし人間らしい仕事が減少し，人間らしい活動を余自慢に

求めるなら，人間生活の中で「仕事Jと「余暇Jの立場が

逆転してしまうと言ったら言い過ぎであろうか。カイヨワ

が述べている，いわゆる，俗と遊の関係が融合されてはな

らないのだろうか。仕事と遊び，二面のひとつとでも言え

る人間，この両面が再創造(単に労働力としてではなく)

の機能を持仏両面から明日へのエネルギーが生まれ，心

にかなうこと，喜べること，楽しめることが得られるので

あれば. Re-creat onの機能を存しているので

はなかろうかと考えるものである。
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参加者への御案内

1.受付

10月17日(土)午前8時30分より受付を行います。下記参加費をお支払い下さい。

正会員・特別会員

学生会員

名誉会員・賛助会員

全国レクリエーション大会参加費納入者

その他一般の方

2.本部

蔵王エコーホテル内

3.車輔の入構について

入構および駐車可能です。駐車場をお使い下さい。

4.休憩と食事

ホテル内の食堂が営業していますのでご利用下さい。

5.会場内禁煙のお願い

発表会場内は禁煙です。喫煙は、喫煙所でお願いします。

(発表者へのお願いとお知らせ)

1.発表受付

1，500円

1，000円

無料

無料

2，000円

各発表会場の入口で発表受付を行います。各自の発表時刻の30分前までに受付をすませ、「次演

者席」におつき下さい。

2.発表資料

研究発表50部を発表受付時に提出して下さい。資料には、必ず演題番号(例・A-l、A-2)、演

題、演者氏名を明記して下さい。

3.スライド

スライド映写を希望される方は、発表受付にあるホルダーに、各自でn慎序正しく正像に写るよう

に挿入して、発表受付にご提出下さい。スライドの大きさは、35mmフィルム用の標準マウント (50

X50mm)に限ります。
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4.発表時開

発表12分、質疑討論7分程度です(10分一ベル2回、 19分一ベル3回)。

(座長へのお願いとお知らせ)

各発表会場の入口で座長受付を行います。座長開始30分前までに必ず受付をお済ませいただき、開

始20分前までに「次座長席」におすわり下さい。

時間を厳守して進行させるようにご協力下さい。

発表取消などで空き時間ができた場合は、討論や休憩にあてられるなど、自由にご裁量下さい。

(討論者・質問者へのお願い)

挙手のあと、座長の合図を待って、所属、氏名を告げたのち、参加者にわかるように発言して下さ

い。
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